

































詠う少女の創楽譜フルスコア 6








雨野智晴





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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intro　─絶対絶命！　と　絶対絶命？─









「まさに絶体絶命ってヤツね」

　ステージ上で綺き羅らびやかな照明を浴び勝ち名乗りを受ける中ちゆう国ごくの宝石歌姫ビジユカンタトリス、貂ちよう蟬せんの姿を見つめながら明あ日す香かがそう呟つぶやいた。

「これで今回の大会でも四つの特権を敵側に取られてしまいました」

　その隣で花か穂ほも不安そうに言葉をこぼす。

　場所は神楽かぐら特とつ区くにあるカンタトリス記念コロッセオの日に本ほん選手控室。

　今現在行われているのは十一月のＩＣＣ主催グランプリシリーズ『フィフスジャッジメント』である。

「先月の大会と合わせるとこれで九ポイント目の喪失。っていうか、ぶっちゃけ全敗。九月までの時点であった九ポイント差が全部おじゃん。一気に並ばれるとか、さすがにこの状況は笑えないわね」

　毎月開催されるＩＣＣ主催のグランプリシリーズでは、勝者に特権が与えられるスペシャルマッチと単純にエンターテイメントとして行われるエキシビションマッチの二種類の来武ライブが開催される。

　行われる試合の数は大会によって異なるが、与えられる特権の数はひとつの大会で五ポイントと決められている。

　十月にイギリスのウェンブリーで行われた大会『ビッグベントーナメント』では五ポイントすべてを敵側──母さんたちによるカンタトリス音楽院占拠事件の後、中ちゆう国ごく、ロシア、ドイツ、イタリアが中心となり結成された歌姫至上連合ＣＳＵ──に奪われ、そして今月もすでに四ポイントを奪われるという最悪の結果になっているのだ。

　ＣＳＵ側は母さんと学院長という強烈なカリスマを中心にひとつの目的に向かい団結をしているのに対し、母さんたちの主張──ある意味歌姫カンタトリスによる選民思想──に反対の意を示したアメリカ、イギリス、フランス、日に本ほんを中心とした各国は、それぞれの思惑もあり未いまだひとつに纏まとまりきれていない。

　結果、この最悪の状況を招いていたのだった。

「ったく、アメリカもイギリスも頭が固いっていうか無駄にプライドが高いっていうか、今は変な主導権争いをしてる場合じゃないでしょうに」

　イライラしたように明あ日す香かが唇をとがらせる。

「それでリアーナさんとクレアさんの潰つぶし合いになっちゃいましたからね。どっちかが残ってれば貂ちよう蟬せんさんに勝てたかもしれないのに」

　今回の『フィフスジャッジメント』は八ヶ国エントリーによるトーナメント戦が全部で五つ行われるという大会で、各トーナメントの優勝国に特権が与えられる。

　つまり全部の四十ヶ国に特権を獲得するチャンスが与えられるわけだ。

　とは言っても所属歌姫数はＣ９各国が圧倒的に多いため、Ｃ９各国はＡ、Ｂの二チームの出場が許されているので正式には四十ヶ国では無いのだけれど。

　そして八ヶ国エントリーのトーナメントなので、優勝するには三回勝つ必要がある。

　出場国は三人の歌姫で一チームとし、初戦、準決勝、決勝で出場する歌姫を変更しないといけないルールだ。

　日本で言えば初戦に宝石歌姫ビジユカンタトリスである明日香を持ってくれば、十中八九初戦を勝ち抜くことが出来るだろう。

　けど、そこで明日香を使ってしまうと準決勝、決勝を明日香抜きで戦わなければいけなくなってしまう。

　かと言って決勝まで温存した結果、その前に敗戦してしまえばそれはただの出し惜しみになってしまう。

　つまりどのタイミングでどの歌姫を出場させるかが重要な戦略になってくるってわけだ。

　で、明日香がイライラしている理由。

　それはさっきのトーナメントのアメリカとイギリスのとった戦略が原因だった。

　抽選の結果、さっきのトーナメントにはアメリカＡ、イギリスＡ、そして中ちゆう国ごくＡがエントリーされていた。

　そして運の悪いことにアメリカとイギリスが準決勝でぶつかるトーナメント表になってしまったのだ。

　反対側の山では圧倒的に中国が優位で、宝石歌姫ビジユカンタトリスである貂ちよう蟬せんを温存しながら決勝にあがってくるのは目に見えて明らかだった。

　であればアメリカかイギリス、どちらかが宝石歌姫を残した状態で決勝にあがれるように段取りをするべきだったのだ。

　実際ＣＳＵ側はそのような調整を他のトーナメントで行おこなっている。

　しかしアメリカもイギリスもどちらも退かず、準決勝でお互いの宝石歌姫同士をぶつけるという暴挙に出た。

　結果、準決勝はアメリカのリアーナの勝利、しかし決勝で宝石歌姫を温存していた中国に敗退し特権を奪われるという最悪の状況になってしまったわけだ。

「ここでポイント的に勝ち越されるか、再びこっちがリードを奪えるかは精神的な部分でもかなり大きいよなあ」

　先月から数えて十戦全敗で終え、さらにポイントでも勝ち越されるのか、最後の最後で一矢報い、例え一ポイントでも再びリード出来るか。

　それは十二月の『祭典』を迎えるにあたって双方の陣営に多大な影響を与えることになるだろう。

「だから、残された最後のトーナメントの特権を何としても死守する必要があるってことよ」

「だな」

　僕は明あ日す香かの言葉に頷うなずいてみせる。

「へなぽ娘。今回は最後の一番オイシイところをあんたに譲ってあげてるんだから、気合い入れていきなさいよ！　絶対に敗北は許されないからね」

「はい！　わかってます！」

　明日香のハッパに花か穂ほが気合いの入った表情で頷いた。

　先月までの花穂だったらここで不安そうな素振りを見せたはずだ。

　けど、今日この日を迎えるまでの一ヶ月間。僕と花穂は特訓を繰り返してきた。特訓の成果が宝石歌姫相手に通用するかどうかはわからない。

　けど、自信を持って来武ライブに挑めるだけの努力はしてきたつもりだ。

　花穂と顔を見合わせて頷き合う。

「タケルさん。この一ヶ月でのタケルさんとのセック──特訓の成果を見せつけてやりましょう！」

　そう言って花か穂ほがぎゅっと両の拳こぶしを握り締めた。

「っておいコラちょっと待てへなぽ娘お前今なんて言おうとして言い直した？　セックなんだ？　その後に続く言葉は何だったんだ？」

　明あ日す香かの目がスーッと細められた。

　その後、ゆっくりと僕の方へと視線が移される。その目が「おい兄。お前、わたしに隠れて何しやがってくれてるんだ、ああん？」と雄弁に物語っていた。

　って誤解だから！

　つか、僕も知りたい！　花穂がなんて言おうとして言い直したのか！

「何でもないですよー。ねー、タケルさん。明日香さんにお話できるようなことは何も無いですよねー」

　花穂が意味ありげな表情をつくって僕にウィンクする。

　って、どうしてそう火に油を注ぐような反応をっ!?

「ふ、ふ～ん、そう。特訓と称してうちのバカ兄とこのむっつりはわたしに言えないようなやましいことをしてたんだ？　一ヶ月もの間！」

「ち、違うから！　ちゃんと特訓してたぞ？　強力な幻創曲レチタテイーヴオもちゃんと完成したし」















「じゃ、じゃあ、どんな特訓をしてたのよ？　やましいことをしてないんだったらきちんと説明できるわよね？　事細かに、どんな特訓をしていたのか！」

「え、えーと、それはだな……」

　神に誓ってやましいことはしていない（と思う）。

　というか、僕と花か穂ほは本当にちゃんと特訓をしていたんだ。

　それは事実なんだけど、特訓の内容を全部素直に話してしまったら、なんていうか試合を前にして僕の命が危ないような予感がびんびんに漂っていた。

「だから、まあ、その、あ、あれだよ」

　僕はモニョモニョと口ごもりながら、何とかこの状況を打破するための良いアイディアが無いかを探すため、この一ヶ月間のことを詳細に思い返してみた。






１章　─パートナーと猛特訓─









「なあ明あ日す香か。ひとつ質問してもいいか？」

「ん？　なに？」

　六畳ほどの広さのフローリングの上にしゃがみこんでダンボールを開けながら、明日香が顔をあげた。

「引越し先、どうしてまたワンルームにしたんだ？」

　先日の母さんたちによるカンタトリス音楽院襲撃＆占拠事件によって、神楽かぐら特とつ区くは実質占拠側の実効支配地域となった。

　カンタトリス音楽院も通常の運営を行うことは出来なくなり、所属する学生たちは一いつ旦たん自分たちの母国に帰還するという流れになったのだ。

　シルヴィさんはフランスに、アーシアとマイルズはイタリアに、そして僕と明日香、花穂は日に本ほんへ。

　んで本日、こうして新しい住居へと引越しをしてきたわけだけど、なぜか明日香は頑かたくなにワンルームの物件を借りることを主張したのだった。

「僕達の、っていうか明あ日す香かの給料だったらわざわざこんな狭いワンルームにしなくたって他にいくらでも広い部屋借りられただろうに」

　借りるどころか買うことだって楽勝だろう。

「はあ？　それ、本気で訊きいてるの？」

　明日香がなぜか軽く眉まゆを吊つり上あげてそう言う。

「うん。神楽特区むこうで住んでた部屋は金の無い僕のために学院長が手配してくれたところだから仕方ないけど、新しく借りるんだったらせめて二部へ屋やの物件にしておいた方が良かったんじゃないかなって」

「もう何回も言ったけど却下！　二部屋とかありえないし！　絶対にそんなことは認められません！」

「でも、自分の部屋があった方が明日香もゆっくり休めるだろ？　これからますます忙しくなるんだからさ」

　何の比ひ喩ゆでもなく、これから年末にかけて行われるのはこの世界の未来をかけた戦争だ。

　そして明日香はその戦争の中でも大きな役割を担っていくことになる。掛かるプレッシャーも相当なものだろう。

　であれば、そのコンディション調整はかなり大切な事だと言える。

「へえ、じゃあ兄さんはわたしの身体のことを気遣ってそう言ってくれてるんだ？」

「まあ、基本的には」

　あとは僕の理性の壁が崩壊しないようにってのもあるけど。

「だったら、なおさら一部屋にしたのは正解だったってわけね」

　明日香はすっくと立ち上がると、にんまりと笑みを浮かべた。

　それは、何やらとても良いこと──この場合は大抵僕にとってはあまり良くないこと──を思いついた時の表情だった。

　そんな笑みを浮かべたまま僕に近づいてくる。その距離、限りなくゼロに近いところまで。

　ふんわりと鼻孔をくすぐる明日香の甘い匂におい。

　そして大きくて猫のような少しイタズラっぽい瞳ひとみが僕の顔をのぞき込んでいた。

　うう、我が妹ながら、やっぱり可愛かわいいよなあ。

　基本的に歌姫カンタトリスは美少女揃ぞろいだけど、その中でもトップクラスの可愛さを誇っていると思ってしまうのは決して身内びいきではないだろう。

　そんな美び貌ぼうがすぐ近くにあって、さらにそれが近づいてきて、

「わたしが一番ゆっくり休めるのは兄さんの腕の中なの。兄さんとぴったり触れ合っている時が一番リラックスできるの。つまり、部屋の数は少なく、そして狭く。それがわたしと兄さんにとっての理想的な間取りってわけ。わかる？」

　小さく囁ささやいて、そのまま僕にこてんと体重を預けた。自然と明あ日す香かの身体を抱きしめる形になる。

　柔らかな頰ほおが僕の頰に重ねられ、弾力をもったふたつの丘陵が僕の胸元に押し当てられる。

　トクン、トクン、とふたりの鼓動が重なり合っていた。

　そして明日香が耳元で熱い息をこぼす。

「こうやって兄さんの体温を感じてると、わたしはすごく安心できる。どんなに大変なことにも、どんなに不安なことにも立ち向かっていくことができる。兄さんが側にいてさえくれれば、わたしはそれで頑張れる」

　そう言葉にする明日香の身体は微かに震えているみたいだった。

　──それも、そうだよな。

　どんなに強くても、そしてどんなに強がっていたとしても明日香はまだ高校一年生の女の子なんだ。

　それも、これから明日香が戦っていかないといけないのは母さんなんだ。

　僕と明日香が目標としその背中を追い続け、そして大好きだった母さん。そんな母さんを敵に回し、戦い、勝たないといけない。

　正直に言えば僕だってまだ混乱している。動揺している。

　気持ちの整理なんてぜんぜんついていないし、覚悟も決めきれていないのかもしれない。

　母さんと敵対なんてしたいはずがなかった。

　そして、その気持ちは僕以上に明日香の方が強いはずだ。感じている不安も。

「兄さんは、これからもずっとわたしの味方だよね？　わたしの側にいてくれるよね？」

「当たり前だろ？　っていうか、そんなのわざわざ確認するまでもないだろ？」

　僕はそう言って、安心させるように明日香の頭を撫なでた。

「でも兄さんにはわたしの前からいなくなった前科がある」

　唇を尖とがらせて、少しだけ責めるような拗すねたような声。

「うっ、それを言われると何も言い返せないけど」

「ほんとに寂しかったんだよ？　兄さんのいない毎日は。学校とか人前では何とか頑張って普通のふりをしてたけど、お家に帰ってくると兄さんのことばかり考えて、兄さんのことが心配で心配で夜も眠れなくて」

「明日香……」

「もし兄さんの童貞がどこの馬の骨ともわからない女に奪われていたらどうしようって」

「そんな心配かよ！　僕の身体を案じてくれていたんじゃないのかよ！」

　ちょっといい雰囲気になっていた僕がバカみたいだ。

　いやまあ、照れ隠しの冗談なんだろうけど。照れ隠し、だよな？

　明あ日す香かの頭をそっと撫なでながら、僕は言葉を続ける。

「今度は大丈夫、約束するよ。明日香の前から勝手にいなくなったりしないって。明日香が安心して戦えるようにサポートするよ」

「じゃあ、この間取りでも何の問題もないよね？」

　明日香が少しだけ身体を離して、上目遣いで僕を見つめる。

「まあ、明日香がこっちの方がリラックスできるって言うんだったら」

「前と同じように一緒のお布団で寝てくれるよね？」

「そ、それも、まあ、明日香がそっちの方が良いって言うんだったら」

　どの道、この間取りだとベッドはひとつしか置けないわけだし。

「お風ふ呂ろも一緒に入ってくれるよね？」

「それは却下だ」

　って、どさくさに紛れて何を言い出すんだ、この妹は！

「えー、なんでよー。お風呂くらいいいじゃん！　っていうか、今回一番こだわったところなんだよ、お風呂。わざわざ特注で作りなおしてもらったんだからー。ほらほら、見てみてよー」

　そして明日香は僕の手を引いて部屋を出ると、浴室への扉を開いた。

　その先に広がっていたのは四畳半ほどの広さのある脱衣場だ。

　最新の洗面台に洗濯機、観葉植物、そして明日香の好みだろうか、銭湯のような棚と脱いだ服をいれる籠かごが置いてあった。

　まるで最初から複数人で入ることを想定したような設計だ。

「どう？　結構いい感じでしょ？」

「うん、嫌いじゃないけど、これはちょっとやりすぎじゃないか？」

　部屋の広さが六畳。に対してお風呂の脱衣場が四畳半あるって何かおかしいだろ。

「ふふふ、驚くのはまだ早いよ。浴室の方がもっと凄すごいことになってるんだから。ほら、じゃっじゃじゃ～ん」

　明日香が胸を張りながら曇りガラス製のドアを開けると、そこには想像もしていなかった光景が広がっていた。

　床一面は趣おもむきのある石造り。大人おとなが五人くらい寝転んでも余裕のある広々とした洗い場に、少しであれば泳げそうなくらいに大きな湯船。

「って、部屋よりも風ふ呂ろ場ばの方が広いじゃないかよ！　明らかにバランスおかしいだろう、この物件！」

　多分、10畳以上の広さがあるんじゃないか？

「うん、だから特注で作りなおしてもらったって言ったじゃない。お隣の部屋を買って、全部お風ふ呂ろにしてもらったんだよ」

　えへんと楽しそうに胸を張る明あ日す香か。

「って、なんでわざわざそんな！」

「前のアパートの時に一緒にお風呂に入ろうって言ったら、兄さん、狭くて無理って言い訳して逃げたでしょ？　だから、その逃げ道を塞ふさいであげたの。これだけ広ければいくらでも一緒に入れるもんね」

「いや、ええと、それはだな」

「わたしのためにサポートしてくれるんでしょ？　兄さんが一緒にお風呂に入ってくれたらわたし、すっごく頑張れると思うんだけどなー」

　キラキラ──というか勝利を確信した瞳ひとみで僕の顔を覗のぞき込こんでくる明日香。

　まったく、相変わらずむちゃくちゃな行動力だよな、こいつは。

　兄と一緒にお風呂に入るために、隣の部屋を購入した挙句、まるっとお風呂に改造しちゃうとか。

　その行動力と経済力に降参したように僕はため息をついた。

「じゃあ、週に一回だけな」

「ええー、なんでよー」

「僕にも色々とあるんだよ」

　主に精神と下半身的な部分の制御において。

「これが僕の最大の妥協点だ。この条件が飲めないようなら交渉は決裂だな」

「ううー、兄さんのケチ」

「ケチで結構。で、明日香の回答は？」

　明日香はしばらくの間「むぅぅ」と可愛かわいく唸うなりながら僕のことを睨にらんでいたけど、ひとつ息を吐いて、

「わかったわ。その条件を受け入れましょう」

　と頷うなずいた。

　週に一回ならなんとか僕の理性も保てるだろう。保てる、よな？

　最近の明日香のスキンシップの激しさを考えると中々に厳しい戦いになりそうだけど、簡単な気持ちで間違いを起こすわけにはいかないからな。

　鉄の意志だ。絶対に雰囲気に流されたりしないぞ！　そう決意する僕の顔を覗き込みながら、

「でも、その一回、簡単にお風呂からあがれると思うなよー」

　明日香はニヒヒと楽しそうに笑ったのだった。





　　◇◇◇






「本当にこんなところに僕が入ってもいいのか？」

「当然。っていうか、向こうから是非来てくださいって言ってきてるんだから、堂々としてればいいのよ」

「そうは言ってもなあ」

　引越しの片付けがある程度済んだ後、僕は明あ日す香かに連れられて千代田区永田町へとやってきていた。

　コンクリート製防護壁で囲まれた敷地の中に入り、先に見えるのは全面がガラス張りで明るい印象を与える五階建ての建物。

　日に本ほんの行政の中心のひとつと言えるこの場所──総理大臣官邸。

　僕の人生の中で訪れることなんて無いと思っていたこんな場所に突然連れてこられたのだ。堂々としてろと言われても難しい。

　緊張して腰が引けてしまうのは仕方がないってものだ。

「んもう、しょうがないなあ兄さんは。じゃあ、こうすればリラックスできるでしょ？」

　そう言って明日香は僕の腕を抱きかかえるようにして組んできた。

　ふんにょりとした感触が二の腕のあたりに押し当てられる。イタズラっぽい瞳ひとみが輝いていた。

「って、単に明日香が腕を組みたいだけだよね？」

「うん、否定はしないよ」

　笑顔とともに、こうもあっさりと肯定されてしまうと何も言えなくなるよな。

　そして悔しいことに明日香に腕を組んでもらったことによってリラックスしている僕がいるのも事実だった。

　右腕に明日香の感触があると、それだけで妙に安心感がある。

「さて、じゃあ行きましょうか。四階の特別応接室に直接来てくれって」

　そして明日香に引かれるようにして官邸内へと入る。

　本当だったら色んな手続きとかあるのだろうけど、連絡が行き届いているのか、明日香が顔パス扱いなのか、至るところに配置された官邸刑務官やＳＰに止められること無く四階応接室までたどり着いた。

　応接室は長方形の形をしており、長辺の左右に座り心地のよさそうな椅い子すが並べて置かれている。

　普段はお偉いさんたちがここに腰を下ろして、僕なんかが聞いてはいけないような話をしているんだろうな。

　床に敷かれている絨じゆう毯たんも、配置されている椅い子すやテーブルもかなりの高級品だろう。

　絨毯、汚れたりしないかな、とか小市民的なことを考えながら奥の方へと進んでいくと、直径２．５メートルほどの円形のテーブルとそれを囲うように四脚の椅子が置かれていた。

　奥側の二脚にはすでに人が座っている。

　僕達の姿を見つけると、その内のひとりが朗らかな笑みを浮かべながら手を上げて明あ日す香かに声をかけた。

「おお、明日香くん。よく来てくれたね」

　って、この人知ってるぞ！　テレビとかで見たことある！

　つーか総理じゃん、この人！

　いや、首相官邸に呼ばれたんだからここに総理が居てもなんの不思議もないけど、まさか僕達を待っているのが総理本人だなんて想像もしてなかったよ！

　この場に居るってだけでも緊張なのに、いきなり総理と対面なんてどうすればいいんだっ!?

　尊敬語？　謙譲語？

　ちゃ、ちゃんと失礼のないように受け答えできるだろうか？

　服装ももうちょっとちゃんとした恰かつ好こうしてくればよかった。明日香が普段着でいいわよって言うから、普通にジーンズにスニーカーで来ちゃったし！

　緊張でガチガチになっている僕の隣で、明日香が少し不満気に口を開いた。

「そりゃあ、あんな留守電を入れられたら来ざるをえないでしょ？」

　って、うちの妹やべー！

　総理相手に普通に接しているよ！　タメ語だよ！

「しかも、兄さんとの記念すべき引越し初日を邪魔されたくないからわざと着信無視してたのに。もうちょっと空気読んでくださいよ」

　つーか、むしろ上から目線だった！

　あと、優先順位がおかしすぎるから！　僕との引越しを邪魔されたくないために総理からの電話を無視するとかあり得ないから！

「だから気を利かせて、時間は明日香くんの都合の良い時でいいからと入れておいただろう？」

「その後に続く言葉が問題なんです！　『明日香くんが来てくれるまで、総理いつまでも待ってるから。ずっと待ち続けるから』とか！　一国の首相にそんなことを言われたら、なる早で来ざるをえなくなるでしょうが！　あと一人称の総理はキモいから止めてください！」

「キモいとは酷ひどいな明日香くん。総理、ちょっと傷ついたよ。ブロークンハートだよ」

「だからキモいってば！」

　ええと、何なんだろうこの会話は。

　さっきから自分の目の前で繰り広げられているこの光景が僕の常識からかけ離れすぎていて思考がまったく追いついていなかった。

　総理の予想外のキャラとか、総理相手にキモいを連発する妹とか。

　あまりの状況に僕があんぐりと口を開けていると、椅い子すに座るもうひとりの男性がやれやれと肩をすくめて、

「総理、宝石歌姫ビジユカンタトリス殿とじゃれ合うのもよろしいですが、そろそろ本題に入りませんと。お兄さんの方が戸惑っておいでですよ」

　そう言葉を挟んだ。

　スーツを着込んでいるがネクタイは緩みシャツも第二ボタンまで開けられている。髪もボサボサのままで顎あごには無精ひげ。

　どこからどう見てもくたびれたサラリーマンといった風体なのに、男からは油断の出来ない、独特の雰囲気が発せられていた。

　そして、なぜだろう？　なんか妙に親近感が湧わいた。

「おお、そうだね。久しぶりに明あ日す香かくんと会えて、総理、ちょっと舞い上がっていたよ。ええと初めまして、神かん凪なぎタケルくんだね。今日はわざわざご足労いただいて済まなかったね。感謝するよ」

　そう言って総理は椅子から立ち上がると僕に右手を差し出してきた。

　ニコニコと人の良さそうな笑顔。なんて事のない、ただの握手の動作。なのに萎い縮しゆくさせられてしまうオーラがそこにあった。

　いきなりの明日香とのはっちゃけたやり取りでイメージ崩れたけど、さすが一国の首相。やっぱり只ただ者ものではないんだな。

　僕が恐る恐るといった感じで手を差し出すと総理は力強く握り返し、その後、僕と明日香に椅子を勧めた。

「で、要件はなんですか？　わざわざ兄さんを連れてこさせて」

　着席するなり明日香がそう切り出す。

「ああ、その前に彼のことを紹介させて欲しい」

「や、別に興味ないですけど」

「そう言わんでくれよ明日香くん。まあ、彼の名前を聞けば嫌でも興味が湧いてくると思うがね」

　総理のその言葉に、明日香が胡う散さん臭くさそうに視線を男へと向ける。男はその視線をうけて、ニヤリと癖のある笑みを浮かべた。

「こんにちは、こうして直接会うのは初めてだね姫ひめ咲さき明日香くん、そして神凪タケルくん。僕は防衛省情報本部ＤＩＨ所属、東雲しののめ暁あかつき一佐。東雲詩し乃のの実の兄だ」

　総理の言葉通り、その挨あい拶さつを聞いた瞬間、僕と明あ日す香かは目の前の男から視線を外せなくなったのだった。





　　◇◇◇






「あ、タケルさんじゃないですかー」

　総理と暁あかつきさんとの会談の後、明日香は宝石歌姫ビジユカンタトリスとしての仕事がいくつかあるってことっで一いつ旦たん別れ、僕はひとり駅へと向かう途中で背中から声をかけられた。

　振り返ると花か穂ほがほんわかとした笑みを浮かべて立っていた。

「おお、花穂じゃん。こんなところで偶然会うなんてなんか凄すごいな」

「まさに運命ってやつですね──と言いたいところですが、タケルさんも首相官邸に用があったんですよね？」

「うん、そうだけど。ってことは、花穂も？」

「はいです。どうやらカンタトリス音楽院の生徒はみんな今日呼ばれてるみたいです。今後のグランプリシリーズに向けて、正式な日に本ほん国所属の歌姫カンタトリスとして契約するために。それで、もしかしたらタケルさんも今日呼ばれてるんじゃないかなと思って、ちょっと待ってたんです」

「なるほどね。って、それだったら携帯にメールでもくれれば良かったのに」

「それも考えたんですけど、どうせだったらばったり会っちゃいましたーって方が印象的かなって思いまして」

「でも、待ってたって言っちゃったから台無しだよね」

「あはは、それもそうですね」

　そう言ってころころと笑う。

　あの日以来、みんながみんなドタバタしてしまって、花穂とこうして会って話をするのは久しぶりだけど、相変わらずの空気感に安心できた。

「あ、あの、それで……た、タケルさんのお時間があるようでしたら、す、少しお茶でもどうですか？」

「お、いいね。僕も花穂の近況とか気になってたから、少し情報交換しよう」

「き、気になってたですか」

　花穂が頰ほおを赤くして何かを呟つぶやいた。

「ん？」

「な、なんでもないですっ！　で、では行きましょう。実は近くにオススメのお店があるんですよ」







　花か穂ほに連れてこられたのは大通りをちょっと裏に入ったところにある、古ぼけた小さな喫茶店だった。

　店長さんが趣味でやっているのか、あまり商売っけが無いのか、僕達以外に客はおらずのんびりとした時間が流れている。

　隣のテーブルの椅い子すの上にはまるまると太った猫が我が物顔で寝転がっていた。看板猫なのだろうか？

　の割りにはまったく愛想が無いけど。

「このお店、今の私の心のオアシスなんです。この辺ってやっぱり人多いですし、オシャレだったり高そうだったりでなかなかお店に入れなくて。私、田舎いなか者ものですから」

「ああ、その気持ち、ちょっとわかるよ。都心のお店ってなんかアウエー感あるよね。って言うと、花穂は今、このあたりに住んでるの？」

「はいです。歌姫カンタトリス用の宿舎が近くにありまして、そこに住ませていただいてます。一応、歌姫として契約したので正式にお給料をいただけるようになったんですが、まだまだ貧乏なので」

「へえ、歌姫用の宿舎なんてあるんだ。じゃあ、先輩たちは結構そこに住んでる感じ？」

「はい。だから、先輩たちに歌姫としての色んなお話しとかも聞かせてもらえるんで、そういう意味でも良かったなって思います。で、タケルさんは、その、明あ日す香かさんと一緒に住んでるんですよね？」

「うん。『どうせ兄さんは貯金もないでしょうから、わたしが全部面倒みてあげる』って明日香が言って、全部進めちゃってさ。実際、それに反論できるほどの貯金も無かったんだけどね」

　それまでは、もろもろの経費は学院長にお世話になっていたくらいだからなあ。

「だから、明日香と一緒に池袋のマンションを借りたよ」

「うぅ、ずるいなぁ」

「ずるい？」

「わ、わあ、な、なんでもないです。ちょ、ちょっと心に思ったことが出ちゃっただけで、その忘れてください！」

　顔の前で両手を振りながら、花穂があわあわする。

　ええと、花穂も池袋に住んでみたいってことか？　なんか憧あこがれでもあるんだろうか？

　まあ、忘れてくださいって言うんなら、これ以上は触れないほうが良さそうだな。

「あ、あの、それで、タケルさんも今日契約したんですか？　奏士トルヴエールとして日に本ほんと」

　花か穂ほが少し期待の篭こもったような視線を僕に向けてくる。

　その視線を受けながら、僕はさっきまでの総理たちとの会話を思い出していた。

　契約を結んだのかの問いに対する答えはイエスだ。けど、完全に契約が締結されたかといえばノーである。

　契約内容の中にどうしても、自分として納得できないというか、簡単に消化できない思いがあったのだ。

　だからその一部に関しては答えを保留にして貰もらっている。

　そして、それに関して花穂が無関係ってわけではなかった。これはやっぱり花穂に相談しておくべきだよな。

「あのさ、その契約のことに関してだけど、花穂にちょっと相談っていうか、話しておきたいことがあるんだけど」

「へ？　私に相談、ですか？」

「ああ。僕にとって凄すごく大切なことなんだ。ある意味、花穂と僕のふたりにとっても」

「ふ、ふたりにとって大切なことですか！　は、はいっ！　わ、私で良ければ、なんでも相談してください！」

　僕の態度から真面目まじめな話だと感じ取ったのか、花穂がぴんと背筋を伸ばす。

　なんか、こうして面と向かって自分の思いをちゃんと話すのは、妙に照れるな。

「ええと、まずどこから話したものかな。その、今の僕があるのは、僕がなんとか奏士トルヴエールとしてここまでこれたのは花穂がいてくれたからだと僕は思っている」

「え、ええっ！　い、いきなり何をっ!?」

　花穂がびっくりしたように大きく仰のけ反ぞっていた。

「僕の正直な気持ちだよ。花穂がいなかったら僕は多分、奏士になんてなれなかったと思うんだ」

「そ、そんなことないですよ！　タケルさんには最初から素晴らしい才能がありましたから、別に私がいなくても──」

「最初からそう言ってくれてたのは花穂だけで、そしてまるでダメだった時の僕のパートナーであり続けてくれたのも花穂だけだ。僕はそのことにすごく感謝しているんだ」

　あの時花穂がいてくれなかったら、多分僕は一ヶ月も持たずにカンタトリス音楽院を辞めていただろうから。

　だから、やっぱり自分の気持ちは簡単には変えられないよな。

　常識的に考えればきっと間違っていて、冷静に考えれば子供じみている。

　今はそんな意地を張っている場合じゃないってこともわかってるし、僕のことを必要だと言ってくれる人たちの期待に応こたえたいとも思っている。

　けど、それでも、

「──僕は、僕のパートナーはやっぱり花か穂ほだと思っているんだ」





　　◇◇◇






（どうして僕はこんなところにいるんだろう？）

　あの時の僕は心の底からそう思っていた。

　あまりにも場違いすぎて緊張すらも出来ない。動物園のパンダのように好奇の目に晒さらされている状況が、ただただ居心地が悪かった。

　新しん神か奈な川がわ音おん楽がく特とつ区く──通称神楽かぐら特区。その中心とも言えるカンタトリス音楽院の講堂のステージ上に僕は立っていた。

　僕に視線を向けている大多数は女子。その子たちに混じって男子生徒の姿もちらほら見える。

　皆、歌姫研修生イミテーシヨン、奏士トルヴエール研修生と呼ばれる、言わばエリートたちだ。

　その視線が一斉に僕に向けられていた。

「じゃあ、さっそく弾いてみてちょうだい、曲は何でもいいから。弾けるんでしょ？　ギター」

　隣に立ち僕にそう声をかけるのはカンタトリス音楽院の学院長、東雲しののめ詩し乃の。

　路頭に迷っていた僕に声をかけ、ここまで引っ張ってきた張本人だ。

「弾けないことはないですけど、何なんです、これは？」

「簡単に言えばキミのお披露目。キミの奏でる音をみんなに知ってもらうための大切な儀式よ。みんなは入学式の日に済ませてるけど、キミにとっての入学式は今日だからね」

　今は四月の半ば。本来の入学式は一週間前に終わっている。僕は特別推薦枠として今日、突然ここに連れてこられたのだった。

「バシッとキミの能力をみんなに見せてあげてちょうだい」

　僕は肩から下げたギターのネックを握り、周囲を見回す。そしてため息をついた。もう一度脳裏に浮かんだ言葉はさっきと同じだ。

　──どうして僕はこんなところにいるんだろう？

　この場所は、ある意味、今の僕がもっとも避けたい場所のはずなのに。

　最初に学院長に話しかけられた時点で断るという選択肢もあった。途中でやっぱり止めておきますという事も出来た。

　そして今、実は弾けませんという選択をすることだって可能だ。

　けど、ネックを握った左手に力が入る。右手はポケットの中のピックを探していた。

　自分でもよくわからない感情。処理しきれない衝動。

　様々な相反する感情が渦巻いていて、自分が何をしたいのか？　何をするのが正しいのか？　まったくわからなかった。

（わからないならとりあえず弾くだけ弾いてみるか）

　感情に流されるように家を飛び出して、いつだって自分の味方で居てくれた明あ日す香かの元から逃げ出して、ただアテもなく彷徨さまよい、迷い、そしてたどり着いた場所がここだというのならば、そこに何か意味があるのかもしれない。

　今の、どうしようもなく処理のしようがない感情を消化するための何かがここにあるのかもしれない。

　一度大きく深呼吸をして、それから僕はギターの弦をかき鳴らした。







「はぁ……」

　放課後の誰だれも残っていない教室で思わずため息がこぼれ落ちる。

　覚悟していた事とはいえ、あそこまであからさまな反応をされるとさすがに落ち込みもした。

　結論から言えば、僕のお披露目の演奏は最悪だった。

　初っ端でいきなりトチった。しかも、初心者用ギター教本の最初の方に載っている、ものすごく簡単な童謡の演奏で。

　その時点で広がる苦笑、嘲ちよう笑しよう。あからさまなため息とヒソヒソ話。

　誰の顔にも『どうしてこんなヤツがここに来たんだ？』という表情が浮かんでいた。

　仕切りなおして最初から弾き始め、八小節が終わった時点で半数以上の生徒たちが席をたった。

　これ以上、こんな演奏を聴いていては時間の無駄だ。立ち去るみんなの態度が雄弁にそう語っていた。

　視線を学園長に向けると、その目が最後まで演奏しなさいと言っていた。

　それからも次々と講堂を出ていく生徒たち。中には堂々と野次を飛ばす人も居た。

　結局、演奏し終わった時点で講堂に残っていた生徒の数はたったの三人だ。

　拍手もなくしんと静まり返った講堂内。

『はい、お疲れ様。それにしても、酷ひどい演奏ね。私もこの学校をつくってそれなりの数の生徒を見てきたけど、お披露目でここまで酷い演奏を聴いたのは初めてよ』

　学院長の口から最初に出たその言葉が評価のすべてだろう。

　自分でもその酷さを理解しているので、何も言い返せない。ただ、いたたまれない気持ちがあった。

『これで僕の入学は取り消しですか？』

『ん？　そんなこと無いわよ？　お披露目は試験じゃないし、今の演奏は酷ひどいものだったけど、才能が無いとは思わないし』

　学院長はそう言った後、僕に教室の場所を教え、僕はカンタトリス音楽院の生徒として登録されたのだ。

　けど教室内に僕を歓迎するような空気はなく──というか積極的に受け入れようとする雰囲気はなく、僕も場違い感を拭ぬぐい去ることは出来ず、息を殺し背中を丸め身体を小さくし、ただただ時間が過ぎるのを待っていた。

　そしてようやく迎えた放課後。ひとりきりになれたことでやっと肩の力を抜くことが出来た。

「にしても、どうしたもんかな」

　ぐでーっと机に突っ伏す。

　後から学院長に説明してもらったのだけど、あのお披露目の演奏。あれは学院内でのパートナーを選ぶためのものらしい。

　歌姫カンタトリスは相性の良い奏士トルヴエールの演奏で歌うことによって、その魔法の力を何倍にも強化することが出来る。

　だから歌姫は奏士を欲する。心から欲する。

　そして奏士の数は歌姫に比べて少ないのだ。だから基本的には売り手市場。

『普通、奏士研修生のお披露目演奏の後は、たくさんの歌姫研修生イミテーシヨンに囲まれることになるもんなんだけどねえ』

　学院長のその言葉とは真逆の結果だった。囲まれるどころか誰だれ一人ひとり声をかけに来やしない。

　初っ端でこれ以上ないってくらいの落第点を貰もらってしまったわけだ。

　──今後、本当にどうしたものか。

　演奏技術に関しては練習していけば上達はするだろう。

　ギターは好きだし、コツコツ練習するのも嫌いじゃない。今までは独学でやっていたようなもんだからな。先生にちゃんと教えてもらえるのは正直嬉うれしい。

　なら、初っ端から落としまくった信頼はどうする？

　これもコツコツ返していくしかないよな。努力を続ければ、誰か一人くらい僕の演奏で歌ってみたいと言ってくれるかもしれない。

　今日一日で全すべてが決まるわけじゃない。スタート地点が最低なんだから、あとは上がっていくだけだ。

　そう考えれば気が楽になるし、僕にとっては悪くないスタートなのかもしれない。




　──じゃあ、僕お前は奏士トルヴエールになりたいと思っているのか？




　この学院に来ている時点でこんな疑問が出てくること自体がおかしい。

　歌姫カンタトリスと奏士。今じゃ子供たちの憧あこがれの職業トップ３にランクインするほどの人気職だ。収入だって文句なし。

　このカンタトリス音楽院に入学できただけでも名誉と言えるだろう。

　けど、僕はその問い掛けに対する答えを見つけることが出来なかった。

　だって奏士ってのは歌姫を助ける仕事で、歌姫は僕の母さんを──。

　深く記憶に刻みつけられたその時の光景が脳裏に浮かんでクラクラする。心臓がぎゅっと縮み、意識が薄らいでいく。

　ああ、この感覚は良くない。全身から血の気が引いて、吐き気を催す。小刻みに胃が痙けい攣れんしていた。

「うぐっ……」

　酸っぱいものが喉のどの先までこみ上げてきた。

　これは、結構長引きそうだな。

　何度も深呼吸を繰り返しながら、気持ちを落ち着かせる。けど、身体を襲う不快感は中々薄れそうもなかった。

　手足に力が入らず、身体を動かすことも出来ない。

　……ま、いいか。このまま少しここで休ませてもらおう。どうせ誰だれも戻ってこないだろうし、戻ってきたところで今の僕を気にかけるような人も居ないだろう。

　机に突っ伏したまま、僕は意識を保つことを放棄した。

　意識はすぐに汚泥のような暗くら闇やみの中へと沈み込んでいった。







「ん、んん……」

　頰ほおに当たる机の固い感触と甘い香りで目が覚めた。

　窓の外はすっかり日が暮れている。これは、一時間くらいは眠っていたのかな？

　おかげで身体の調子はだいぶ良くなっていた。

　そろそろ帰らないと、さすがに学校も閉まるよな。そう思い机から上半身を起こして、

「うわっ！！！！」

　僕は盛大に仰のけ反ぞった。

「わわわっ！」

　僕のリアクションで、机を挟んで対面するように座っていた見知らぬ女の子も盛大に仰け反った。

「って、だ、誰だれっ!?」

「す、すみません。わ、私は山やまの辺べ花か穂ほと言います。その、クラスメイトですっ！」

　目の前の女の子は慌てたようにそう言ってぺこりと頭を下げる。

　言われてみればその顔に見覚えがあった。

　カンタトリス音楽院はその特性上、多国籍なクラスになるので、同じ日に本ほん人として印象に残っていたのだ。

　けど、その山辺さんがどうして僕の前に座ってるんだ？

「ええと、僕に何か用？」

「は、はいっ！　そ、その、ですね。あ、あの……」

　山辺さんは緊張しているのかアワアワと両手をパタパタさせる。そんな姿を見て、僕は思わず微笑ほほえんでしまった。

　カンタトリス音楽院の生徒でも意外と普通なんだな。もっと、なんて言うかエリート揃ぞろいってイメージがあったから。

　そんな僕を見て、なぜか山辺さんが嬉うれしそうに笑った。

「やっと神かん凪なぎさんの笑顔が見れました。神凪さん、今日は一日中怖い顔してましたので」

「あ、あーうん、ごめん。今日、すごく緊張してたから、ずっとそんな顔してたかも」

「そ、そうですよね。初日は緊張しちゃいますよね。私も入学式の日は朝から緊張しまくりで、何回もトイレ行っちゃいましたし」

　そして「えへへ」と笑う。ほんわかとした雰囲気が心地ここちよかった。根本的にいい子なんだろうな、この子は。

「で、山辺さん、だったよね？　それで、僕に何か用事？」

　空気は多少軽くなったけど、最初の疑問はまったく解決されてなかったので、もう一度訊きく。

「はいです。そ、その、神凪さんとお話がしたいなって思いまして。少しだけお話しても良いですか？」

　山辺さんはにっこり微笑みながらそんなことを言った。

「僕は別にいいけど、もしかして山辺さんって委員長？」

「はい？　どうしてです？」

　ぽかんとした表情をして首を傾かしげる。

「どうしてって、ほら、クラスにまったく馴な染じめない新入生に対して委員長の義務感から声をかけてくれたのかな、とか思って」

「ち、違いますよー。ぜんぜん違いますっ！　わ、私は委員長なんて出来るほど優れた人間じゃないですし、神凪さんとは純粋にお話がしたかっただけで、義務感なんかじゃないですっ」

　その必死な様子から、義務感じゃなくて本当に僕と話がしたかったんだってことが伝わってきた。

「でも、だったら昼間とか話しかけてくれれば良かったのに」

「だって、皆の前で女の子から話しかけるとかちょっと恥ずかしいじゃないですか。今日の神かん凪なぎさん、注目の的でしたし」

「んー、それもそうか。どちらかと言えば悪い意味で注目の的だったしね」

「あ、あはは……」

　山やまの辺べさんは少し困ったように笑った。

　変にお世辞を言ったり誤魔化したりしない誠実そうな性格も好印象だ。

「じゃあ、せっかくだしどこか場所変える？　って言ってもここら辺は今日初めて来たからまったくわからないんだけど」

「あ、それなら今度、休みの日にでもゆっくりと案内しますよ。まあ、私もまだ一週間なのでそれほど詳しいってわけではないですけど」

　そう言ってふんわりと笑った後、少しだけ表情を引き締めた。

「今日は本当に少しだけですので、ここで大丈夫です」

　そして山辺さんがぴんと背筋を伸ばした。その瞳ひとみに真剣な色が浮かぶ。

　僕もつられて背筋を伸ばした。

「え、ええとですね、今日はじめて会った人にいきなりこんな事を言うなんて変な子だと思われてしまうかもしれませんけど……」

　ぎゅーっと両の手を胸の前で握りしめて、何度か意を決する様に深呼吸を繰り返した後、

「わ、私のパートナーになって貰えませんかっ！」

　そんなことを言ったのだった。







「こ、これ、私の創つくった歌の楽譜スコアです。み、見てもらえたら嬉しいですっ！」

　次の日の放課後。

　僕の机の上に、山辺さんがどっさりと楽譜を山積みにした。

　僕が視線を上げると、少しぎこちなく微笑ほほえむ。緊張しているみたいだった。っていうか、

「冗談じゃなかったんだ、昨日のあれ」

「じょ、冗談であんなこと言いませんよー。ものすごーく緊張したんですからっ！　冗談なんかであんな恥ずかしいこと出来ませんっ！」

「うん、それは昨日からの山辺さんを見てればなんとなくわかるけど」

　僕にパートナーになって欲しいと言った後、山辺さんは顔を真っ赤にしてそのまま教室から脱だつ兎との如ごとく逃げ出したのだ。

　僕の返事も聞かずに。

　そして今日は朝からずっと僕から逃げるようにしていた。すごく恥ずかしそうに。

「そ、それで、見てもらえますか？」

　緊張の面持ちのまま山やまの辺べさんが僕を見つめる。精一杯の勇気を出しているという感じだった。

「えーと、その前にいくつか質問しても良いかな？」

「は、はい、いくらでもどうぞ」

「もしかして何かの罰ゲーム？」

「罰ゲームって、どういう意味です？」

　昨日と同じ様にぽかんと首を傾かしげる。

「ほら、たまにあるじゃん。罰ゲームでクラスであまり人気の無い人に告白する的な」

「だ、だから違いますって！　そんなんじゃないです！　神かん凪なぎさん、思考が後ろ向き過ぎますよー」

「いやでも、パートナーになって欲しいってのは、来武ライブ演習での奏士トルヴエールをして欲しいってことだろ？」

「はいです」

　こくん、と山辺さんは頷うなずいた。表情は相変わらず真剣なままで。

　からかっているとか、馬ば鹿かにしているとか、そんな雰囲気はどこにもなかった。

　だからこそ、僕は首を捻ひねる。

「僕のお披露目の演奏、ちゃんと聴いてくれてたよね？」

「もちろんです。あれを聴いてお願いしようと思ったんですから」

「誰だれかと間違えてる──」

　ってことも無いよな。昨日演奏したのは僕ひとりなんだから。

「率直に訊きくけど、昨日の僕の演奏を聴いて点数を付けるとしたら何点くらい？」

「んーとですね……四点くらいです」

　少し考えてから、山辺さんは点数を出した。

「なるほど。決して良い点数とは言えないけど、十点中四点貰えてるんだったら可能性としては無しではないのか」

「あ、百点満点中です」

　山辺さんは笑顔のままさらっとそう付け加えた。

「って、百点満点で四点しか貰えてないのかよっ！」

　赤点どころのレベルじゃなかったよ！

「まず選んだ曲の難易度がものすごく低い上にいくつものミスがありましたし、奏法的にもローコードのコードバッキングのみで、しかもストロークも雑。コードチェンジもぎこちない。さらに演奏に集中しきれていないのが聴いててわかるくらいの気の抜けよう。大切なお披露目の演奏だっていうのに。だから、あの演奏に高い点数をつけることは出来ません」

「ぐぅ！」

　言っていることが正論すぎて何も言い返せない。点数をもらえただけで、十分に甘い採点なのかもしれない。

　だからこそ、尚なお更さら意味がわからなかった。

　昨日の僕の演奏をしっかり聴いて、きちんと正確な評価をして、その上で僕にパートナーになって欲しいと言う。それも本気で。

　どうやったって過程と結果が繫つながっていない。

「えっと、山やまの辺べさんの評価はすごく正当だと思う。だから──」

　そんな僕の言葉を遮るようにして山辺さんは続けた。

「けど、ほんの少しですけど、私の心にすごく響く音があったんです」

　真まっ直すぐに僕の顔を見つめながら。どこか熱っぽい瞳ひとみで。

「あんな風に心に響いてくる音を聴いたのは初めてでした。凄すごく感情が揺さぶられてすぐにでも歌いたい気持ちになりました。この音に合わせて歌えたらきっと楽しいだろうなって。だから、思い切ってお願いしたんです」

「僕の音が、心に響いた？」

　そう言われても何の実感もなかった。だって、ただ演奏しただけなのだから。

「はいです。本当にほんのちょっとだけですけど。神かん凪なぎさんの音を聴いて、ああ、これが相性ってものなのかなって思いました。だからお願いします！　私のパートナーになってください！」

　ペコリと頭を下げた。

「え、ええと……」

　なんていうか、これじゃあ立場が逆だよな。

　僕が頭を下げてお願いすることはあっても、歌姫研修生イミテーシヨンから頭を下げられることになるとは思いもしなかった。

　僕が歌姫カンタトリスの奏士トルヴエールになる。そう考えた瞬間、心臓のあたりがキリリと軋きしんだ。

　自然と呼吸が浅くなり、背中に冷たい汗が流れる。

　拒絶の言葉が脳裏に浮かんで、慌てて僕は頭を振ってそれを追い出した。

　ここでまた逃げ出すのは簡単だ。

　けど、いつまでも逃げ続けているわけにもいかない。

　それがわかっているから、学院長に声をかけられた時も、カンタトリス音楽院に来るまでの車の中でも、昨日のお披露目演奏の時も、なんとか踏ん張ったのだ。

　そして今、僕を奏士トルヴエールにしたいと言ってくれている歌姫研修生イミテーシヨンがいる。

　これは僕が変わるための、五年前のあの日から心に焼き付いている悪夢を振り払うためのチャンスなんだ。

　こみ上げてくる嘔おう吐と感をなんとか堪えて、僕は言葉を紡いだ。。

「知っての通り、僕の演奏はまだまだだし、たくさん山やまの辺べさんの足を引っ張っちゃうと思うけど、それでも良ければ僕の方こそよろしくお願いします」

　僕がそう言うと、花ひらくように山辺さんの表情が笑顔に変わる。

「はい、いくらでも足を引っ張ってください。私がビシバシ鍛えてあげますから」

　そして、嬉うれしそうに、少し得意げにそんなことを言った。

「出来ればお手柔らかに」

「ダメです。来武ライブの演習は来週の月曜日から始まるんですから、それまでに少なくとも一曲、ちゃんと魔法が発動できるようにしますよ。遊んでる暇はありません。今すぐ私の楽譜スコアに目を通してください。わからないところは解説しますから」

　そして隣の席から椅い子すを拝借して、僕の隣へ座った。

　ふんわりと漂ってくる花のような香り。山辺さんによく似合っている優しい香り。

「あー、そういえば、私からひとつだけ質問していいですか？」

　山辺さんが小さく首を傾かしげる。

「いいけど、なに？」

「神かん凪なぎさんはどうしてお披露目の時にあの曲を演奏したんですか？」

　それは純粋な疑問だった。それもそうだろう。あれは音楽学校で、しかも自分の実力を皆に見せるべき時に演奏するような曲では無いのだから。

「正直に言えば、あれくらいしかまともに弾ける曲がなかったんだよ」

　それ以外で僕の知っている曲は特殊すぎるから。それに、

「好きなんだ、あの曲。母さんと一緒に練習して、僕が初めて弾けるようになった曲だからね」

「なるほど、神凪さんにとって思い出の曲なんですね。実は私も好きなんです、あの曲。けど、あの曲くらいしかまともに弾けないとなると、これは思ったよりも前途多難ですね。これは本当にビシバシしごいていかないと。神凪さん、気合い入れていきますよ！　最初の演習まで休んでいる暇なんてありませんからねっ！」

　そう意気込んで言った瞬間、山辺さんのお腹なかがきゅ～と鳴いた。

「…………」

「…………」

　きりりとつり上がっていた眉まゆがふんにゃりと垂れ下がる。

　顔が羞しゆう恥ちで真っ赤になっていた。盛大に目が泳いでいた。なんか面白いのでじっと見つめてみる。無言のままで。

　それから数秒後、

「だ、だって仕方ないじゃないですかー。パートナー、神かん凪なぎさんに断られたらどうしようって今日は朝からずっと緊張しててご飯が喉のどを通らなかったんですからー！　なんでよりによってこんなタイミングで鳴るかな、私のお腹なか～～～～～」

　涙目で山やまの辺べさんが絶叫した。

　僕は久しぶりにちゃんと笑えたような気がした。







　それからは怒ど涛とうの毎日だった。

　日中は授業を受け、放課後は学校が閉まってしまうぎりぎりの時間までひたすら山辺さんと幻創曲の練習。

　アパートに戻ってからも復習を中心に明け方まで自己練習、とギター漬けの毎日。

　それだけやって、何とか弾くことは出来るというレベルまで到達できた。

　楽譜スコアを追って、正確な音を出す。ミスは極力少なくする。

　今はそれをするだけで精一杯なので、幻創曲に込められた世界観を表現出来るような演奏をするにはまだまだ修行が必要そうだけど。

　そんな僕の拙つたない演奏を聴いて冷ややかな視線を向けてくる人たちもいるし、『山辺さんは同じ日に本ほん人だから同情して声をかけてあげたんだ』なんて言葉が耳に入ってきたりもする。

　僕の現時点での能力を考えればそんな風に言われるのも十分に納得できるんだけど、

「本当に違いますからね」

　山辺さんは眉まゆ毛げを逆ハの字にしながらそう言った。

　場所はカンタトリス音楽院のトレーニングルーム。休日の土曜日だと言うのに朝早くから練習に付き合って貰もらっての休憩中の一コマだ。

「私は同情なんかでパートナーを選んだりはしません」

　どうやら僕に対する色んな風評が山辺さんの耳にも入っているらしくて、それが不満らしい。

「そんな理由でパートナーを選んだりしたら神凪さんに対して失礼ですよ！」

　唇を尖とがらせて怒っている。

「誰だれだって最初は上手に弾けません。そんなの当たり前じゃないですか。だからみんな一生懸命練習するんです。実際、神凪さんはこの数日間一生懸命練習してそれなりに弾けるようになりました」

「まあ、なんとか最後まで通せるようになった程度だけどね」

「それが凄すごいんです。ほんと、最初の練習の時は頭抱えましたもん。ここまで何も知らないんだって」

「ちゃんと習ったことは一度も無かったからね。一応教えてくれてた母さんなんて『技術とか譜面通りにとか、そんなのはどうでもいいんだよ。肝心なのはあんたの演奏で歌い手を歌わせること。伴奏するんじゃなくて、あんたが歌わすんだ。それをするにはどうすればいいかって？　んなもん歌い手の気持ちを、感情をちゃんと深いところまで理解して、意識して、あとは魂込めて弾きゃあいいのよ！』みたいな精神論ばっかり言ってたし」

「あ、あはは、それもある意味間違いでは無いんですけど。どんなに譜面に忠実でも気持ちの篭こもってない演奏には何も惹ひかれませんからね。とは言え、技術が高いほうが良いのは間違いありませんから、これからもビシビシ鍛えていきます──って話が逸それました。つまり、そんなド素人状態だった神かん凪なぎさんがたった数日練習しただけで私の幻創曲を通して弾けるようになったんです。それは音楽的才能があるってことを意味してますし、何よりも神凪さんが一生懸命練習してくれたからです。多分、家に帰ってからも一人ひとりでいっぱい練習してくれていたはずです。そういう進歩の早さとか真剣に練習に取り組む姿勢とかをまったく見ないで、今の時点の評価だけを見て同情で～とか言うのは失礼だと思います」

　ぎゅっと拳こぶしを握りしめて、頰ほおも紅潮させて、山やまの辺べさんはそう怒ってくれた。それが、なんか無性に嬉うれしかった。自然と頰が緩んでしまった。

「んもう、神凪さんに対する謂いわれない中傷に腹を立ててるのに、どうして肝心の神凪さんがにやにやしてるんですかー！」

「いや、山辺さんがすごく良い人だなって思ってさ」

　僕の言葉を聞いて、山辺さんがきょとんとした顔をする。そして、すぐにその顔が真っ赤に染まっていった。

「ええ～～～、い、い、いきなり何を言うですかー!?　わ、私の話じゃなくて神凪さんの話をしているのにっ」

「だって僕のために本気で怒ってくれてるから。ありがとうね」

「べ、別にお礼を言われるようなことじゃないですよ。本当に神凪さんはセンスあると思ってますし、すごく真剣に練習頑張ってくれてますし……それに、やっぱり神凪さんにしか出せない音があるんです。その音はホントに素敵なんですから。みんな後から気づいて絶対に後悔すると思いますよ！」

「んじゃ、出来るだけ早くみんなを後悔させられるようにますます頑張らないとな」

「はいです！　まずは明後日の来武ライブ演習で目にもの見せてあげましょう。それで、自分も神凪さんにパートナーをお願いすれば良かったって皆に思わせちゃいましょう」

「いきなりそこまでは難しいと思うけど、頑張ってみるよ」

　皆に思わせるとかはどうでも良いけど、ここまで言ってくれる山辺さんの期待には極力応こたえたいと思った。

「でも実際に神かん凪なぎさんが私なんかよりも優秀な人からスカウトされる状態になってしまうと、私としてはちょっと複雑な気分になったりもするのですが」

　そして「たはは」とちょっと困ったような笑みを浮かべる。

「ま、そんな事には簡単にはならないよ。それに、もし僕がそんなレベルまで上達できたとしたら、それは山やまの辺べさんのお陰なわけで。だから簡単に山辺さんを裏切るようなことはしないって」

「そ、それはずっと私のパートナーでいてくれるってことですか？　私よりもすごい歌姫カンタトリスさんからスカウトされても私のパートナーでいてくれるってことですか？」

　ぐぐぐっと山辺さんが前のめりになる。

「まあ、そんな状況になる想像は出来ないけどね。まずその前に、山辺さんに見捨てられないように頑張るよ」

「はい！　一緒に頑張りましょう！　そ、それでですね、ひ、ひとつ提案と言いますか、お願いと言いますか、がありましてですね」

「お願い？」

「はい。その、パートナーというのはやっぱりそれなりに近しい関係だと思うのですよ。ら、来武ライブ前には調律とかしちゃうわけですし」

「うん、そうだね」

「そ、そこでですね、距離感を縮めるにはまず形から入るのも有りではないかと、わ、私は思うのですよ」

　急にブリキのおもちゃみたいにカチコチになりながら山辺さんがそんな事を言ってくる。

「形から入るって言うと？」

「ええとですね、その、つまり……よ、呼び方をですね、変えてみませんか？　苗みよう字じで呼び合うのも少し他人行儀な感じがしますし」

「ああ、なるほど。僕は別に構わないけど」

「あ、ありがとうございます！」

　その瞬間、山辺さんの表情がぱぁっと華やいだ。素直な感情表現が見ていて微笑ほほえましかった。

「じゃ、じゃあ、私は神凪さんのことをた、た、タケルさん……って呼びますね？」

　上目遣いで、頰ほおを赤くしながら呼ばれると、ちょっとドキドキしてしまう。

「なら僕は花か穂ほさんって呼べば良いかな？」

「あー、で、出来ればその、私のことは呼び捨てにしてもらえると嬉うれしいな、なんて思ったり。い、いきなり距離感近すぎますかねっ？」

「いや、僕は別にいいけど」

「ならお願いしますっ！」

　ぐいっと顔を僕に近づけてくる。

「って、今度は物理的に距離感近いからっ！」

「あっ、す、すみませんですっ！」

　慌てて離れた山やまの辺べさん──じゃなくて花か穂ほの顔は熟れたトマトの様に真っ赤だった。

「で、ではさっそくですが、お、お互いに名前を呼びあってみましょう」

　そういう声も裏返っていて、ここまで緊張されると妙にこっちまで変な意識をしてしまう。

「え、ええと、た、た、た、たけ、たけ、たけ……たけのこ派ですか？　それともきのこ派ですか？」

「昔は断然たけのこ派だったけど、最近はきのこも悪くないなって思ってきた。って、何の話だよっ!?」

「あ、あはは。な、なんか改めて名前で呼ぼうとしたら妙に恥ずかしくなってしまいまして」

　花穂が照れくさそうに頭を搔かきながらそう言う。

「んじゃ、苗みよう字じに戻し──」

「それはダメですっ！」

　僕が言い終わる前に花穂が声を重ねた。

「と、とても大切なことですのでっ！　名前で呼び合うのはパートナーとしてとても大切なことですのでっ！　も、もう一度だけチャンスを～」

　何な故ぜか泣きそうな顔だった。

「いや、好きなだけチャレンジしていいけど」

「ではっ！　え、えと……」

　そこで花穂は意を決する様に大きく深呼吸をしてから、

「た、タケルさん……」

　ぽつりと呟つぶやくように僕の名前を呼んで、それからモジモジした。そしてじっと僕を見つめてくる。

　な、なんだろう。なんか、妙に甘ったるい雰囲気とプレッシャーがそこにあった。

「じゃあ、僕も──」

　こほんと咳せき払ばらいをしてから、

「か、花穂……」

　名前を呼んだ瞬間、花穂の頰ほおがふんにゃりと緩んだ。どこか視線も虚うつろなような。そのまま五秒ほどの時間が流れて、

「はっ！　あまりの衝撃でちょっと別の世界に旅立っていましたっ！　や、やっぱり良いもんですね、名前で呼び合うのって。距離感が一気に縮まった気がしますっ」

「そ、そうかな？」

「はいです。お陰で新しい幻創曲のイメージも湧いてきました。その、た、タケルさんが演奏することを最初から意識した新しい曲のイメージが、こう、ものすごい勢いで」

「おお、それはなんか嬉うれしいな。来武ライブでその曲を一緒に演奏出来たら良いね」

「はい！　が、頑張って作曲しますっ！　まずは『ゆらゆらメモリーズ』をちゃんと発動させられるようになるのが先決ですけど」

「うん、そうだね。これからもよろしくな、花か穂ほ」

「こ、こちらこそよろしくお願いします。タケルさんっ！」

　そして僕と花穂は少し照れながらも、しっかりと握手を交わしたのだった。







　それからも僕と花穂とのコンビは波乱続きだった。

　って言うより、僕が足を引っ張り続けたのだけど。

　月曜日に行われた初めての来武演習では僕は一音も鳴らすこと無く開始十秒で敗北するという学院史上最短敗北記録を樹立してしまったし、入学からの連敗記録も保持しているという酷ひどい有様だ。















　けどその間、花か穂ほは一度たりとも僕のことを非難しなかったし、否定もしなかった。

　むしろ悩んだり落ち込んだりした僕のことを励まし続けてくれた。

　タケルさんには才能がありますからと、私はタケルさんの演奏で歌いたいんですと、ずっとそう言い続けてくれた。

　花穂がそう言い続けてくれたからこそ、僕は奏士トルヴエールでい続けることが出来たんだ。

　頑張ろうって、誰だれに何を言われても花穂が僕を信じてくれている限りはその想おもいに応こたえられるように頑張ろうって、そう思えた。

　そして、僕の音が好きだと言い続けてくれた、僕の音で歌いたいと言い続けてくれた花穂にそれは間違いじゃなかったって、花穂は見る目があったなって胸を張って言える結果を僕は残したいんだ。

　それが、僕が花穂に出来る唯一の恩返しだから。





　　◇◇◇






「あはは、その、ありがとうございます。タケルさんにそこまで言ってもらえて私は幸せです」

　花穂は僕の言葉を受けてほんわかと笑った。

「でも、私はその言葉だけで十分ですよ」

　そして、その笑顔のまま首を横にふる。

「あくまで推測でしかないですが、わざわざタケルさんが私にそういう話をしたってことは、今日、別の歌姫カンタトリスの奏士になって欲しいって言われたんですよね？」

　真まっ直すぐな視線が僕に向けられる。

　まったく。こういう時は妙に勘が鋭いんだからな。

　総理たちと話をして、僕が悩んでいたこと。保留にしていた部分。それはまさにそのことだ。

　ＩＣＣのルールとして、ひとつの大会において奏士はひとりの歌姫としかパートナー登録を出来ない。

　つまり、奏士は所属している国の歌姫の中からひとりだけパートナーを選ぶ必要があるのだ。

　そして、僕は残りの大会を明あ日す香かと組んでエントリーして欲しいと要請された。

　明日香は日に本ほんの宝石歌姫ビジユカンタトリスでエースだ。そして状況的に残りの大会では絶対に負けられない立ち位置にいる。

　確実に特権を獲得していくには明あ日す香かのパートナーとして大会に出るのがきっと正解で、日に本ほんとしてそういう要望があるのも理解できる。

　理解できるんだけど、やっぱり心に引っかかるものが残ってしまうんだよなあ。

「まったく、タケルさんは律儀すぎますよ。私はあくまで学生時代のパートナーでしかないのに」

「うん、でも、せめて一度だけでも、僕と花か穂ほのコンビとして、来武ライブでの勝利という結果を残しておきたいって言うか」

　セプテンバーエリミネーションの時に一応、僕達は勝利という結果を残すことが出来た。

　けど、あれは確実に明日香のおかげだ。

　試合に出場できたことも、そして勝利できたことも明日香の力が無ければ絶対に成し得なかった。

　だから、ふたりでの、僕と花穂のコンビでの勝利という結果が欲しかったのだ。花穂以外と正式なパートナー契約をする前のケジメとして。

「そう言われてしまいますと私もそうですけど、でも今はそんな贅ぜい沢たくを言ってる場合じゃないですし。今の私じゃやっぱり力不足ですよ。タケルさんのパートナーとして、日本代表として舞台に上がるのは。だから、タケルさんは何も気にせずに新しい──って多分明日香さんですよね？　明日香さんと一緒にステージに立ってください。そしてひとつでも多くの特権を勝ち取ってください。それが私の望みでもあります」

　穏やかな笑みを浮かべたまま花穂はそう言葉にした。けど、微かにその唇が震えているように見えた。

　それは花穂の悔しさか──それとも、花穂にそんなことを言わせてしまっている僕の悔しさが、そのように見せているか。

　僕はぎゅっと拳こぶしを握りしめたまま、花穂の言葉を聞いていた。





　　◇◇◇






「わたしと兄さんのパートナー登録の件、断っておいたね」

　マンションに帰るなり、すでに帰宅していた明日香に軽い感じでそう言われた。って、

「え、ええ───！」

「だって兄さん、そこの部分で引っかかってたんでしょ？」

　僕の大げさなリアクションを見て、明日香がどうしたの？　という表情で首を傾かしげる。

「それは、そうだけど」

　こうもあっさり断っておいたとか言われると、さっきまでの僕の悩みとか悲壮な決意とかが茶番に思えてちょっとヘコむ。

「ま、妙に律儀な兄さんのことだから、花か穂ほとのコンビで勝利するまでは他の歌姫カンタトリスとパートナーになるのは違う気がする、とか思ってるんでしょ？」

「そ、そのとおりだけど、よくわかったな」

「そりゃあ、大好きな兄さんのことだもん。兄さんの考えそうなことはわかるに決まってるでしょ？」

　そしてツカツカと僕に近づいてくる。

「ん？　この匂におい。へなぽ娘の匂いがする」

　つーっと明あ日す香かの目が細められた。

「って、それもよくわかったな！」

　相変わらず犬なみの嗅きゆう覚かくだ。

「官邸を出たところでたまたま花穂に会って、少しお茶してきたんだよ」

「ふ～ん、たまたま、ねえ？　少し、ねえ？」

「ほ、本当にたまたまだったんだぞ！　たまたま会って、本当にただお茶して、近況とか話し合っただけだよ」

　って、僕はなんで妹相手にこんな必死に弁明をしているのだろう？

「で、会話の流れで『僕のパートナーは花穂だと思う』とか言った挙句、へなぽ娘から『タケルさんは気にし過ぎです、新しいパートナーを選んでください』とか言われちゃったわけだ」

「ほ、本当に鋭いなっ！」

　エスパーかお前は！

「兄さんとへなぽ娘の性格を考えれば簡単に想像できちゃうわよそんなこと。まったく、ホントふたり共お人好しって言うかなんて言うか。もうちょっとへなぽ娘も嫌な子だったらこっちも徹底的にやれるのに」

　そして明日香はため息をついて肩をすくめた。

「だ・か・ら、今回だけ特別に塩を送ってあげたってわけ。総理には兄さんとへなぽ娘をパートナーで登録するように言っておいたわ」

　明日香のその言葉は素直に嬉うれしい。けど、

「それって大丈夫なのか？　僕が言うのもなんだけど、そこに私情を挟むのは──」

「兄さん、その言葉、わたしのことを馬ば鹿かにしてる」

　明日香が不満そうに唇を尖とがらせる。

「わたしは元々ソリストで、奏士トルヴエールなしでもちゃんと宝石歌姫ビジユカンタトリスとしてトップクラスの活躍をしてたの。そりゃあ兄さんと一緒の方が嬉うれしいし、兄さんが演奏してくれたらひとりの時以上の力が出せるのは確実だけど、ひとりで戦ったとしても誰だれにも負けない自信は当然あるの」

「それは、確かにそうかもしれないけど」

　明あ日す香かが自ら僕と花か穂ほのパートナーを認めるというのがちょっと意外だった。

「そしてふたつめ。わたしは別に私情だけで兄さんとへなぽ娘をパートナー登録しろって言ったわけじゃないわ。どっちかって言うと、戦略的にそっちの方が勝率が高くなるからそう提案したの」

「って言うと？」

　戦略的にの意味がよくわからなかった。

「まず登録期限的に新しく所属になった兄さんとへなぽ娘は今週末の大会『ビッグベントーナメント』にはエントリー出来ないわ。『セプテンバーエリミネーション』の時みたいに特権をいくつか使えば登録できるでしょうけど、今回はそんなことに使える特権はない。ってことは、必然的にふたりの登録は来月の『フィフスジャッジメント』になるわけ」

「ああ、そっか」

「で、フィフスジャッジメントのルールは歌姫カンタトリス三人がひとつのチームを組んでの勝ち抜きトーナメント戦でしょ？　だから、わたしひとりだけがずば抜けて強くても意味が無いってわけよ。チーム全体の力を底上げしていかないと。であれば、兄さんはわたし以外の歌姫をパワーアップさせてくれた方が良いってわけ」

「な、なるほど」

　確かに言われてみればその通りだ。

　明日香は奏士を付けなくても十分にエースとして計算できる。であれば、僕は明日香以外のパートナーになった方が日に本ほんとして特権を取りやすくなるはずだ。

「でも、だったらなんで花穂なんだ？　それで言ったら花穂じゃなくて、ナンバー２の瑞みず穂ほさんかナンバー３の千ち早はやさんの方が」

　能力的にも経験的にも花穂を上回っているはずだ。

　けど、明日香は僕のそんな言葉をため息で一いつ蹴しゆうした。

「まったく、兄さんはへなぽ娘への評価が低すぎ。瑞穂も千早も歌姫としての才能はそれなりにあるけど、潜在能力としてはへなぽ娘の方が圧倒的に勝ってるわ」

　茶化すわけでもなくまっすぐに、心の底からそれは事実だと伝える視線がそこにあった。

「それに、これは正直言いたくないんだけど、っていうか一番良いのは確実にわたしなんだけど──」

　明日香はそこで一いつ旦たん区切って強調した上で、

「へなぽ娘と兄さんの相性は悪くないから。瑞穂や千早に関しては今の奏士トルヴエールから兄さんに変更することで効果を上乗せ出来るかどうかはわからない。奏士としての才能は兄さんの方が上だとわたしは思っているけど、相性や経験の問題があるし。けど、へなぽ娘と兄さんが組んだ時の相性の良さはもう疑いようがない。だから、ふたりが組んで、もっと努力を続ければ確実に日に本ほんのナンバー２になれるとわたしは思っている」

　そう言い切った。

　まさか、明あ日す香かが花か穂ほ（と僕）のことをそこまで評価しているとは思っていなかったので、正直びっくりした。

「とは言っても、今の時点ではあくまで潜在能力的にはって話だけどね。へなぽ娘は才能はあるけど、色んな意味で偏ってるのよ。能力的にも、属性的にも、創つくる曲的にも。だから──」

　そこまで言って、明日香は少し迷うような表情をした後、僕の身体をぎゅっと抱きしめた。

　柔らかな感触と温かな体温が伝わってくる。

「明日香？」

　僕が呼びかけると、明日香はさらに力強く僕の身体をぎゅっと抱きしめて、

「今回だけだからね。今回だけ、特別にへなぽ娘と二人っきりで特訓することを許可します。明日からの一ヶ月間、ふたりで特訓して必ずパワーアップして帰ってくること。あと、攻撃に特化した幻創曲を創ってくること。わかった？」

　僕の胸の中でそう呟つぶやいたのだった。





　　◇◇◇






「そう言えばさ、兄さんはどう思った？　あの東雲しののめ暁あかつきって人のこと」

　明日香の言葉に、今日の午後、突然紹介された学院長の兄を名乗る人のことを脳裏に浮かべる。一見するとだらしない風ふう貌ぼう。

　けど、そこから発せられる空気は間違いなく一筋縄ではいかないものを感じさせた。

　言葉のひとつひとつも茶化しつつも核心は外さず、いつの間にか会話をコントロールされている。

　そういう部分も含めて、学院長と似ているとは思えた。

「僕は本物の学院長のお兄さんだと思うよ。そして優秀な人だとも思う」

「ええ、そうね。総理よりも優秀なのは間違いないでしょうし」

　総理の話だと、今後の歌姫カンタトリスに関かかわる対策の総責任者として暁さんを立てたらしい。

　つまり明日香も僕も暁さんの指揮下に入るってわけだ。

「ちょっといけ好かない部分もあるけどね。色々と裏がありそうで、こっちには絶対に本音を見せそうにない感じ」

「まあ、元は情報員なんだし、それは仕方がないんじゃないか。簡単に底が知れるような人よりもよっぽど頼りにはなりそうだよ」

「その点に関しては同意だけど。ま、何を言ったところで最終的にわたしたちはあの人の指示に従わざるをえないんだけど。でね、兄さん」

　さっきまでよりも近い距離で明あ日す香かの声が聞こえる。と同時に、ちゃぷんという水音も僕の耳に届いた。

「ちゃんとわたしの方を向いて喋しやべって」

　咎とがめるような口調で明日香が言った。って、

「無理！　それは絶対に無理だからっ！」

「お話をする時はちゃんと相手の顔を見て話す。それ、小学生でも知ってる常識だよ？」

「それは相手が服を着ている時の話だ！」

　今、僕と明日香は一緒にお風ふ呂ろに入っている。

　昼間の協議の結果、週に一回一緒にお風呂に入ることになったのだけど、さっそくその一回目がやってきたのだ。

　明日香の裸を見たことは今まで何回もある。

　前のアパートの時だってお風呂あがりにわざと見せつけてきたり、あえて僕の目の前で着替えてみたり。

　そして過激なスキンシップによってその形も感触もよく知ってる。

　とは言え、免疫なんて出来るはずがなかった！　それに、まじまじと見つめたことなんて無いし。

　見たといっても今まではすぐに目をそらしてきたから基本的にはチラッとだ。

　それを、この妹はまじまじと見ろとおっしゃりやがる！

「もう、久しぶりの兄妹きようだい一緒のお風呂なんだから、そんな邪険にしないでよ」

「邪険にしてるわけじゃないし」

「じゃあ、なんで向き合ってお話してくれないの？」

　甘え度三十パーセント、小悪魔度七十パーセントの声音で訊きいてくる。

　なんでってわかってる癖に！　わかってる上で僕に言わせようとしているんだ。そして、僕は言わざるをえない状況に追い込まれるわけだ。

「だ、だから向きあうと色々と困るんだよ」

「困るってなにが？　どうして向き合ってお話するだけなのに、兄さんは困っちゃうのかな？」

「だから、それは、明日香が、裸だから」

「裸だから？」

「い、色々と意識しちゃうだろ、さすがに。明あ日す香かは年とし頃ごろの女の子なんだから」

「ふ～ん、兄さんは妹の裸を見て意識しちゃうんだ？　兄妹きようだいなのに、異性として意識しちゃうんだ？」

　まったく、そんな今更なことをわざわざ言ってくるんだから。

　意識しないわけがないだろうに。

「なんで意識しちゃうの？」

「なんでって」

「わたしのこと、可愛かわいい女の子だと思ってる？」

「そ、そんなの、今更言わなくてもわかるだろ？」

「うん、わかるよ。この前も『明日香は可愛いだろうがっ！』ってブチギレてたし。でも、それとこれは別でーす。今の兄さんの気持ちをちゃんと言葉にして欲しいのです。兄さんはわたしのことを可愛い女の子だと思ってますか？　３、２、１、はい、どうぞ」

　これは一体、なんの羞しゆう恥ちプレイなんだろうか。でも、答えるまで絶対に明日香は僕のことを解放してくれないのだ。

　ああ、もう、仕方ない！

「可愛いと思ってるよ。前にも何回か言ったと思うけど、僕は明日香のことを可愛い女の子だと思っている」

「えへへ。じゃあ、次の質問です。兄さんはそんな可愛い女の子だと思っている明日香さんの裸を見たいと思ってますか？」

「お、お前なあ！」

「おっきな声を出してもダメでーす。ちゃんと質問に答えてください。兄さんはわたしの裸を見たいと思ってる？」

　お湯の中で僕の膝ひざのあたりを人差し指でちょいちょいと弄いじりながら、着実に僕を追い詰めていく。

　まるで蜘く蛛もの巣に捕らえられた獲物だな、今の僕は。

「見たくない……って言ったら、ウソになると思う」

「う～ん、いまいちスッキリしない答えだなあ。けど、まあ、兄さんの立場も考えてその答えで納得しておきましょう。それじゃあ、三つ目の質問。兄さんはわたしの身体を見たら、興奮してくれる？」

　そう問いかけながら明日香はお湯の中でまた少しだけ僕との距離を縮めた。

　逸そらした視界の隅に明日香の肌色が見えていた。

　わざわざ答えるまでもない。僕の顔はすでに誰だれが見てもわかるくらいに赤くなっているだろう。

　そんな僕の横顔を見ながら、明あ日す香かは嬉うれしそうに「くすっ」と笑みをこぼした。

「わたしも一緒だよ。兄さんの裸を見てると心臓がドキドキしちゃうし、顔が赤くなっちゃうし、気持ちが高まってきちゃう。今更言わなくても知ってると思うけど。でね、そういう気持ちはやっぱり共有していきたいと思うわけですよ、わたしとしては。兄さんにもね、わたしの裸を見て心臓をドキドキさせて欲しいし、顔を赤くして欲しいし、気持ちが高まって欲しいの。だから、わたしから視線を逸そらすことは許しません」

　しっとりした明日香の両の手の平が僕の頰ほおに当てられ、顔を挟み込んだ。そして、

「ご対面～♪」

　明るく楽しそうな声と共に、ぐぐぐっと力づくで僕の顔が明日香の方へと向けられる。

　最初に飛び込んできたのは明日香の満面の笑顔だ。

　お湯に浸つかり朱色に火照った頰。髪をアップにしているのでいつもよりも大人おとなっぽく見える。

　そして首筋に妙な色っぽさを感じさせる鎖骨。そこから女性らしい柔らかな膨らみが始まり、その膨らみの頂上に位置する桜色の蕾つぼみ。

　ドクン、とさっきまで以上に激しく心臓が跳ねた。

　ごくり、と生なま唾つばを飲み込む。

　視界がクラクラした。一気にのぼせてしまいそうなくらいに全身をめぐる血流が早くなる。

「って、あはは……。な、なんか、改めてこう、じっくりと裸で向きあうと、思ってた以上に恥ずかしいものだね……」

　それがトドメだった。

　恥ずかしそうな声音に誘われて視線をあげると、さっきまでの満面の笑みではなく、恥じらいを含んだはにかみの笑み。

　作られた表情じゃなくて、素の明日香の女の子としての表情。

　身体をもじもじさせながら潤んだ目で、上目遣いで僕のことを見つめていた。

「じ、自分からやっておいて照れるなよ！」

「し、仕方ないじゃない。な、なんか恥ずかしくなってきちゃったんだもん」

　そんな可愛かわいらしく、もん、とか言うし！

「か、考えてみたら、明るい所でこうして改めて裸で向き合うのって初めてだし。今までは勢い任せっていうか、いたずらとか冗談みたいな雰囲気でやってきたから平気だったけど……」

「じゃ、じゃあ、やっぱり僕は別の方向を──」

「だ、だめ！　わたしから目をそらしちゃだめ！　わたしのこと、ちゃんと見てくれないとダメッ！」

　そしてふたりして向き合いながら硬直する。

　ど、どうすればいいんだ、この状況!?

　見れば見るほど血の巡りは早くなり、身体も頭ものぼせ上がっていく。けど、視線を逸そらすことはもう出来なかった。

　多分、明あ日す香かが止めなくても僕は視線を逸らすことが出来なかっただろう。

　ただ明日香の潤んだ瞳ひとみと、照れた頰ほおと、色づいた首筋と、膨らんだ双丘と、そのすべてに視界を奪われ、思考を奪われ、見み惚とれ、見惚れられ。

　それから十分後。

「ふにゃあ～」という猫のような声と共に明日香がお湯の中に沈んでいくまで、僕達はお互いの姿を見つめ合っていたのだった。





　　◇◇◇






（Mary's view）




「正直、シルヴィにはがっかり」

　タケルがお風ふ呂ろで色んな意味で硬直していた時から八時間ほど前。日に本ほんから一万キロほど離れたフランスの地でもお風呂に浸つかる姉妹がいた。

「がっかりって何がですか？」

「タケルくんのこと」

「ど、どうしてタケルのことでお姉ちゃんが私にがっかりするんですか？」

「私たち姉妹にとってタケルくんの力がどれだけ必要なのかをわかっていながら、タケルくんをみすみす日本に連れて行かれちゃうなんて」

「だ、だってタケルは日本国籍なんですから、あの状況で日本に戻るのは当たり前のことです」

「だから、シルヴィにはがっかり」

　そう言ってメアリーはため息をついた。

「この期に及んでまだそんな甘っちょろいことを言ってるようじゃ、タケルくんはもう二度とシルヴィとコンビを組むことはない」

　メアリーの言葉にシルヴィの顔色が一気に白くなって、すぐさま紅潮した。

「そ、そ、そ、そんなことないですっ！　お、お姉ちゃんは知らないかもしれませんけど、私とタケルは順調に大人おとなの階段を登っていますから」

　えへんっ！　とない胸を張るシルヴィ。顔には結構な自信が溢あふれていた。

　けど、人生のほとんどをぼっち生活で過ごしてきたシルヴィだ。本人が思っているほど階段を登れているとも思えない。

「たとえばどんな感じで？」

　メアリーが訊きくと、

「まず、出会いがとてもドラマチックでした！　少女漫画で言えば間違い無くヒロイン的な出会い方だったと言えるでしょう」

　シルヴィはドヤ顔でそう答えた。

「具体的には？」

「体育の授業を不ふ真面目まじめな態度で受けているタケルを私が注意しました。出会いの時点では少しマイナスなイメージがあった方が強いインパクトを残す。これは古くから続くラブコメの定石ですので間違いありません。タケルの脳裏には私の強い印象が根付いたと言っても過言ではないでしょう。さらにタケルは私を見てこう言いました。きっと小学生──しょ、しょう……奨学金を貰もらってそうなくらいに真面目で優秀な生徒ですね尊敬します、と。この時点でタケルはすでに私の魅力の前にデレデレだったのです」

「シルヴィ、記憶の捏ねつ造ぞうは良くないと思う。今確実に小学生って言われてた」

「ね、捏造なんてしてません言われてません事実を詳細に述べてるだけです！」

　メアリーの指摘をぶるんぶるんと顔を左右にふって必死に否定するシルヴィ。

　これはきっとシルヴィにとっても触れられたくない辛つらいトラウマなんだろう。そう察したメアリーは優しい目でシルヴィを見つめてから、次の話題に移ってあげた。

「シルヴィとタケルくんの出会いはわかった。じゃあ、次のステップは？」

「ラブコメにおける関係性発展の定番イベントといえばトラブルによるラッキースケベです。この点も私とタケルは軽くクリアしています」

　得意顔のシルヴィにメアリーは頭痛がしてきた。思わず頭痛が痛いと言ってしまいそうなくらいに。

　なんとなくそんな予感がしていなかったわけじゃないけど、シルヴィの判断基準のすべてが漫画かアニメになっている。

　現実は創作のように上う手まくはいかないのに、と思いつつもこんな滅多に見れない妹の得意顔を壊すのはしのびなく、とりあえず最後まで話をさせてみることにした。

「タケルは図書室で私のことを押し倒しました。さらに偶然にタケルの手が私の胸に触れるというお約束中のお約束つきで。これはもう確実にふたりの仲が進展していることを示しています。さらにタケルは私の胸を触って驚きながらこう言いました。こ、これが……胸？　──じゃなくて、な、なんて素晴らしい感触の胸なんだ、と」

「シルヴィ、その捏造には無理がありすぎる」

「む、無理なんてありません！　あ、違いました。捏造なんてしてません！」

「でもシルヴィ涙目になってるし」

「なってません！　ゆ、湯気、湯気のせいでそう見えるだけですっ！」

　目をバッテンにして両手を振り上げるシルヴィ。その姿は必死すぎて、思わずメアリーまで涙が出そうになった。

　この件はさっきの出会いのシーン以上にシルヴィにとって傷の深いトラウマなんだろう。そう悟ったメアリーは優しく頭を撫なでて、続きを促した。

「そのあとは？」

「色んな事がありました。タケルが私の事が気になりすぎて私の幻創曲の楽譜スコアを暗記していたり、私の素晴らしい胸の感触が忘れられなくて賭かけで勝利した報酬にもう一度胸を触らせろと要求してきたり、メアドを訊きいてきて夜遅くまでメールのやり取りをしたり、で、デートをして一緒にプリクラを撮ったり、ふ、ふひひ……」

　その時のことを思い出しているのか、口を半開きにしてだらしなく笑うシルヴィ。姉の私から見ても、正直ちょっと引く緩みきった顔だ。

　けど、怒ったり、慌てたり、照れたり、誤魔化したり、そして笑ったり。

　こんなにも自分の妹は感情表現が豊かだったのかと改めて思う。

　それに最近まで気づけなかったこと。

　そして、その原因を自分が作ってしまったこと。

　その事実にメアリーは胸を痛め、そして、その感情を取り戻してくれたタケルにメアリーは心から感謝していた。

　好ましくも思っている。

　だから、現在のパートナーとのコンビを解消してでもタケルを奏士トルヴエールとして迎えたいと思ったし、出来れば妹のことを支え続けて欲しいと願っている。

　のだけれども……。

（肝心のシルヴィがこの様子ではそれも難しそう……）

　タケルは今や歌姫カンタトリス界において圧倒的な注目を集めている上に、一番身近にいて着々と攻略を進めているのがあの姫ひめ咲さき明あ日す香かなのだ。

　一緒にプリクラを撮ったくらいで浮かれているシルヴィに勝ち目はない。であれば、もっと焚たきつけるしかない。

「シルヴィの話はよくわかった。率直な感想を言わせてもらうと、シルヴィはタケルくん獲得レースで間違いなく最後方にいる」

「えっ!?」

　さっきまでの緩みきっていた顔が一瞬で硬直する。

「そ、そんなことないです。すでに一緒にプリクラを撮ったんですよ。これはもう、婚約をしたようなものです！」

「そんな風に思うのはシルヴィとどこかの女だけの島の蛇っぽい名前の姫様だけ。今時プリクラなんてただの友達でも撮るのが普通」

「ええっ!?」

「私の仕入れた情報によると姫ひめ咲さき明あ日す香かはプリクラどころじゃない。毎日タケルくんと同じ布団で一緒に寝ているらしい」

「えええっ！」

「さらに毎日おっぱいをタケルくんに触らせているとの情報もある。最近、色仕掛けはますます激しくなるばかり」

「えええええっ！！！！！」

「だからシルヴィも負けじとタケルくんに胸を触らせて篭ろう絡らくごめんなさい」

「どうしてあやまるんですかー！」

「だって無い袖そでは振れない」

「無い袖ってなんですか！　あります！　しっかりとあります！」

「下手をしたら逆効果になるし」

「お姉ちゃんは死ぬといいのです！」

　シルヴィがぷっくりと頰ほおを膨らませて、バシャッ！　とお湯をかけてくる。

（いけないいけない。シルヴィはリアクションが面白すぎるから、ついついからかいたくなっちゃう。ここは我慢しないと）

　メアリーはひとつ深呼吸をして気持ちを落ち着けた。

「そ、それに私の胸だってちゃんと育ってます。毎日のバストアップ体操のおかげで今日なんて昨日よりも０・１ミリサイズがアップしてるんですよ！」

「それ、誤差の範囲内」

「誤差じゃないです成長です！　着実なるエクササイズの結果です！　この調子でいけば五十五年後には二メートルですっ！　たゆんたゆんのばいんばいんです！」

　ぺたんぺたんのつるんつるんを反らしながらドヤ顔をしている妹の姿を見ながら、

（はぁ。こうなったらやっぱり私が頑張るしかないかも……）

　メアリーは小さくため息をついたのだった。





　　◇◇◇






「わあ、やっぱり懐かしいですね～」

　翌日の午後。















　建物に入るなり、花か穂ほが感動したような声をあげた。

　三十平方メートルほどの広さを誇り、キッチンやトイレ、お風ふ呂ろに冷蔵庫や洗濯機などの電化製品までもが一揃そろえになっている高性能コテージ。

　そう、僕と花穂は六月にも特訓で訪れた日に本ほんアルプスの山中にあるコテージに再びやってきたのだ。

「花穂との特訓って言ったら、やっぱりここが最初に浮かんできたからな」

「まだ四ヶ月ほどしか経たっていないのに、すごく昔のことのような気がしますね」

　花穂の言うとおり、時間的に考えたらまだつい最近の出来事と言えるあの特訓も、なんだか遠い過去の出来事のように思えた。

　それだけ、この数ヶ月の間に色んな事があって、僕達を取り巻く状況が変わりすぎてしまったってことだ。

「それにしても明あ日す香かさん、私とタケルさんだけでの特訓なんてよく許可してくれましたねー」

　これから一ヶ月もの間、僕は花穂とふたりっきりで泊まり込みで特訓を行う。

　普段であれば極度のブラコンである明日香がそんなことを許可するなんて、絶対にあり得ないはずだ。

　けど、さすがに今回は状況が状況だからな。

　明あ日す香かが自分から言い出したことだし。まあ、それでも今朝、僕を送り出す直前までやっぱり別の手段を考えようかなとか、一緒についていくべきかな、とかブツブツ言っていたけど。

『わたしは兄さんのことを心から信頼してますから。だから、わたしの信頼を裏切るような真ま似ねだけは絶対にしないでくださいね？　もし裏切ったらチョッキンしちゃいますからね？』というものすごく迫力のある笑顔と共に掛けられた言葉だけは忘れないように肝に銘じておこう。

「まあ、明日香もそれだけ花か穂ほに期待してるってことだよ」

「明日香さんが私に期待、ですか」

　まだ自信のなさそうな花穂に僕は頷うなずく。

「潜在能力で言えば、ナンバー２の瑞みず穂ほさんやナンバー３の千ち早はやさんよりも上だって断言してたぞ。明日香はこういう事でお世辞を言うようなタイプじゃないから、本気でそう思っているはずだ」

「本気で瑞穂さんたちよりも上、ですか……」

「ああ。ただ花穂はいろんな面で能力のバランスが悪すぎるからレベルアップは簡単じゃないとも言ってたけど」

「そうですね。土属性の中でも植物召喚という特に扱いづらい系統ですし、得意な魔法は回復系ですし、来武ライブには特に向いていない方向に特化しちゃってますからね」

　優しくて誰だれでも信じたがる純粋な性格も戦闘に向いてるとは言えないだろう。

「でも、明日香さんは一ヶ月間、タケルさんと特訓すればそのレベルまで、日に本ほんのナンバー２になれるレベルまで私がたどり着けると信じてくれてるんですよね？」

「そうだな。っていうか、逆にそこまでたどり着けなかった場合、何を言われるかわかったもんじゃないぞ」

「それもそうですね。これは非常に責任重大です。今からプレッシャーで押しつぶされそうですよ」

「けど、その割にはなんか嬉うれしそうな顔してるじゃん」

「当然です。あの明日香さんにそこまで期待してもらえてるなんて、嬉しいに決まってるじゃないですか」

　強い意志を目に宿しながら、力強く花穂がそう言った。

「それに、純粋にタケルさんとの特訓が嬉しいってのもあります」

「うん、そうだな。山に篭こもっての秘密特訓って、わくわくするし、修学旅行みたいでちょっと嬉しいよな」

　このコテージもワクワクの要素がいっぱいだし。

「あ、ああ、そういう意味で言ったわけじゃないんですけど」

「ん？」

「いえ、もういいです。というか、どういう意味でタケルさんとの特訓が嬉うれしいって言ったか、じっくりと身を持ってわからせてあげますから」

「へ？」

「ふっふっふっ、覚悟しておいてくださいね」

　そう言って、花か穂ほはなぜか妖よう艶えんに笑ったのだった。





　　◇◇◇






「とは言え、まずは何から始めたらいいんですかね？」

　花穂の作ってくれた夕飯を食べ終えた後、僕と花穂は今後の特訓の方針を決めるための話し合いを開始した。

「そうだなあ。目的を決めないことには特訓も出来ないからなあ」

　演奏技術の向上など練習すればわかりやすく結果が伴うものに関してなら楽なんだけど、今回はそういった見えやすい部分を鍛えたいわけではない。

「私の歌姫カンタトリスとしての根本的な改革が必要ってことなんですよね？」

「まあ、そうなるのかな。とは言っても、魔法は歌姫の心象世界の表現なわけだろ？　だったら根本的に変えるのは難しくないか？　と言うかまずくないか？」

　無理やり歌姫の持つ本質と異なる幻創曲を創つくったところで、質として高いものが出来るとは限らない。

「ええ、それはそうなんですけど」

　そう呟つぶやきながら、花穂の視線が少し泳いでいた。

「もしかして、何か良いアイディアがあるのか？」

「えーと、良いアイディアといいますか、その、ですね……」

　なぜだか顔を赤くしつつ、花穂が言いよどむ。

「とりあえず今は何でも良いから取っ掛かりが欲しい。何か思いついたんだったら言ってくれると助かる」

「そ、そうですよね。恥ずかしがってる場合でもない……ですもんね」

　それから花穂は三回ほど大きく深呼吸をして、緊張した面持ちで僕を見た。

「あ、あのですね、これから私はかなり衝撃的で信じられないような事実をタケルさんに告白します」

　瞳ひとみには強い光。真剣な声音。

　衝撃的で信じられないような事実か。

　実は花か穂ほはとんでもない威力の魔法を隠し持っているけど、それは何か特殊な条件などによって使用を禁止されているとか、もしくは、今の姿は実は仮の姿でその正体はどこかの国の元宝石歌姫ビジユカンタトリス、やむを得ない理由によって国を逃れ、変装して日に本ほんに亡命してきているとか。

　まるで少年漫画の後付け設定のような秘密が今ここで明かされてしまうのかっ!?

　僕はドキドキしながら花穂を見る。

　花穂は少しだけ躊ちゆう躇ちよするように視線を動かした後、言葉を紡いだ。




「──実は私、結構えっちなんです」




「うん」

「…………」

「…………」

「「うん？」」

　しばしの沈黙の後、ふたりで鏡合わせのように首を捻ひねってしまう。

「で、その先は？　衝撃的な事実ってのは？　それを早く！」

　僕の言葉を聞いて、花穂の顎あごがカクンと落ちる。死んだ魚のような目をしていた。

「ってあれ？　なんでそんなリアクション？」

「そ、それは私のセリフですっ！　タケルさんのリアクションがおかし過ぎますよ！」

「え？　なにが？」

　一体、花穂は何を言っているのだろう？

　僕、何かおかしなリアクションしたかな？

「タケルさん、さっきの私の発言を思い出してみてくださいっ！　私、なんて言いましたか？」

「私、結構えっちなんです、だろ？」

「はい。なんだちゃんと聞こえているじゃないですか。てっきりタケルさん、聞き逃しちゃったのかなって思いましたよ。で、そのセリフを聞いたタケルさんの正しいリアクションをどうぞ」

「その続きの衝撃の事実をはよ？」

「…………」

　花穂は光を無くした瞳のまま静かに立ち上がった。

「え、ええと、花穂さん、いきなり無表情のまま立ち上がってどうしたんですか？　って、なに？　いきなり屈伸をはじめて、何のための準備運動っ!?」

「タケルさんと話し合いをするための準備運動です」

「は、話し合いに準備運動はいらないよねっ!?　っていうか、その屈伸は別の意味での話し合いの準備だよねっ!?」

「世の中、言葉だけじゃ分かり合えないこともあるってことですよ、タケルさん」

「いや、意味分かんないし！　っていうか、もしかしてだけど、花か穂ほの言う衝撃的で信じられないような事実っていうのは、花穂が実はエロいってこと？」

「それ以外に何があると言うのですかー！」

「え、えー」

「わわっ。思いっきり興ざめな感じで驚かれました！」

「いや、だってさ、まさに切り札って感じで切り出してきたから実はものすごい秘密が花穂には隠されているんじゃないかと思ったのに、そんな周知の事実を今更」

「ええっ！」

「むしろエロいってことを周囲にバレてないと花穂が思い込んでいた事の方がかなり衝撃的だよ！　もう、幻創曲とか普段の行動とかからエロさがダダ漏れ状態なのにっ！」

「いっち、に、さん、しー、いっち、に、さん、しー」

「って、花穂さん!?　な、なんで屈伸運動のペースが上がってるんですか!?」

「その答えは、とりあえず身を持って知るといいです───！」

　助走をつけながら、花穂の足が僕に迫ってくる。

　なんか前にもこんなことがあったな、という懐かしい衝撃をお腹なかに受けながら、テイク２の声が聞こえてきた。







　──それから数分後。

「実は私、結構えっちなんです」

「え、ええー！　あの清純派で天使なイメージの花穂がー、結構えっちだったなんて意外だよー」

「あはは、やっぱりそうですよね？　でも、こう見えて実は意外とえっちなことも考えちゃうんですよー。ちなみにみんなには内緒ですよー」

　ええと、なんだろうこの会話は。

　いやまあ、花穂から発せられている有無を言わせない圧力に抵抗する術すべを持たない僕には、この場の流れに従う以外の選択肢は無いのだけれど。

「で、それが今回の特訓の内容とどう絡んでくるんだ？」

　確か、最初の話題は特訓の方向性をどうするか、だったはずだ。

「そのですね、私の魔法の……特に攻撃面に特化した幻創曲って基本的にえっちな妄想が元になっていたりするんです。私の攻撃的な衝動は基本的にそこに集まっているといいますか。い、意外だと思いますけどっ！」

　いや、みんな気づいていると思うよ、って言葉は当然僕の口からは発せられず、

「そ、そうなんだ。意外だなー」

　コクコクと頷うなずく僕がそこにはいた。

「ってことは、新しい幻創曲を作るためにはエロい妄想をする必要があるってことか？」

「はい、そうなんですけど……」

　そこで花か穂ほがモジモジと身体を揺らした後、上目遣いで僕を見る。

「私も女の子なので、あまり過激な妄想をみんなに見られたくないなって気持ちが当然ありまして、楽譜スコアにする時にどうしても想像を控えめにしてしまうんです」

「あ、ああ、それは、まあ、そうだよな」

　歌姫カンタトリスっていうのはアイドルのようなものだ。みんなの注目を浴び、ステージ上で輝く。

　その注目度は相当なものである。

　そして、歌姫の象徴といえるものが幻創曲──魔法である。

　その魔法の特性から歌姫の二つ名が付けられることも多いくらいに、歌姫と魔法のイメージは切っても切れない関係にある。

　その根源がエロい妄想──ってことはつまり、ステージ上で自分の隠された性癖を大々的にアピールしているようなものだ。

　会場の何万人もの前で、さらには全世界にテレビ中継までされて。

　本人以外はそのことを知らないとしても、やっぱり恥ずかしいことには変わりないだろう。

　男の僕だって同じ状況だったら相当に恥ずかしいと思うのだから、女の子の花穂にとってはそれこそ絶対に披露したくないレベルのものなのかもしれない。

　必然的に控えめになってしまうのも理解は出来る。

「でも、今回はそんなことを言ってられる場合じゃないしなあ」

「はいです。世界が大変なことになっちゃってますし、それをどうにかするために明あ日す香かさんが私に期待してくれているのだとすれば、私はその期待に応こたえたいです」

　ぎゅっと拳こぶしを握りしめて、しっかりとした声で花穂はそう言った。

「だから、まずは私の恥ずかしいって気持ちを克服するための特訓をしてみませんか？」

　言ってることはなんかアホらしいけど、その声音はどこまでも真剣だ。

　そして、取っ掛かりとしては悪くないと僕は思った。恥ずかしさを克服すると同時に、新しい幻創曲を創つくるためのキッカケにもなるかもしれないから。

「うん、そうだね。じゃあ、まずはその方向で考えてみようか。僕に協力できることがあればいくらでも協力するし」

　具体的に何をすれば羞しゆう恥ち心しんを克服できるかはわからないけど、色々と考えて花か穂ほの役に立ちたいと思う。

　絶対にパワーアップして明あ日す香かの期待に応こたえる。

　そして、僕と花穂のコンビで来武ライブに勝利する。これは僕の目標でもあるのだから。

「ありがとうございます！　で、では、さっそく私の羞恥心克服のために──」

　そこで花穂は大きく深呼吸をし、むんっ！　と力強く気合いを入れた後、

「まずはとりあえず、セックスしてみませんか？」

　アホすぎることを口走った。

「しないから！」

　いきなり色んな物をすっ飛ばして、とんでもないところに発想が着地したよ！

　アホか！　アホの子かこの娘は！　へなぽ娘改めお○○娘自主規制か！

　──って、ああ、だからか。

　花穂の発言を聞いて、僕は納得したのだった。

　エロい妄想かどうかは置いておいて、幻創曲ってのは隠された欲望の公開に違いないわけだ。

　それを堂々と振り切った状態で出来る、つまり歌姫カンタトリスとしての能力を遺憾なく発揮している宝石歌姫ビジユカンタトリスたちが揃そろいも揃って変態なのは当然のことだったのだと。





　　◇◇◇






「ちなみに、新しい幻創曲のイメージとかってあるのか？」

　お風ふ呂ろに入り、ロフトにあがって隣り合わせに布団を敷いて、寝転がりながら新しい幻創曲についての話を進めていく。

　花穂の羞恥心克服の特訓と共に曲作りも必要だし、その演奏の練習だって必要だ。

　大会で主力として使っていく幻創曲であれば演奏の精度も、そして花穂の創つくりだす世界の理解度も自分たちの出来る最高レベルまで上げていく必要があるだろう。

　そして僕達に残された時間は決して多いわけではない。

　だから曲に関してはなるべく早く完成させるのが理想的だ。

「はい。発現する魔法のイメージとしては何となく出来上がってます」

「へえ、どんな感じなんだ？」

「えとですね、私の本質はどう転んでもやっぱり受け身だと思いますので、その要素は残しておこうと思うんですよ」

「って言うと？」

「ベースになるのはやっぱり『ゆらゆらメモリーズ』と同じく蔦つた。ただ、この蔦を防御特化で使用するのがゆらゆらメモリーズとは違うところです」

「防御特化？　じゃあ攻撃はどうするんだ？　今回の目的は攻撃用の幻創曲の作成だよね？」

「はい。なので蔦とは別に攻撃に特化した複数の花か冠かんを創つくりだします。で、その花冠を飛ばし、遠隔操作することでのオールレンジ攻撃をイメージしています。私の得意分野は操作系なので単純な火力の強化には向いていません。そこで複数の遠隔誘導攻撃端末を飛ばし手数と命中率をあげていくことで火力不足を補っていきたいなと」

　花か穂ほの中には結構明確なイメージがあるのだろう。淀よどみなく説明してくれる。

　のだけど、いまいち僕にはイメージが摑つかみづらかった。

「簡単に言うとどんな感じなんだ？」

「ガ○ダムでいうファ○ネルみたいなものだとイメージしていただければ」

「ああ、なるほど。敵に向かって花をいっぱい飛ばして、それぞれの花から種を発射して攻撃する、みたいな感じか」

「はいです。基本的にはそんなイメージです。発射するのは種ではないですが」

「なるほどねえ。それは確かに良さそうな攻撃だな」

　花穂の言うとおり操作系の得意な花穂に向いている攻撃方法だし、何よりも恰かつ好こういい。

　憧あこがれるもんな、ファ○ネルって！

「で、その攻撃にプラスして蔦による防御も行うってわけか」

「はい。攻撃用花冠の数を揃そろえるのにどうしてもそれなりの歌唱時間は必要になってしまいます。それまでの時間稼ぎも兼ねて蔦を──というか蔦のある巨大な花を召喚。その花を基幹として攻撃用の花冠も生み出す、といった感じです」

「うんうん、すごく良いと思うよ！　初日でそこまで魔法のイメージを創り上げるなんて上出来だよ！」

　一体どうなるかとちょっと心配な部分もあったけど、この調子なら案外すんなりと次のステップに進めるかもしれない。

　けど、花穂は少し困ったような笑みを浮かべた。

「実はこのイメージは結構前から考えていたものなんですよ。自分の幻創曲があまり来武ライブに向いていないことは自覚していましたので」

「でも、今までは完成させることが出来なかった」

「そうなんです。旋律メロデイがなかなか降りてこなくて。ところどころフレーズというか、蔦単体とか花冠単体とか、あるいは攻撃時の動きのイメージとか、それぞれを単体として考えた場合には幾つかの旋律が思いつくのですが、それをひとつの幻創曲として纏まとめようとすると一気にイメージがぼやけてしまって」

　それは歌姫カンタトリス特有の感覚だろう。

　歌姫としての能力を持っていない僕には経験することは出来ないが、確かに話を聞いているだけでも難しいことをやろうとしているのはわかる。

　ギミックとして異なるものを無理やりひとつに纏めるような感じだからな。

「それで、さっきの話に戻るんです」

「さっきの、って言うと、羞しゆう恥ち心しん克服の話？」

「はい」

　花か穂ほが恥ずかしそうな顔をしたまま、こくりと頷うなずく。

「えーと、どんなものかまったく想像がつかないんだけど、もしかして、さっきまで聞いてた魔法の内容にも、ベースとなった花穂のエロい妄想があるってことか？」

「そ、そう、なります……。すごく前にちょっとだけお話したことがあると思うんですけど、すべての幻創曲は歌姫の願望がベースになっていますから」

　そう言えば、前回の特訓の前あたりにそんな話を聞いたな。花穂のことをもっと理解したいと思って。

「で、その妄想を全開のまま作曲を進めるのは抵抗があると」

「はい。この妄想の全すべてを曝さらけ出だす踏ん切りがつけば、もしかしたら旋律メロデイが降りてくるかもしれないですけど、やっぱり少しはぼかしておきたいって自制が働いてしまって。それで全体的にぼやけてしまうと言いますか」

「ま、まあ、それが普通だからなあ」

　本人的には踏ん切りをつけたつもりでも、無意識の内に自制してしまい、旋律が降りてこないって可能性もあるだろう。

「そ、それでですね。私なりにちょっと対策を考えてみたのです。タケルさんに協力をして貰もらうことで出来るようになる対策なんですが……」

「……ええと、どんな？」

　さっき、いきなりとんでもない事を言い出したからな、この娘は。少し警戒してしまう。

「ま、まずは、そ、そっちのお布団に移動しても、いいですか？」

　花穂がぎこちない表情で訊きいてくる。って、

「な、なんでっ!?」

「じ、自分の気持ちを高めていけば、自制の気持ちを乗り越えられるんじゃないかなって思いまして」

　少し熱っぽいような、トロンとした瞳ひとみを僕に向けている。その顔は恥ずかしさで真っ赤だ。

「そ、それはつまり、僕と一緒に布団に入ることで花穂の気持ちが高まって、よ、要はエッチな気持ちを高めて理性を吹き飛ばしちゃおうってこと？」

「そ、そんなにハッキリエッチな気持ちとか言わないでくださいよ！　ますます恥ずかしくなるじゃないですかー！」

「ご、ごめんっ！」

　確かにそれはそうだ。と同時に、それってつまり肯定って意味だった。

　た、高めちゃうんだ。花か穂ほがエッチな気持ちを。僕と同じ布団で……。

「それで、だ、ダメですか？」

　お互いの心臓の音が聞こえてきそうなほど静かなコテージの中で、花穂の微かに震えた声が響いた。

「さ、作曲のためには必要な行為なんだよな？」

「はいです」

「そ、それなら、し、仕方ないよな？　花穂のパワーアップは明あ日す香かの指示でもあるわけだし」

　なぜか明日香に対してちょっと言い訳をしながら、僕は頷うなずいた。

「そ、それじゃあ、おじゃましますね」

　花穂はそう言うと、ぎこちない動きで自分の布団から出て、僕の布団へと潜り込んできた。

　一瞬だけ布団が捲まくり上あげられ冷たい空気が僕の身体に触れ、すぐさまさっきまで以上の熱量で上書きされる。

　身体と身体はぎりぎり触れ合っていない距離。けど、同じ布団の中で交わり合う二人の体温がお互いの存在をはっきりと意識させた。

　めちゃくちゃ恥ずかしいっていうか、女の子と一緒に布団に入るのってやっぱ緊張するよな。

　毎晩一緒に寝ている明日香が相手でさえ、未いまだに一緒の布団に入るのは緊張するのだ。

　それなのに、妹である、という自分に対する免罪符を持てない花穂が相手だったりすると、その緊張感はますます高まるばかりだ。

　だって、兄妹きようだいでもなんでもなく、普た通だの同い年の女の子なんだから、花穂は。

「あ、あはは。きょ、距離近いですね！　び、びっくりしました」

「そ、そうだな。近いな」

　ふたりして天井を見上げながら、声を裏返す。

　当たり前のことなんだけど、こうやって触れ合いそうなくらいに近い距離に居ると、花穂と明日香は全然違うんだなあ、なんてことを思ったりもする。

　伝わってくる温度も、鼻孔をくすぐる香りも、気配から感じ取れる仕草も。

　明日香なんて布団に入るなり抱きついてきて、胸を押し当ててくるからな。

　他にも僕の手を両太ももで挟み込んだりと、やたらと自分の身体の柔らかい部分をアピールして僕の精神を篭ろう絡らくしようとしてくる。

　一方、花か穂ほはガチガチのまま、微動だにせずに天井を見上げている。

　雰囲気だけでカチンコチンに固まっていることがわかる。

　でも、やっぱ花穂の身体も柔らかいんだよな？　花穂にもちゃんと胸はあるわけだし。胸は柔らかいんだし。

　って、何を考えてるんだ僕はっ!?

「た、た、た、タケルさんっ！」

「は、はい、ごめんなさいっ！」

「へ？　ごめんなさいって、何がです？」

「あ、いや、何でもない何でもない！　で、何？」

　変なことを考えてる時にいきなり声をかけられたんで、思わず謝ってしまった。

「え、ええとですね、い、今から私はタケルさんに抱きつこうと思うのですが、い、いかがですか？」

　い、いかがですかってっ！

　抱きつくってことは、つ、つまり、花穂の柔らかい場所が色々と押し当てられちゃうってことだよな！　そ、それは、さすがに色々と──、

「さ、作曲のためには必要なことですからっ！」

　という思考を花穂の一言が吹き飛ばした。

「そ、そうだよね。やましい気持ちとかじゃなくて、ひ、必要なことだもんな」

「そうです！　むしろ健全です！」

　健全かどうかはわからないけど。っていうか、もし明あ日す香かにバレたら確実にひどい目にあいそうだけど。

　うん、仕方ない。明日香も花穂のパワーアップを心から期待しているはずだし、兄としてはその期待に応こたえないと。

　むしろ、これは明日香のためでもあるんだ。

「わ、わかった。い、いつでも大丈夫だぞ」

「ありがとうございます。それで、出来れば私の方を向いてくれますと。私もタケルさんの方を向きますので」

「う、うん。じゃあ、３、２、１で」

「はいです。ではカウント──３、２、１」

　そしてふたりで向き合う。

　夜のコテージ。明かりは窓から差し込む月明かりだけ。そんな幻想的な空間で、間近でみる花穂の顔はいつもとはまるで違うように見えた。

「あ、あは、こ、これはすごく近いですね」

「そ、そうだな」

　ごくり、と生なま唾つばを飲み込む。

　聞こえてくる声音までいつもの花穂とは違うような気がしてくる。

　花か穂ほって、こんなに色っぽかったっけ？

　長い睫まつ毛げは小刻みに震え、大きな瞳ひとみは熱に浮かされたように潤み揺れている。

　お風ふ呂ろの後の、リボンの解かれた髪も普段とは違う大人おとなっぽさを感じさせていた。

「で、では、これより抱きつかせていただきましゅ」

　嚙かみ気味にそう言って、花穂は怖おず怖ずといった感じで自分の身体を僕の身体へと近づけてきた。

「あの、少しだけ身体を浮かせてもらっても良いですか？」

「お、おう」

　僕が身体を浮かせると、花穂の腕が背中へと回される。そしてぎゅっと抱きしめられた。

　密着する花穂の身体。

　ドクン、ドクン、と大きな心音が僕の身体にも伝わってきた。

「心臓、凄すごいことになってるぞ」

「い、言われなくてもわかってますよ。すぐにでも口から出てきそうですもん」

「まあ、僕も同じようなもんだから他人のことは言えないけどな」

　花穂に負けじと、僕も油断したら口から心臓が飛び出しそうだ。

　それに、ドクン、ドクン、に合わせて微かに動く、花穂のぽわん、ぽわん、の感触もやばかった。

　このままでは制御下から外れた僕の身体の一部が勝手に勝かち鬨どきを上げてしまいそうだ。

　お、落ち着け神かん凪なぎタケル。

　この密着状態でそんな蛮行を許してしまったら、確実に花穂に伝わってしまうぞ。その後のすべての会話が気まずいものになってしまうぞ。

　平常心、平常心だ。とりあえず会話だ。会話を重ねて平常心を保つんだ。

「ええと、花穂の身体、すごく熱くなってるな」

「は、はい。その、高まってますから……」

　って、それダウトッ！

　高まってるって、さっきの会話の流れでいうとエッチな気持ちになってるって意味だから！

　僕にぴたっと抱きついている、ぽわぽわの感触の女の子がエッチな気持ちになってる。そう考えるだけで、色々ともうやばいわけで！

　こ、これは特訓だから！　母さんたちによる選民思想的な社会にしないために必要な、とても大切な特訓だから！

　花か穂ほはエッチな気持ちになる必要があるけど、僕は平常心でいないと！

「で、どうだ？　作曲の方はできそう？」

「はいです。こうしてると、感情が高ぶってきて、意識が全部そっちに持っていかれそうになって、良さそうな旋律が浮かんできそうです」

　僕の頰ほおに自分の頰を重ねるようにして、花穂が耳元でそう囁ささやく。

　その吐息も妙に熱く感じた。

「その、タケルさんも私のこと、ぎゅってしてくれますか？」

「わ、わかった」

　花穂の首の下から腕うで枕まくらをするように腕を通して、そしてぎゅっと力をこめる。

　花穂の口から「はぅ」と息が漏れた。

　花穂の形、花穂の体温、花穂の匂におい。

　花穂と出会ってからの七ヶ月ほどの時間の間で色々と知っているつもりになっていたけど、本当は全然何も知らなかったようなもので。

　普段の、よそ行きの花穂とは違う、素のままの、純粋で飾らないままの花穂の姿がここにはあって。

　幻創曲の根底は歌姫カンタトリスの素の願望そのものである。















　であれば、僕はもっと早くにこのくらいに純粋な花か穂ほの姿を知っておくべきだったのかもしれない、なんてことをちょっと思ったりした。

　僕の耳元では甘く掠かすれるような花穂の囁ささやきが響く。

　多分、頭の中に浮かんできたメロディをアウトプットしているんだろう。

　──本当に、こんな状況で作曲できるんだなあ。

　僕なんてさっきからドキドキしすぎて、頭の中が真っ白だっていうのに。

　僕はなるべく花穂の邪魔をしないように、そして花穂の手助けになるように、そっとその背中を撫なでてみる。

　僕の手の動きに合わせて花穂が囁くように歌う。

　まるでふたりの精神が同調していくように。

　素晴らしい楽器を奏でるように。

　うっとりとしたような、時折焦じれたような、そんな甘いメロディを聴きながら、僕はいつしか眠りの世界へと落ちていった。
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　トントントン、という何かを叩たたく小気味よい音と、胃を刺激する美お味いしそうな匂においで目が覚めた。

　目を開けて最初に飛び込んできたのはむき出しの木の天井。それもすごく近い位置にある。

　ああ、そっか。昨日から特訓にきてたんだっけ。

　ぼーっとしていた頭がすっきりするに従って記憶が追いついてくる。

　そして、僕以外の温ぬくもりと匂いが布団の中にまだ残っていて、なんとも言えない照れくささ感じながら身体を起こした。

　布団から抜け出し、ロフトを降りる。と、台所に立つ花穂の後ろ姿が見えた。

　鼻歌交じりでご機嫌そうに料理している。

「おはよ、花穂」

　僕が声をかけると花穂はほんわかとした笑顔で振り返った。

「あ、おはようございます、タケルさん。すぐに朝ごはん出来ますのでもうちょっと待っててくださいねー」

　コンロの上には鍋なべとフライパン。鍋の中身はきっと味み噌そ汁しるだろう。優しい味噌の匂においが漂ってくる。

　フライパンの上では卵とベーコンがジュウジュウと食欲を誘う音を響かせている。

「って言っても、簡単なものばかりですけど」

「いや、すごく美味しそうだよ。ごめんね、ひとりで作らせちゃって」

「いえいえ～。ご飯作るの好きですし、それに食べてもらうのはもっと好きですから。あ、あとはお礼の意味もこめて」

「お礼？」

「はい。昨日、一緒のお布団で寝させてもらいましたから」

「あ、う、うん」

　そんなことを頰ほおを染めながら言われると心臓がドキドキしてしまう。

　それに、お礼をされるようなことじゃないし、むしろどちらかというか僕の方がお礼をすべきなような。

　役得なのは僕の方なのだから。

「さらにタケルさんが寝た後、意識が無いのを良いことに──」

　は、はい？　今、この人はどさくさに紛れて何を言った？

　花か穂ほはモジモジと身体をくねらせながら僕の下半身の方を見ていた。

「って、何をしたんだっ！」

「はっ！　な、なにもしてないですよ？　いやらしい事なんて絶対にしてないですよ？」

　盛大に目が泳いでいた。

　思いっきり声が裏返っていた。

　動揺しすぎだった。

「あ、あの、花穂さん？」

「あー、このままお話してたら卵が焦げちゃうー。料理に集中しないとー。だからタケルさん、また後でー」

　思いっきり棒読みのセリフを口にすると、花穂はフライパンを手に会話をシャットアウトした。

「…………」

　これ以上追及は無理そうだ。

　けど、本当に何をされたんだろう、僕は……。

　もやもやした気分のまま、僕は花穂の後ろ姿を見つめ続けたのだった。
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「ざっくりとですが、楽譜スコアを書いてみました」

　朝食の後、くつろいでる僕に花か穂ほが楽譜を差し出してきた。

「ええ、もう？　昨日の今日で？」

「はい。あの後どんどん曲のイメージが湧いてきて目が冴さえちゃいましたので、ほとんど寝ないで楽譜を書き起こしてました」

　言われてみれば、花穂の目はやや腫はれぼったく、少し充血していた。

「早めに楽譜があった方がタケルさんの練習も捗はかどると思いまして」

「うん、それはそうだけど、大丈夫？　寝不足」

「あはは、朝ごはん食べたらちょっと眠くなってきちゃいました。だから、このあと少しだけお昼寝させていただこうかなと」

　そう言うと同時に花穂の口からアクビが漏れる。

　この様子じゃ練習をしたところで集中力が持たないだろう。

　まあ、僕も楽譜を読み込んで、ある程度弾けるようになるまではひとりで繰り返しの練習だしな。

　楽譜を初見で弾けるほどの技術は無い。

「じゃあ、今日は一日個別練習ってことにしようか」

「はい、そうしてもらえると助かります。では、私はちょっと寝てきますね」

　そう言って花穂はすっくと立ち上がったあと、僕に渡した楽譜に視線を落とした。

「あー、その楽譜ですけど、まだ完成ってわけではないので、ここから色々とアレンジが入ると思います。ので、全体の流れを把握するくらいの感じで練習してもらえると。あんまり細かく練習しすぎても無駄になっちゃうかもしれませんので」

「うん、わかったよ」

「では、今度こそおやすみなさいです」

「おう」

　花穂はぺこりと頭を下げてから、ロフトへと上っていく。

　その後姿を見届けてから、僕はひとつ伸びをしてギターをケースから取り出した。

　こうしてギターのネックを握ると気持ちが落ち着くと同時に集中力が増していく。

　にしても、相変わらず花穂の召喚系の幻創曲は難易度が高いな。

　細かな譜面を見てちょっとクラっときたけど、せっかくの新曲。それも花穂とのコンビで勝利するための大切な曲だ。

　僕の演奏スキルのせいで足を引っ張ることだけは絶対に出来ない。

　おっし、いっちょ気合いを入れて練習しますか！

　僕は譜面とにらめっこしながら、ひたすら繰り返し弦を弾く作業に没頭していったのだった。
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　冬の透き通った空気の中をギターの音色と花か穂ほの歌声が響きわたっている。

　日に本ほんアルプス山中での特訓を始めてから十日ほどの時間がすぎ、僕と花穂はようやく新曲の合わせでの練習を開始した。のだけど、

　──くぅ！　指が攣つりそうだ！

　コードストローク中心でいける明あ日す香かやシルヴィさんの楽曲に比べて、花穂のは単音リフがガンガンだからな。

　さらにソロでめちゃくちゃ速弾きを要求されたり。

　そして今回の楽曲は花穂の他ほかの曲と比べても難易度は段違いに高い。もう、テンポについていくだけで精一杯だ。

　けど、その分、この曲はちゃんと完成すれば凄すごいものになりそうだった。

　その予感をビンビンに感じることが出来る。

　現状でも、色んな意味で十分に凄いし。

　花穂がラストのフレーズを歌いきり、僕に目配せする。僕は頷うなずいて、ギターの演奏を止めた。

　周囲に静寂が戻る。

　冬の山中だと言うのに、僕も花穂も汗だくだ。

　たった一曲の演奏なのに一気に体力も精神力も持っていかれた感じだった。

「はぁ、はぁ、ど、どうですか？　私の新しい魔法」

　荒い息を吐きながら、花穂が僕の顔を覗のぞきこんでくる。

「素直に凄いと思うよ。正直、魔法が発現した瞬間はびっくりした」

「はい。私も想像していた以上の威力があってびっくりしました」

　僕の演奏精度はボロボロ。楽譜スコアだってまだ完成形ではない。花穂の声も出ているとは言えない。

　ふたりともまだ曲を演奏することに精一杯で、この幻創曲の持つ世界を表現するってレベルまでは辿たどりつけてない。

　けど、今僕達の立っている周辺は嵐あらしが通り過ぎた後のような惨状になっていた。

　攻撃力って面でいえば間違い無く花穂の最強魔法だ。

　けど──、

「これ、めちゃめちゃエロいな」

　魔法が発現した瞬間、一番びっくりしたのはそのビジュアルだった。

　まず最初に、花か穂ほの背後に艶あでやかなサーモンピンク色の大ぶりな花はな弁びらを持った花が生み出された。

　イメージはラフレシアだろうか。

　その毒々しさとなんとも言えない妖よう艶えんさに衝撃を受け、さらにその中央からは雄しべの花糸がぐにゅんと蔦つたのように伸びてウネウネと踊る。

　この時点でビジュアルとしてはＲ指定を受けそうなくらいにやばいものになっているのに、あくまでこれは前座だったってことにサビで気づくのだ。

　歌がサビに入ると同時に複数のウツボカズラがラフレシアから放出され宙を舞う。

　形でいえば確かにファ○ネルのイメージはある。

　ターゲットの周辺を舞いあらゆる方角から攻撃をするその動きも恰かつ好こういいと言えるかもしれない。

　けど、そこから吐き出される攻撃が最悪だった。

　ウツボカズラからはミサイルでもビームでもなく、非常に粘度の高いドロッとした白色の液体が吐き出されたのだ。

　花穂いわく強い刺激と共に相手の動きを封じる事もできる秘密の液体らしいけど。

　まあ、植物がベースなのでその液体が放出される意味はわからなくもないけど、全体的なビジュアルのエロさは間違いなく花穂の妄想の産物なわけで。

「や、やっぱりエロいですかね？」

　花穂が顔を真っ赤にしながら訊きいてくる。

「うん。なんか、僕の想像以上の酷さだった」

「ひ、ひどいって言わないでくださいよー！　私もさすがにこれはちょっとって思ってたところなんですからー」

「けど、これが花穂の心象世界に近いイメージのものなんだろ？」

　今回は花穂の羞しゆう恥ち心しんの限界を超えての楽曲制作がテーマなのだから。

「そ、それはそうですけどセクハラですっ！」

　いや、セクハラって言われても。

「うー、やっぱり、もう少しマイルドな感じになるように創造し直した方が良い気がしてきました」

「けど、そうすると魔法としての純粋なパワーは落ちちゃうんだよね？」

「そう、なると思います」

「じゃあ、僕は反対だ」

「ううう、タケルさんって意外とドＳですよね」

　花穂が唇を尖とがらせながら唸うなる。

「だって、最善は尽くしたいじゃないか。もう学生だって言ってられる身分でもないし、大会に出たら相手が誰だれになるかもわからない。もしかしたら宝石歌姫ビジユカンタトリス相手に戦わないといけないかもしれない。そして、それでも僕たちは勝たないといけないんだ」

　そういう立ち位置にいるのだから。

「はい、それはわかってます。わかっているんですけど、やっぱり恥ずかしいですよぉ。羞しゆう恥ち心しんがあるから歌に集中しきれてないですし」

「やっぱそうだよな」

　いまいち声も出てなかったし、歌を表現するという歌姫カンタトリスとして一番大切な部分での感情の入り込み方もいまいちな印象だったのだ。

「今はまだタケルさんとふたりっきりですから、そこそこ歌うことが出来てますけど、これを会場の何万人の前で、さらにテレビでは世界放送されている環境で歌うって考えますと、今から気が重たいです……」

「でもほら、逆にそれだけの大観衆に注目されていた方が気持ちよく歌えるかもしれないし」

「私、露出狂じゃないですよ～」

　花か穂ほが情けない顔をする。

　その気持ちはわからないでもない。けど、やっぱりここで妥協するわけにはいかなかった。

「まあ、それに関しては何とか慣れてもらうしかないもんな。恥ずかしくなくなるくらい何回も練習しよう。僕もいくらでも付き合うから」

「うぅ……。やっぱりタケルさんはドＳです～」

　冬の澄んだ空の中に、花穂の泣き出しそうな声が吸い込まれていったのだった。
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　──そして時間軸はもとに戻る。

　僕はカンタトリス記念コロッセオの控え室で正座していた。

　花穂は、僕が特訓の詳細を事細かに説明している最中の明あ日す香かの並々ならぬ迫力の笑顔に腰が引け、「ちょ、ちょっとジュースでも買ってきますねー」という言葉を残し控え室から退散。

　三十分経たった今も戻ってくる気配はまったくなかった。

　そして、正座している僕の腿ももの上には明日香の足が置かれていた。というか踏みつけられていた。グリグリされる。

　なんか久しぶりだなあ、明あ日す香かに踏まれるのって。

「へ～え、なるほどね～、ふ～ん」

　頭上から降り注ぐ明日香の声。わかりやすく不機嫌だった。

「ふたりっきりの山中でへなぽ娘とそんな特訓をしてたわけだ？」

「ま、まあな。なかなかにハードな特訓だったよ」

　特に精神と下半身のとある一部を制御する面で。

「本当にちゃんとした特訓だったんだぞ？　別にやましい気持ちなんてなかったし、ちゃんと結果も出てると思うし」

「その特訓をしたお陰で、へなぽ娘は確実にパワーアップしたと？」

「ああ、それは僕が保証するよ。花か穂ほ、びっくりするくらいに強くなったよ」

「そっか。ものすごく効果的な特訓だったわけだ？」

「うん、そうなるかな？」

　明日香はさっきからずっとニコニコと笑みを浮かべ続けている。

　けど、その笑顔の裏にある迫力は変化なしだった。怒りゲージはまだまだ高いままらしい。思わず背筋がぴんと伸びてしまう。

「ふ～ん。じゃあ、同じ特訓をしたら、わたしも今以上にパワーアップ出来るかもしれないね？」

「へ？」

「だから、わたしにもへなぽ娘と同じ特訓をしてほしいな。今ここで」

「い、いやいやいや、明日香はすでに十分に凄すごいじゃないか、特訓なんてする必要がないほど。それにあの特訓は花穂だからこそ効果的だったわけで──」

「そんなの試してみないとわからないじゃない。わたしにだって効果あるかもしれないし。っていうか、この後、気持よく戦えるって意味でいえば確実に効果あるし」

　明日香の目が据わっていた。有無をいわさぬ圧力を僕にかけてくる。

「けど、ほら、明日香と一緒の布団で寝るとかいつもしてることだろ？」

「もう一ヶ月もご無ぶ沙さ汰た。結局、今日の朝まで帰ってこなかったし」

　明日香が拗すねたように唇をとがらせた。

「兄さんがいない一ヶ月間、ずっとひとりで寝るの、寂しかったな」

　しょんぼりとしたトーンでそんなことを言われると胸が痛くなってしまう。

　いや、けど、今は大切なトーナメントが始まるまで三十分くらいしかないし、この控え室にいつ誰だれが入ってくるかもわからないし。

　そんなところで、あの特訓を繰り返すとかはさすがに──、

「それに、兄さんは寝る時にわたしのことをぎゅって抱きしめてくれないし、背中をぽんぽんしてもくれないし、へなぽ娘ばっかりずるい」

　甘えるような声と視線。

　本心からの部分と、多分計算をしている部分もあるのだろう。

　それがわかっていながらも、こんな声音でそんな仕草をされてしまうと、強く駄目だと言えなくなってしまうのが僕の甘さなんだよなあ。

　そして、毎回そこを明あ日す香かにつけ込まれて、それがまた嫌ってわけでもないのが困ったもので。

「え、ええとだな、じゃあ、その、仮に今から明日香にも特訓をするとしても、布団とか無いだろ？」

「布団があればいいの？」

　その瞬間、明日香の目がキランと輝いた。

「もしかして、あるのか？」

「ふっふっふっ。兄さんは知らないかもしれないけど、グランプリシリーズって大会によっては朝から晩まで待機している必要がある時もあるのよ。で、そんな時に軽く仮眠をとったりするのよね、わたし。大会前って色々と激務だったりして寝れないことも結構あるし。ってことで、ほら、じゃっじゃじゃ～ん」

　明日香が立ち上がり控え室に備え付けられている収納の扉を開くと、衣装やら何やらに混じって一組の布団が置いてあった。

「これで文句ないわよね？」

「トーナメント開始までの時間が──」

「まだ三十分ちょっとあるから、二十分間ってことで満足してあげる」

「この控え室は共用だから誰だれかが──」

「ちょっと待って、今電話かけるから」

　そして明日香は携帯を取り出すと「もしもし姫ひめ咲さきです。これから二十分間控え室でコンセントレーションを高めたいと思うので誰も近づかないようにしてください。よろしくお願いします」と誰かに伝え、にっこりと僕を振り返った。

「他に何か問題はあるかしら？」

　完全に詰みだった。

　やっぱり勝ち目は無いなあ明日香には。僕は降参とばかりに両手を上げる。

　明日香は鼻歌を歌いながら布団を敷くと布団に潜り込み僕に手招きした。

　そして僕が布団に入るなり、ぎゅっと抱きしめられた。

「んんん～、一ヶ月ぶりの兄さんの感触～、匂におい～、体温～」

　明日香の柔らかな胸が僕の胸に押し当てられ、ふんにゃりと形を変える。

　その弾力だったり甘い香りだったりに、ああ一ヶ月ぶりの明日香だ、とついつい思ってしまい心が安らいでしまうのは、果たして兄として正解なのだろうか？

　なんか踏み外してはいけない道をどんどん踏み外して行ってるような気がするぞ。

「ほら、兄さん。背中ぽんぽんってして。ついでに頭もなでなでしてくれたらわたし、この後の来武ライブ、すっごく頑張れる気がするなー」

「なんかめちゃめちゃ甘えん坊になってないか？」

「うん。今のわたしはダダ甘えモードだもん。一ヶ月間も可愛かわいい妹のことを放置してた兄さんのせいだよ」

「でも、特訓に行けって言ったのは明あ日す香かだぞ？」

「だから、この程度で許してあげてるんじゃない。もしわたしの知らないところで同じような事が行われてたら、こんな程度じゃ絶対に許してあげないもん」

　そして僕の首筋に顔を埋める。

　明日香の背中を優しく撫なでてあげると、明日香の鼻から気持ち良さそうな息が漏れて僕の首をくすぐった。

　これから非常に大切な試合があるというのに、こんなことをしていて良いのかと少し思ったけど、逆にこのくらいリラックス出来ていたほうが良いのかもしれない。

「で、さっきの話に戻るんだけど」

「さっきの話？」

「うん、へなぽ娘の新曲の話。兄さんの話だとへなぽ娘、大勢の前で新曲を歌うことに抵抗があるような感じだったじゃない」

「ああ、うん」

「それをちゃんと解決できたのか。凄すごい幻創曲が出来たのはわかったけど、それを本番でちゃんと歌えないんだったら何の意味もないから」

　甘えながらもしっかりと考えることは考えている。

　この辺がさすが明日香だよな。

「うん、大丈夫だよ。それに関しても途中で秘策が見つかったから」

「秘策？　秘策ねえ。それは一体どんな秘策？」

　明日香は僕の首筋から顔を離すと、僕の顔をのぞき込んだ。その目が詳しく説明しろと物語っていた。

　この勘の鋭さもさすが明日香だ。

　花か穂ほが人前で羞しゆう恥ち心しんを克服するための秘策。それを今この場で説明してしまうと、この状況がさらにやばいことになってしまうのは確実だった。

　それだけ、なんて言うか、アレな感じの秘策なわけで。

「そ、それは本番のお楽しみってことで」

「本番のお楽しみ、ねえ？」

　明あ日す香かは訝いぶかしげな顔をしていたけど、頭を撫なでるとすぐにふにゃりと相好を崩して、

「ま、いいわ。今のところはこれで誤魔化されておいてあげる」

　そう言って、再び僕の首筋に顔を埋めた。






２章　─戦いとそれぞれの決意─









「とりあえず、一回戦突破おめでとう」

　フィフスジャッジメント第五トーナメント一回戦終了後、僕達日に本ほんチームの控え室にメアリーさんとシルヴィさんがやってきた。

　ふたりがメンバーに選ばれているフランスＡチームも第五トーナメントにエントリーされている。

　幸い、日本チームとは反対側のブロックにエントリーされているため、当たるとしても決勝戦だけど。

　そして、日本、フランスとも順当に一回戦を突破することが出来たのだ。

「ま、一回戦で負けるわけにはいかないでしょ」

　明日香が当然とばかりに言う。

　一回戦の日本の対戦相手はアゼルバイジャン、フランスの対戦相手はザンビアと歌姫カンタトリス関連に関してはかなりの後進国。

　Ｃ９に名前を連ねる日に本ほん、フランスにとっては主力を温存しても楽に勝てる相手だ。

「問題になるのは次ね」

「僕達の相手がロシア、メアリーさんたちの相手がイタリア。共にＣ９同士の戦いになるからね」

「ええ。そこで戦略的な相談にきたの。このトーナメントは絶対に私達のどっちかが制さないといけないから」

　そう言うメアリーさんの言葉にみんな真剣な表情で頷うなずく。

「あと、シルヴィが朝からずっとタケルに会いに行きたいってうるさいから」

「お、お姉ちゃんっ！　よ、余計なことは言わなくていいんです！」

　突然話をふられたシルヴィさんが顔を赤くして両手を突き上げる。

　ああ、あたふたしてるシルヴィさんを見るの、久しぶりだなあ。やっぱり心が和むなあ、シルヴィさんって。

　電話やメールでのやり取りはそれなりにしてたけど、こうして直接会うのはあの学院祭の日以来だからな。

　懐かしいって気持ちと、ちょっと気恥ずかしい気持ちがある。

　シルヴィさんもそうなのか、どことなく恥ずかしそうにしながらチラチラと僕のことを見ていた。ちょっと緊張もしているようだった。

「タケル、久しぶりです。元気ですか？」

「はい、元気ですよ。シルヴィさんも何も変わりがないようで」

　僕がそう言うと、シルヴィさんはちょっと不満気に唇を突き出して、胸を張った。

「０・１ミリです。変わりがあります。そして二メートルです。将来的には二メートルです」

　いきなり訳のわからないことを言った上に何な故ぜか自慢気だった。

「え、ええと……」

　とりあえず解説を求めて隣のメアリーさんに視線を移すと、メアリーさんは静かに首を横にふった。

「ごめんなさい、タケルくん。シルヴィの頭はちょっと残念なの」

「ああ、なるほど」

「お姉ちゃん、いきなり失礼なこと言わないでください！　タケルもなるほどじゃないです！　私の頭は残念じゃないです！」

「ごめんなさい、シルヴィ。残念なのは頭じゃなくて胸──」

「お姉ちゃんっ！」

　そして、ふたりは仲良く（？）じゃれ合う。フランスに戻ってから、ふたりの関係性はますます良くなってるみたいだ。

「はいはい、どうでもいい話はそれくらいにしておいて、準じゆん決けつに向けての作戦会議を始めるわよ」

「どうでも良くないですっ」

　というシルヴィさんの言葉はあっさりと無視されて、明あ日す香かが場を仕切る。

「ええと、まず日ウ本チの作戦だけど、準決ではわたしが出るわ。その噂うわさはもう流してあるから、ロシアは多分アナスタシアが出てくるでしょう。もしかしたら元宝石歌姫ビジユカンタトリスのマリアが出てくるって可能性もあるけど。ま、どっちが出てきたとしてもわたしは絶対に勝つわ」

　明日香が自信満々にそう言い放った。

「で、決勝には山やまの辺べ花か穂ほとタケルくんのコンビが出場すると」

「そういうこと」

　メアリーさんの問い掛けに頷うなずき返す明日香。

「だから、そっちも準決にはメアリーが出てくれると助かるんだけど。そっちが決勝まで勝ち残ってくれればどっちが優勝しても構わないし、仮にイタリアが勝ち残ったとしても準決でモニカを消費してくれる。兄さんとへなぽ娘を信用してないわけじゃないけど、相手がモニカってことになるとやっぱりちょっと厳しいからね」

　特訓をしてパワーアップしたとは言っても、ぶっつけ本番。

　その相手がいきなりの宝石歌姫じゃ明日香の言うとおり厳しい。ちょっとどころか相当に厳しいだろう。

　だから、明日香の作戦は非常に理想的なものだ。

　けど、メアリーさんはその提案に首を横に振った。

「フランスの準決はシルヴィが出る。これはすでに決定事項」

「はあ？　それ、本気で言ってるの？」

「当然。それに安心して。イタリアの準決はモニカが出てくるみたいだから。さっき、堂々と宣戦布告された。私もわかったと答えたから変更はしてこないはず」

「って、噓うそついたんですか？」

「噓はついてない。私はただモニカの『次の準決、あたしがテメーをぶっ壊してやる』って発言に対してわかったって言っただけだから」

　しれっと答えるメアリーさん。確かに噓はついてないけど。

　意外と策略家なんだよな、この人。冷静沈着で頭の回転が早いっていうか。

「あのねえ、だったら尚なお更さらあんたが出なさいよ、メアリー。ふざけてる場合じゃないでしょ？」

　明日香の目がつり上がる。まあ、その感情もわからなくない。

　敵の宝石歌姫が出てくるのがわかっているのだ。だったら、それに対抗できるメアリーさんを代表にするのが当然の作戦で。

　けど、メアリーさんはそれを平然と受け止めた。

「別にふざけてなんかいない。私たちの目的は優勝だから」

「だったらモニカ相手にぺったん娘の選択は無いでしょうが！」

「姫ひめ咲さき明あ日す香か。あなたはシルヴィのことを甘く見すぎている。シルヴィはこの私の妹。才能で言えば私と変わらないものを持っている。そして、その才能は今花開きつつある。シルヴィの成長のためにもモニカは丁度いい相手」

　いつもと変わらないトーンでメアリーさんがそう言う。

　だからこそ、その言葉にはメアリーさんの自信が見てとれた。

　シルヴィさんはメアリーさんの言葉に恥ずかしそうに身を縮ませて、後ろに隠れるようにしているけど。

「ふ～ん。パワーアップしてるのはへなぽ娘たちだけじゃないって言いたいわけね？」

「そういうこと。ただ、モニカが相手だと負ける可能性が少なくないのも事実。フランス、日に本ほんともに準決で敗退してしまうのが最悪のシナリオ。だから、日本の決勝進出の可能性を高めるため、姫咲明日香には準決で出て欲しいとお願いに来たのだけど、最初からそのつもりだったみたいだから安心した」

「ま、こっちとしても準決でモニカが出てくれるんだったら文句は無いのだけど。もし本当にぺったん娘がモニカに勝てるようなら、それはそれで面白いし」

「逆にあなたの方こそ負けないように気をつけて、姫咲明日香。アナスタシアの力はまだまだ未知数。いくらあなたでも簡単に勝てる相手じゃない」

「そんなのわざわざ言われなくてもわかってるわよ。けど、正直相性がいいのよね、ロシアの妖よう精せいさんとは。彼女のおかげでおもちゃ箱トイボツクスの正しい使い方も分かったし。だから、この前の決着をきっちりとつけてみせるわよ。このわたしの完勝って形でね」

　そう言って、明日香はにやりと笑ったのだった。





　　◇◇◇






（Asuka's view）




（──ったく、ほんと化け物っ！　こんなモノまで召喚できるなんて聞いてないんだけどっ！）

　明日香は身体を投げ出すようにして眼前に迫る棍こん棒ぼうの一撃を躱かわした。

　その風圧だけで頰ほおが斬きれ、鮮血が流れだす。

　ああ、もうっ！　女の子の肌を傷物にするとか許せないっ！　これはあとで治療として兄さんに舐なめてもらわないと！

　そんなことを考えながらゴロゴロと地面を転がり、なんとか敵から距離をとった。

　棍こん棒ぼうの叩たたきつけられた床は豪快に砕けていた。

　あんなもの、まともに食らったら一撃でアウトよっ！

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……」

　来武ライブ開始から一分。明あ日す香かはすでに肩で息をし、全身に傷を負い、華やかなステージ衣装も埃ほこりに塗まみれていた。

　逃げまわるだけで精一杯。まるで攻め手が無い。

　一方、アナスタシアはその二つ名『深雪の妖よう精せい』そのままの姿で幻想的に、奏士トルヴエールの奏でるピアノの音色に乗せて美しく幻創曲レチタテイーヴオを歌い上げている。

　正直、少し舐めていた部分もあった。

　アナスタシアの魔法。それは幻想動物の召喚だ。

　幻想動物そのものは非常に強力な存在である。

　まともに戦ったのでは宝石歌姫ビジユカンタトリスクラスと言えど勝つのは難しい。それだけ圧倒的で強烈な存在なのだ。

　アナスタシアの操るドラゴンと直接対たい峙じした明日香だからこそ、それは身を以て知っていた。

　しかし、幻想動物はあくまで幻想である。

　人の創つくり出だした架空の存在。架空だからこそ現実以上の力を持ち、そして架空だからこそ必ずその原典があるのだ。

　神話、伝説、伝承、小説。古くから受け継がれてきた様々な物語。

　アナスタシアの召喚する存在は必ずそこに登場する。

　そして物語の登場人物である以上、そこには終しゆう焉えんも描かれているのだ。

　対する明日香の幻創曲──『ａ　ｔｏｙ　ｂｏｘ』。

　相手にとって最も効果的な武器を生み出す創造のおもちゃ箱トイボツクス。幻想動物が神話の中で打ち倒された武器すらも創り出すこの魔法は、言ってしまえばアナスタシアにとって天敵とも言える存在。

　だから、少し油断していた。

　一度対峙し、そのことに気づいていたからこそ間違いなく勝てると、そんな心の隙すきがあった。




　──グオォォォォォォォォォォオォオオオオオオオオオオ！！！！！！！




　会場中の空気をひび割れさせんばかりの雄お叫たけび。

　聞くもの全すべての足を竦すくませる圧倒的な威圧感。

　アナスタシアの前に立ちし巨人は、巨大な棍こん棒ぼうを振り上げ勇ましく咆ほえた。

　見るだけでわかる。コイツはヤバイと。

　これは、この前のドラゴンなど比ではない。

　コイツは──神話に登場する存在の中でも、神に連なる者。

（ほんと、こんなモノまで呼べるなんて聞いてないってば！　動物だけじゃなくて、神まで下僕に出来るなんて！）

　一方、明あ日す香かの手に握られているのは一張の弓だ。淡い黄金色の三日月形で長さは一メートルほどのショートボウ。

　造形は非常に美しいが、身の丈五メートルに届こうかという巨人を倒すための武器にしては、あまりにも頼りない。事実、

「せいっ！」

　渾こん身しんの力で放った明日香の一撃は巨人の皮膚に突き刺さるどころか、傷ひとつ付けること無く弾かれ、消滅した。

　続けざまに二射、三射、四射と放つが、そのどれもが難なく弾かれる。

　多分だけど、これが明日香の矢ではなく、たとえばモニカの炎やクレアの水、メアリーの雷であっても結果は同じだったであろう。

　それくらいに目の前の巨人の強きよう靭じんさは規格外だった。

（ちぃ！　やっぱり、ただ射つだけじゃダメか）

　あの時のように、ドラゴンを追い詰めた時のように創造しなければいけない。

　コイツを倒すための武器ではなく、コイツを倒したという事象そのものを。

　明日香は弓を握り締め、新しい音を探す。次なる世界を開くために必要な新しい旋律を。

　手がかりはすでに全て提示されているのだ。

　だからイメージしろ！　この目の前に立たち塞ふさがる神の名を。この神の辿たどった軌跡とその最後を。

　この手に在りし弓で討ち滅ぼされしその瞬間を。

　鮮烈に、鮮明に、詳細に、イメージしろっ！




　──グオォォォォォォォォォォオォオオオオオオオオオオ！！！！！！！




　風を引き裂き、轟ごう音おんを響かせ襲い来る攻撃をぎりぎりで躱かわしながら、

　その音圧だけで心臓が破裂してしまいそうなほどの雄叫びの恐怖をなんとか堪え、明日香は頭の中で新たに響きだす旋律メロデイを組み立てる。

　インプロヴァイゼーションによる幻創曲のアレンジ。

　脳内に広がる世界を、そこから溢あふれだすイメージを歌に変え喉のどを震わす。

　明あ日す香かのイメージに反応するように手に持つ弓が優しく発光し、身体を包み込んだ。

　まず心象世界に広がったのは海だった。波高く荒れ狂う海。その波のたてる音が新しい旋律を創つくり上げる。

　そして、そこより生み出されし男の姿。

　背が高く偉丈夫で稀まれに見る美び貌ぼうの持ち主。

　これが目の前の男だ──海より生まれし、海の神ポセイドンの血を引くもの。

　次に浮かぶのは男が巨大な獅し子しを殴り殺し、皮を剝はぐイメージだった。

　強きよう靭じんな肉体、並々ならぬ覇気、凛り々りしく獰どう猛もうな性質。

　それは生粋の狩人かりゆうど。神の子にして英雄。

　右手で振り上げし棍こん棒ぼうと、左手に纏まといし獣の皮。

　その姿は有名だ。誰だれだって一度は目にしたことがあるだろう。

　冬の夜空に浮かぶ星座の中で最も有名だと言ってもいいかもしれない。

「ギリシア一の狩人、オリオンッ！」

　──これがこの男の正体だ。

　そう認識した瞬間、かぁっと身体が熱くなった。細胞の全すべてが一気に活性化し強烈なエネルギーを放ったように全身が軽くなる。

　三日月形の弓の輝きが一層増したように見えた。

　続けて頭の中で新しい旋律が駆け巡る。次々と浮かび上がる歌詞スペル。それを取捨選択し、正しい幻創曲うたへと導いていく。

　次に思い描くのはその最後だ。オリオンの物語の終しゆう焉えん。

　パラ、パラ、パラ、と幾つものイメージが切り替わった。

　そのひとつは巨大なサソリ。その毒針に刺され絶命するオリオン。

　確か星座の解説にもそんなことが書いてあったような気がする。

　だからオリオンは星座になった後もサソリを恐れ、さそり座が西に沈むまでは決して姿を現さず、さそり座が東の空に現れると西に沈んでしまうと。

　けど、それだったらトイボックスから現れるのはサソリのはずでこの弓ではないはず。

　って違うか。

　神話にはいくつものエピソードがある。伝承の数だけ、その物語は姿を変える。そして、どの物語も真実なのだ。

　であれば、サソリの毒針も真実のひとつ。そして、それはわたしの射るべき矢だ！

　そう確信した途端、右手が燃え上がるように熱くなり、そして明日香の手の中に一本の矢が創造された。

　サソリの毒針をイメージした一本の矢。

　今までの矢とまるで違う、圧倒的な存在感。目の前の巨人を必ず打ち滅ぼすという強烈な意志がそこに込められている。

　弓ゆん手でをまっすぐにオリオンに向け、弦に矢をつがえる。

　射る先はオリオンの頭。

　弓が大きく脈打ち、明あ日す香かの心象世界がさらに場面を変える。

　いくつもあるオリオンの死のエピソード。その中でも最も代表的なものと呼べるエピソード。

　オリオンの恋人であり当代随一の弓の名手であるこの弓の持ち主。

　狩猟、純潔の女神であり後に月の女神ともなった、ゼウスとレートーの娘──その名はアルテミス。

　弓の形状が、放つ色が、最初から答えを示していたのだ。

　キリキリ、と弦を引き絞る。三日月型の弓は大きくしなり半月に、引きつけられた弦と合わせ満月と相成った。

　発光──アルテミスの弓が眩まばゆいばかりに光を放ち、サソリの針を模した矢は深い朱色に染まる。

　その光を前に、オリオンの動きが止まった。立ちすくむように、その動きが完全に停止する。

「これで終わりよ、ギリシア一の狩人かりゆうどさんっ！」

　叫びと共に明日香が矢を放つ。

　ひゅんっ、と弦が空気を鳴らし、鋭く矢が打ち出される。

　空気を引き裂き、甲高い音を響かせながら矢は一直線にオリオンの頭を目掛けて飛ひ翔しようしていく。

　明日香は瞳ひとみを閉じ、ただ自分の手に残る余韻だけを感じていた。

　矢の行き先を確認するまでもない。

　アルテミスの矢がオリオンに向かって放たれた。それはつまり、




　──ギャァァァァアアアアアアアア！！！！！！！！！！




　こういう事だ。

　静かに瞳を開ける。矢は見事にオリオンの頭を撃ち抜き、オリオンは断末魔を上げながら崩れ落ちる。

　そして、その身体は空気中に溶けるように消滅した。

　すぐさま明日香は地面を蹴けって、一気にアナスタシアまで接近する。勢いそのままに手刀をアナスタシアの首筋に突きつけた。

「どうする？　まだ続ける？　けど、接近戦はわたしの十八番。この体勢になったらあなたに勝つ見込みは無いと思うけど？」

「そうね、私の負けね。お見事です」

　アナスタシアは素直に負けを認め、日に本ほんチームの決勝進出が決まったのだった。





　　◇◇◇






「かなり緊張しているみたいですね、シルヴィさん」

「ええ。シルヴィにとっては初めての大舞台だから」

　明あ日す香かの試合が終わりステージ上では次の試合、シルヴィさんＶＳモニカさんの試合が始まろうとしていた。

　どうせだったら一緒に観戦しましょうってことでメアリーさんに誘われたわけだけど、そのメアリーさんも少し緊張気味の様子だ。

「勝てますかね？」

「勝率は一割も無いと思う。さっきはそれなりの勝算があるように言ったけど、正直に言えば今のシルヴィにモニカの相手は酷だと思うから」















「じゃあ、なんでメアリーさんが出なかったんですか？」

　明あ日す香かじゃないけど、それじゃあ最初から勝負を投げているようなものだ。

　そして、今はそんな余裕のある状況でも無いはずだ。

「それも前に言った通り。ここでモニカと戦うことがシルヴィにとって大きなプラスになると思ったから。来月の祭典に向けて」

　ステージ上を見つめながら、メアリーさんは続ける。

「姫ひめ咲さき明日香が決勝まで温存されるようだったら、ここは私が出場した。日に本ほんとフランス、どちらかが確実に決勝に進出する必要があったから。だから、彼女が準じゆん決けつに出ると聞いて、私は安心してシルヴィにこの試合を経験させるという決断をすることが出来た」

「随分と評価してるんですね、明日香のこと。いくら出るからと言って、確実に勝てるわけでもないのに」

　相手もロシアの宝石歌姫ビジユカンタトリス。その実力に大きな差は無い。

　事実、さっきの試合も紙一重の戦いだったと言える。

「絶対に勝たないといけない時の姫咲明日香の強さはずば抜けているから。だから、あえて彼女を追い込むために事前にシルヴィの出場を話したって部分もある」

　さらっと、何でもない風に涼しい顔で言うメアリーさん。

　やっぱりこの人は策略家だなあ。表情も声音もほとんど変化しないから、何が本音で何が噓うそかもわからないし。見事なまでのポーカーフェイスだ。

「でも同じくらいに、いいえ、それ以上にタケルくんのことも評価してる」

　ステージ上を見つめていた視線を僕の方へと移す。そのエメラルド色の瞳ひとみに見つめられて、僕の心臓は大きく跳ねた。

「い、いや、お世辞はいいですって」

「お世辞なんて言わない。というか、タケルくんのことを評価していなかったら、やっぱりこの準決勝は私が出場した。そして、何としてでも日本とフランスで決勝を戦えるように場を整えた」

「ええと、それはつまり、決勝で負けるようなことになったら許さないとプレッシャーをかけてますか？」

　つまり、僕達であれば決勝にイタリアが勝ち残った場合でも勝てると信じてくれているわけで。

「イタリアが勝ち上がった場合はそう。もしシルヴィが勝利したら、私がタケルくんの稽けい古こをつけてあげるけど」

　宝石歌姫のメアリーさんに実戦で稽古をつけて貰もらえるのはなかなかに有意義だ。けど、

「決勝の相手がメアリーさんになったとしても、僕達は勝ちますよ」

　僕と花か穂ほがコンビを組んで大会に出られるのは今日が最後になるかもしれない。

　だから、たとえ誰だれが相手でも絶対に負けるわけにはいかないのだ。

「うん、その発言を聞いて安心した。もちろん、実際に戦うことになったら私が勝つけど。タケルくん、コテンパンだけど」

　宝石歌姫ビジユカンタトリスとしてのプライドからか、メアリーさんは少しムキになってそう言う。

　こういうところでムキになる感じとかは、ほんとシルヴィさんとそっくりだ。

　思わず頰ほおが緩んでしまいそうになる。

「はい、じゃあ僕とメアリーさんが決勝で戦えるように、シルヴィさんの応援をしましょう」

　シルヴィさんは相変わらず緊張した様子でステージ上でキョロキョロしている。

　ただでさえ白い肌が更に真っ白になっている様子がステージ後方の大型スクリーンに映しだされていた。

　唇もかなり紫色に近い色になっていた。

「シルヴィさん、緊張しすぎじゃないですか？」

　シルヴィさんの隣には、奏士トルヴエールの人が立っている。けど、さっきから一度も顔を合わせていない。

　もちろん拒絶しているわけではなく、緊張のあまり視野が狭くなっているだけだろうけど、その姿がなんだか昔の、心を閉ざしている時のシルヴィさんの姿に見えてキリリと胸が痛んだ。

「うん、これはちょっと良くないかも。ローランも良い奏士だけど、シルヴィの場合はちょっと特殊すぎるから。これはやっぱりタケルくんにお願いするしかないみたい」

「へ？　僕にお願い？」

「うん。シルヴィに向かって声をかけてあげて欲しいの」

「それは構わないですけど、聞こえないと思いますよ」

　ステージとこのスタンド席の間には百メートル近い距離がある。

　さらに会場を埋め尽くす二万人の観客の大歓声。どれだけ大声で叫んだところでひとりの人間の声がステージまで届くことはあり得ないだろう。けど、

「大丈夫。シルヴィは絶対に気づくから」

　メアリーさんは自信満々にそう言い放った。

「だから、私の言うとおりの言葉をシルヴィにかけてあげて」

「わ、わかりました」

　僕は椅い子すから立ち上がって、手をメガホンのようにして口元にあてる。

「まずは、シルヴィさん、頑張ってください」

「シルヴィさ─────ん、がんばってくださ─────い！！！！！！！！！！！」

　僕がそう声をかけると、大型スクリーンに映しだされているシルヴィさんの身体がびくんっ、と反応した。

　続けて、顔を上げてキョロキョロと周囲を見回し始める。その口が何か三文も字じを繰り返し呟つぶやいていた。

「ほら、タケルくんの声ならちゃんと届く。あの口の動き、間違いなく、タケルって言ってるでしょ？」

　そう言われると確かにそんな感じもするけど。

「ほら、続けて。シルヴィさん、僕がついてるから大丈夫です。自信を持っていきましょう」

「シルヴィさ────ん、僕がついてるから大丈夫で───す！！！　自信を持っていきましょ──────！！！！！」

　すると、今度はキョロキョロしていたのを止めて、じっと僕とメアリーさんの座っている方向にシルヴィさんの視線が向いた。

　遠いから実際には見えないけど、スクリーンに映るシルヴィさんはまっすぐに僕のことを見ていた。

「うん、やっぱりシルヴィに対してタケルくんの声援の効果は抜群ね」

　満足そうに頷うなずくメアリーさん。

　って、本当に聞こえてるんだ!?　この隣の人の声でさえもなかなか聞き取りづらい大歓声の中で。

「シルヴィ、さっきまでの顔色と全然違うでしょ？」

「言われてみれば確かに」

　蒼そう白はくだった顔には血の気が戻り、紫色になっていた唇もいつも通りのピンク色になっている。

「ここでもうひと押し。この一言をタケルくんが言えば、シルヴィは間違いなく普段通りの実力を、いえ、それ以上の実力を発揮できるはず。タケルくんはシルヴィに勝って欲しいよね？」

「もちろんです。何を言えばいいんですか？」

「シルヴィさん、この試合に勝ったら僕がなんでも言う事をひとつ聞きますよ。はい、どうぞ」

「シルヴィさ───ん！　この試合に勝ったら僕がなんでも言う事をひとつ聞きますよ─────!!　って、なんでですかっ!?」

　思わずメアリーさんにノセられてとんでもないことを言ってしまった。

　その瞬間、シルヴィさんの瞳ひとみの中にメラメラと燃える炎が見えた。

　僕の隣ではメアリーさんが相変わらずの無表情のままで小さくガッツポーズをしている。

「タケルくん、男の子だったら一度口にしたことはちゃんと守るよね？」

　そして無表情のまま、ものすごいプレッシャーをかけてきた。

「あ、いや、その、なんでもって言うのは」

「大丈夫。シルヴィはまだまだお子様だから。そんな大したお願いはしないはず」

　言われてみれば、それはそうかもしれないけど。

「それに相手は宝石歌姫ビジユカンタトリスのモニカ。もし勝てたとしたらそれくらいのご褒美があっても良いと思う。タケルくんがシルヴィのお願いを聞いてくれたら、代わりに私がタケルくんのどんなお願いでも聞いてあげるから」

　メアリーさんの瞳ひとみの中に真剣な色が混じる。やっぱり妹思いの良いお姉ちゃんなんだよね、メアリーさんって。

　同じ妹を持つ身としては、妹のために何かをしてあげたいって気持ちもよくわかるし。

「わかりました。シルヴィさんがモニカさんに勝利したら、シルヴィさんのお願いを聞きますよ。もちろん、僕が出来る範囲内でですけど」

「うん、ありがとう。私もタケルくんのお願いを聞くために、首輪とスク水の用意をしておく」

「なんで僕のお願いがものすごくマニアックなものになっているんですかっ！」

　首輪とスク水を使ってどんなお願いをするんだよ僕は！

　その姿のメアリーさんをちょっと見てみたい気もするけどっ！　ってそうじゃなくて！

　そして、そんな僕を見て、メアリーさんは嬉うれしそうに微笑ほほえんだのだった。







「でも、実際問題、どうすれば勝てるんですかね、モニカさん相手に」

　来武ライブ開始の合図を目前にし、ステージ上の緊張感は高まっていた。

　そして緊張感が高まれば高まるほど、モニカさんの放つ殺気とも呼べるオーラが高まっていくのがここからでもわかった。

　観衆の目を引きつける鮮やかな真紅の髪。睨にらんだ相手を焼きつくさんばかりのルビーレッドの瞳。

　その身を包むステージ衣装も上から下まで全すべて赤。存在そのものが炎と言ってもいいくらいに熱く燃え盛っている。

　その存在感を前にしたシルヴィさんは、蛇に睨まれた蛙かえる、猫に追い詰められた鼠ねずみ。

　贔屓ひいき目に見ても勝てる見込みを見出すことは出来なかった。

「モニカとの試合は単純明快。別に倒す必要はないの」

「倒す必要がない？　どういうことです？」

「モニカはあの性格通り攻撃一辺倒。それもすべてが一撃必殺の放射系。そして、ＩＣＣのルールでは同じ幻創曲は一度しか使用することが出来ない」

「それってつまり、モニカさんの幻創曲が尽きるまで耐え抜けばいいってことですか？」

「うん。さすがタケルくん、察しがいいね」

　パチパチと真顔のまま拍手をするメアリーさん。

　めちゃくちゃ気軽な感じで言ってるけど、

「それってものすごく難しいことなんじゃ？」

「うん。さっきも言った通りモニカの幻創曲まほうはそのすべてが一撃必殺だから。並大抵の力じゃ防ぐことは出来ない。実際、モニカと対戦する歌姫カンタトリスの内の九割が一曲目でノックアウトされてる。一曲目が一番威力が弱いのに」

　うへえ、さすが宝石歌姫ビジユカンタトリスだ。やっぱり実力は圧倒的なんだな。

「で、それを、何曲耐える必要があるんですか？」

「全部で十曲。一曲あたり六秒。つまりたったの一分間耐えればいいの」

　たったの一分って言われると簡単そうに聞こえるけど、実際に対戦するとその一分がとてつもなく長く感じるんだろうな。

「逆に言えば、そのたったの一分間に十もの魔法を完成させられる速攻力がモニカの一番の優位性とも言えるけど」

「ああ、確かに。最初の一撃が来るまでにたったの六秒。それまでにまともな魔法を歌い上げる歌姫はかなり少ないでしょうね」

　一曲目でノックアウトされている九割の内、何人かはもう少し時間が貰もらえれば耐えることも出来るのだろう。

　まあ、それをさせないのがモニカさんの強さなんだけど。

「で、シルヴィさんはそれに対抗できるんですか？　電想劇場エレクトリカルシアターを使う感じですか？」

　宝石歌姫であるメアリーさんの代名詞的な電想劇場。風属性の最上位に位置する空想電子結界魔法。

　そんな凄すごい魔法をこの前の学院祭の時、シルヴィさんは見事展開してみせた。

　あの劇場内にモニカさんを引きずり込むことが出来れば十分に勝機はあるだろう。

　けど、僕の言葉にメアリーさんは首を振った。

「正直に言えば、私たちとモニカの相性は非常に悪い。電想劇場の一番の弱点は発動するまでの歌唱時間の長さだから」

「ああ、そう言えばそんなことを言ってましたね」

　その弱点をカバーするためのひとつの手段が多重電想だ。しかし、今回はシングルマッチなのでそれも出来ない。

「それにシルヴィが電想劇場を展開できるのはタケルくんが奏士トルヴエールの時だけ」

「へ？」

　いきなりの予想外の言葉に驚いてしまう。

「別に驚くようなことでもない。シルヴィにとってタケルくんは特別な存在。シルヴィの能力を完全に引き出せるのはタケルくんだけ」

「い、いや、そんなことないですよ。僕はただ必死にやってるだけですし」

「そんなことある。ほら、見てみて」

　メアリーさんに促されてステージ上に視線を移すと、ちょうどシルヴィさんが調律をする瞬間だった。

　奏士トルヴエールの男性の手の甲に一瞬だけ軽く口づける。それは学校の演習の時と同じ調律だ。

「タケルくん以外の奏士への調律はあれだけ。対して、タケルくんへの調律はどこにすることをシルヴィは望んだ？」

　メアリーさんが僕の瞳ひとみを覗のぞきこんでくる。わざわざ思い返すまでもない。

　学院祭の時のシルヴィさんとの初めての調律は鮮烈に脳内に刻まれているのだから。

「それだけでもタケルくんがシルヴィにとって特別な存在だってわかる。だから、私は簡単には諦あきらめない」

「諦めないって？」

「タケルくんをフランスうちにスカウトすること」

「あ、あはは……」

　メアリーさんに真剣にそう言って貰もらえるのは凄すごく光栄なことなんだけど、まあ、色々とあるしな。

「は、話を戻しますけど、それじゃあ、やっぱり相当難しいですよね。シルヴィさんが勝つのは」

　ただでさえ相性が良くない上に僕が奏士でないと電想劇場が使えないっていうのが本当であれば。

「うん、難しい。けど、不可能ではないと思ってる。だからこの試合、シルヴィを出場させたわけだし。電想劇場はあくまで私の幻創曲まほう。シルヴィはシルヴィで自分に一番あった幻創曲を創つくりだした」

　どこか誇らしげにメアリーさんがそう言った。

「へえ、それはどんな魔法なんですか？」

「もう来武ライブが始まる。だから、見ていればわかる」

　その言葉とほぼ同時に『来武開始っ！』のアナウンスが場内に流れた。

　そして一斉に響きだす奏士たちの奏でる旋律。

　まず最初に耳に飛び込んできたのはモニカさんの奏士が奏でる轟ごう音おんのギターサウンド。

　ディストーションをガンガンに効かせた荒々しく硬質な歪ひずんだ音。そこに重なる雄々しいモニカさんのシャウト。

　それはもはや歌声と言うよりも魂の叫びだ。

　ビリビリと空気を、そして聞いてる者すべての心を震わせて生み出される灼しやく熱ねつの炎。

　一方、シルヴィさんの奏士トルヴエールが鳴らすのはキーボードの音色だ。シンプルで力強く、一度聞いたら耳に残るそんなメロディ。

　そこに絡まっていくシルヴィさん自身の奏でるバイオリンの音色。すんなりと僕の耳に入ってきた。

「って、シルヴィさんのこの楽曲、もしかしてアニメの？」

「そう。基本ベースになっているのはアニメソング。というか、シルヴィの大好きなアニメのオープニングをあの子なりに解釈して再構築したものと言ってもいい」

「大好きなアニソンの再構築、ですか？」

　幻創曲は歌姫カンタトリスの願望を根幹に創つくり出だされるものだ。だから、既存の曲の再構築するってのはいまいちピンとこなかった。

　そんな僕の思考を読み取ってか、メアリーさんが続けた。

「タケルくんも知っての通りシルヴィは小学生の頃ころからずっとぼっちだった。友達は出来ず、遊びにも行かず。そんなシルヴィの楽しみは部屋でひとり大好きなアニメや漫画を見ること。最初は単なる現実逃避だったと思う。けど、現実では心を閉ざし、空想の世界に没頭する時間が長くなるにつれ、シルヴィにとっての比重は現実よりも空想の方が大きくなっていった」

　そう語るメアリーさんの表情はどことなく苦しげにも見える。

　こうして話してみるとよくわかる。メアリーさんはシルヴィさんのことが大切で大好きなんだ。

　だから、現実で打ちのめされ心を閉ざしていくシルヴィさんを見ているのが辛つらかったのだろう。責任も感じていたはずだ。

「やがて、シルヴィの部屋から漫画のセリフを音読したり、作中に出てくる必殺技の練習をする声が聞こえてくるようになった。男の子だったら子供の頃に一度はやってみたことがあるかもしれない。両手を前に突き出してかめ○め波を出す練習をしてみたり、最近だと両足を擦りながらギ○２セカンドって言ってみたり。人間誰だれしもそういうのに憧あこがれる気持ちはあると思うし、ごっこ遊びは世界共通の遊びだからその事自体を否定したりしない。私だって幼稚園児の頃に魔女っ子の真ま似ねとかしていたし」

　僕にも当然経験はある。やっぱりかめ○め波の練習は基本だよなあ。お風ふ呂ろ場ばとかでよくやっていたなあ。

「でも、中学三年生にもなって本気で何百回も繰り返しど○ん波の練習をしている妹の姿を見た時、私は静かに涙した」

「あ、ああ……」

　そ、それは痛い。っていうか、中学三年生でそれは、さすがに色んな意味で痛すぎますよシルヴィさん！

　でも、その姿が簡単に想像できてしまって、なんかちょっと可愛かわいいなって思う気持ちもあったりして、少し複雑な心境だ。

「ある日、私は思い切ってシルヴィに何してるの？　と訊きいてみた。遠まわしに姉の気持ちを察してという思いを込めながら。けど、シルヴィはどこか得意げに『修行です』と答えた。私はあの時ほどもっとちゃんと妹と向き合っていれば良かったと後悔した時はなかった。けど、全部手遅れ。私が何かを言えば言うほどシルヴィは頑かたくなになってしまう。そしてより私の事を避けていく。私の言葉はシルヴィには届かなかった」

　淡々とした声音の中に微かすかな悲しみが混じっていた。

「だから環境を変えてみようと思った。実家を離れて、シルヴィと同じく歌姫カンタトリスを目指す同年代の子たちが集まる場所で生活してみれば色々と変われるかもしれない。私はそう思って、国に掛けあってシルヴィをカンタトリス音楽院に入学させてもらった。結果はますますシルヴィを追い込むことになった」

　同年代の子たちと比べられ、蔑さげすまれ、奏士トルヴエール研修生たちからは避けられ。現実はますます辛つらいものになり、空想に逃げ込む比重もさらに増えていったのだろう。

「だから、そんなシルヴィを救い出してくれたタケルくんには本当に感謝してる」

　その真まっ直すぐな言葉に照れくさくなってしまう。

「前にも言いましたけど、僕は特別なことは何もしていないですって。ただシルヴィさんと友達になりたかっただけですから。だから、感謝されるようなことじゃないんです。僕だって友達になれて嬉うれしかったんですから。っていうか、微妙に話がずれてきているような」

「そんなことない。シルヴィのやっていた修行。漫画やアニメの世界への逃避。私はそれを何の意味もない行為だと思っていた。けど、実際は違った」

「え？　まさかどど○波の練習が意味あったって言うんですか？」

「うん。だって、いつだってシルヴィは本気だったのだから。本気でその作品の中に自分を登場させ活躍させる妄想をしていた。他人の創つくりだした世界の設定ちからを利用して自分を主人公にした理想の物語を構築する。二次創作。つまり創造の再構築」

　メアリーさんの声に力がこもる。

「すべてを一から創りだしたわけじゃない。借り物の世界。あくまで偽物。他人から見れば愚かな行為かもしれない。蔑まれる事なのかもしれない。けど、そこに込めた想おもいは本物。あの子の想いは、願いはいつだって憧あこがれから生まれるの。あの子の本質は創造クリエイトじゃなくて、どこまでいっても編集アレンジ。けど、それがシルヴィにとっての最強の武器になる」

　ああ、なるほど。

　僕はメアリーさんの言いたいことが何となくわかった。

　漫画やアニメへの憧あこがれ。もっと遡さかのぼれば、一番最初の憧れは姉であるメアリーさんだろう。

　メアリーさんのようになりたい。その想おもいから歌姫カンタトリスを目指し、模倣していた。

　結果、シルヴィさんは落ちこぼれていった。

　他人の想魔い法を真ま似ねたところでそれを使いこなすことなんて出来ないのだから。

　メアリーさんの幻創曲を真似て創つくっても、それはただの劣化コピーにすぎない。引き起こされる現象まほうも限りなく劣化してしまう。

　でもシルヴィさんは魔法を真似していたわけじゃないんだ。シルヴィさんは、メアリーさん自身を真似していた。

　魔法という単一の現象をコピーしようとしたのではなく、メアリーさんという世界そのものを自分向けに再構築していた。

　だからこそ発現できた電想劇場エレクトリカルシアター。

　電でん子しの翠すい玉ぎよくにしか扱えない最高位魔法を、電想劇場を操る電子の翠玉自体をコピーするという行為で見事に再現してみせたのだ。

「じゃあ、このシルヴィさんの魔法は──」

「あの子がずっとひとりで二次創作アレンジをし続けてきた大好きな世界から取り出した最強の必殺技。制作者が作品に込めた想いに、強烈なまでの憧れを上乗せして作り上げた二次創作フエイク。純度で言えば原作オリジナルに勝てないけど、その分、元があるのだから創り上げるのは速い」

　モニカさんのシャウトから生み出されるのは巨大な火の玉。熱気の篭こもっていた会場内の温度を更に上昇させた。

　遠くから見ていてもその威力の高さを感じられる。それが高速でシルヴィさんへと飛ひ翔しようしていった。

　けど、シルヴィさんが両手を前に突き出す。と同時にシルヴィさんの目の前には棺かん桶おけを思わせる氷の壁が姿を現した。

「あれは水みず瓶がめ座の衣を纏まとう聖なる闘士の技を模した物。愛まな弟で子しをその中に閉じ込めた絶対零度に近い温度を持つその棺桶は炎の攻撃に対する防御としては最適」

　メアリーさんの言葉通り、九割もの歌姫を打倒してきた圧倒的な初撃。それをシルヴィさんの創りだした凍こおれる棺桶は見事にその一撃を弾き返してみせた。

　大型スクリーンに映しだされたモニカさんの表情は一瞬驚きが浮かび、すぐさま猛もう禽きん類を思わせるふてぶてしく攻撃的な笑みに変わる。

『ったく、クレアみてえな真似を！　しゃらくせえっ！』

　会場中の空気を震わせるモニカさんの一喝。

　続けざまに放たれる二つ目の魔法。

　モニカさんの周囲に創つくり出だされた七つの小さな火球が尾を引きながらシルヴィさん目掛けて飛ひ翔しようしていく。

　それも直線的ではなくそれぞれの火球が思い思いのラインを描きながら。

「これはあの氷壁じゃ防ぎ様が無いですよ」

「うん。そんなこと、シルヴィだってわかってる」

　メアリーさんがそう言うなりすぐにシルヴィさんは目の前の氷壁を消した。と同時に両手を重ね合わせるようにすると、そこから光り輝く剣が現あらわれた。

「あ、あれは？」

「霊力で創った剣という設定。あのくらいの大きさの火球には効果抜群」

　迫り来る火球に対して、シルヴィさんはその剣を構えてみせ、

「なっ！　打ち返したっ!?」

　まるで野球のバッターのように次々と迫り来る火球を打ち返してみせる。

「今風に言えばイ○ロー流首位打者剣、ってところかしら」

　あ、ああ、そう言えばあの名作漫画にそんな展開あったなあ。

　自信を持って放った二の矢までを防がれたモニカさんの顔には信じられないといった表情が浮かんでいた。

　つい先月まではカンタトリス音楽院の学生だった、それも成績で言えば最下位とも言える落ちこぼれ学生。















　そんなシルヴィさんに対しての油断もあったのだろう。

　驚きよう愕がくの表情はやがて怒りへと変化していく。鋭い目がつり上がり顔は紅潮する。

「これで頭に血が上って冷静さを欠いてくれると良いんだけど」

　隣でメアリーさんがぽつりと呟つぶやいた。

　確かにそうだ。思いがけないシルヴィさんの新しい幻創曲まほう。ここまではモニカさんと対等に渡り合えていると言えるだろう。

　けど、地力で言えばやっぱりモニカさんの方が上位であるのは間違いない。

　だから、それを覆すためにもモニカさんが本来の実力を発揮できない精神状態に持っていく。作戦としてはそれが非常に有効なはずだ。

「けど、やっぱダメみたい。さすがモニカ、怒りに我を忘れて取り乱すような無様な真ま似ねはしないか。逆に悦よろこばせちゃったみたい」

　ニヤリと、大型スクリーンに映しだされたモニカさんは凄すごみのある笑みを浮かべていた。

　ここにきて、ようやく目の前のシルヴィさんを正式な敵と認めたように。チロリと舌なめずりする。

　獲物を目の前にした蛇の様に。

　そこからは圧倒的だった。

　モニカさんの雄々しいシャウトと共に繰り出される灼しやく熱ねつ、業火、爆炎、轟炎。

　シルヴィさんも何とか四つ目の魔法までは凌しのぎ切った。しかし、地力の差は埋めようがなく、




　──きゃぁぁぁぁぁぁっ！！！！！！！！！！！！！




　モニカさんの五つ目の幻創曲が創つくりだした粉ふん塵じん爆発の一撃を食らい、場外へと弾はじきだされた。

　しんと静まり返る場内。

　ステージ中央には高温のあまり青く燃え盛る炎を身にまとったモニカさんが仁王立ちしていた。

『勝者、イタリア代表、モニカ・フェリッリ！！！！！！！！！』

　勝ち名乗りを受け、モニカさんが右手を突き上げる。その瞬間、会場は大歓声と大きな拍手に包まれた。

「負けちゃいましたね」

「ええ。でも十分に収穫はあった」

「そうですね。あのモニカさんの攻撃を四発目まで防いだわけですし」

「うん。でも、私が一番大きな収穫だと思ったのは今のシルヴィの姿」

　メアリーさんが指差すその先。そこで、シルヴィさんは泣いていた。

　モニカさんの炎で焼かれ華やかな衣装はボロボロ。ススまみれの顔。あれだけの激しい攻撃を受けたのだ。怪け我がだってしているだろう。

　ダメージの大きさに地面に座り込んだまま動くことも出来ず、ステージ上に君臨する宝石歌姫ビジユカンタトリスを見上げながら、シルヴィさんは泣いていた。

「結果を見れば間違い無く大健闘。会場の拍手の半分はシルヴィの健闘を讃えてのものだと思う。お客さんたちはシルヴィに対してよくやったと言っている。それだけモニカとシルヴィの間にある力の差は大きいってこと。なのにシルヴィは泣いている。悔しくて。モニカといい勝負したことを喜ぶではなく、決して満足することなく、モニカに勝てなかったことが悔しくて泣いている。これはシルヴィにとってとても大きいこと」

「はい、そうですね」

　シルヴィさんはきっと、まだまだ強くなれるだろう。

　宝石歌姫を憧あこがれの対象としてだけではなく、乗り越え倒すべき相手として意識しているのだから。

「さあ、次はタケルくんの番。次の試合、絶対に負けるわけにはいかない。だから、頑張って」

「はい。任せてください。必ず勝ってみせます！」

　僕は胸を張ってメアリーさんにそう宣言した。





　　◇◇◇






「まさかこんな展開になるとはな」

「さすがにやりづらいよね、これは」

　カンタトリス記念コロッセオのステージ上。僕の目の前に立つ男女──マイルズとアーシアはバツの悪そうに苦笑いしていた。

　多分、僕達も同じような表情をしているだろう。

　フィフスジャッジメント第五トーナメント決勝、日に本ほんＶＳイタリア。その決戦の場で僕達の対戦相手となったのはアーシアとマイルズのペアだった。

　学院が事実上解散状態になり、生徒たちはそれぞれの国に帰っていった。だから当然こういう展開も起こりうるだろうけど、それがいきなり起こるとは。

「ここまでくるとほんとに腐れ縁よね。ま、花か穂ほたちが相手だったら相性が良いからやりやすいけど」

　アーシアがにやりと勝ち気な笑みを浮かべる。

　確かに今までの戦績を考えればアーシアたちが圧倒的に有利だ。

　というか僕と花か穂ほのコンビでの勝利は一度も無いので、誰だれと戦ったとしても戦績を見たら僕達の不利なんだけど。

　だけど、今までの戦績なんてまったく関係ない。

「ふっふっふっ、アーシアちゃん。今回の私とタケルさんは今までと一味も二味も違いますよ」

「そういうこと。僕と花穂がこの一ヶ月で驚くほどの成長を遂げたからね」

　実戦で試したわけではないけど、僕の感覚で言えば宝石歌姫ビジユカンタトリスを相手にしてもそれなりに戦うことが出来ると思う。

「ふん、それはこっちも同じだってば。あたしたちだってモニカ姉さんにみっちり鍛えて貰もらったんだから。成長してるのは自分たちだけだと思ってたら、ま～た痛い目みることになっちゃうよ、先輩」

「モニカの姐サンが俺たちに決勝を任せた。その意味をよく考えてみることだな」

　アーシアとマイルズも一歩も退かない。そこには相当の自信があるようだった。

　シルヴィさんといい、親友とも呼べる仲間が成長していく。それは純粋に嬉うれしいことなんだけど、

「ちなみに訊きくけど、この試合、本気で勝ちに来るつもりか、マイルズ、アーシア」

　それはつまり、イタリアの──というより母さんたちの、ＣＳＵの掲げる歌姫カンタトリス至上主義に賛同しているのかという意味。

　その問い掛けにマイルズは一瞬苦々しい表情を浮かべた。けど、すぐにいつもの飄ひよう々ひようとした表情に戻る。

「ま、ぶっちゃけ俺にはよくわかんねえんだよ。何が正しいのかとかさ。学校がいきなり襲われて占拠された時は悔しかったし、ムカツイたし、次の日のテレビ演説を見た時は無茶苦茶言ってるなって思った。それにウチの国が関与してるって聞いて軽くパニクったよ。けどよ、国に戻って政府の偉い人とかモニカの姐サンから話を聞いたらさ、ま、そういう考え方もあるかなって納得した部分もあった。決してみんなを悪いようにはしないって言ってくれたしさ」

「あたしも全部を認めてるってわけじゃないけど、魔法をもっと皆のために役立てるってのには賛成だし、何より国の代表として戦って欲しいって言われたらやっぱり断れないよね。自分の国、好きだし大切だし」

　そう言うふたりの瞳ひとみには迷いは無い。

「そっか。んじゃあ、やっぱり僕達の敵だな、ふたりは」

「そういうこと。でなきゃ、このステージに上がったりはしないよ。ステージに上がったってことは、つまり先輩たちをぶっ倒すって意思表示なんだから」

　自分を奮い立たせるようにして、アーシアがそう言った。

　ぎゅっと拳こぶしを握り締める。

　いつか、学院長が言ってたっけ。今は仲間でも卒業すればみんな敵同士。国の威信や責任を背負って戦うことになるって。

　まだこれは来武ライブだからマシなのかもしれない。これが本当の戦場だったりしたら。そう考えるだけで背中に冷たい汗が流れた。

　そして、そうならない為ためにも僕たちはこの戦いに勝利しないといけない。

　もしＣＳＵ側が勝利して歌姫至上主義的な世の中に移り変わるとしたら、その過程で大きな反発の起こる可能性は決して低くないと思うから。

『歌姫カンタトリス同士が勝手に決めた勝敗で納得できるか』

『どうせ裏では最初から話がついてたんだろ？』

　そんなことを言われる可能性は大いにあるし、そうなってしまったら武力を持って立ち上がる人たちだって出てくるだろう。だから、

「僕達は絶対に負けない。今までの借りをここで利子を付けて返してみせる」

「そうです。私とタケルさんの本当の力を見せつけてあげます！」

　花か穂ほも僕に続く。

「おう。ま、どっちが勝っても恨みっこなしでいこうぜ」

「勝つのは当然あたし達だけど。今回もいつもと同じように熱く燃やしてあげるから」

　僕達四人の視線が交錯し、互いに握手を交わし、そして開始位置へと別れた。

　会場はしんと静まり返っていた。

　会場を埋め尽くす二万人の視線がステージ上に集まっているのを感じる。

　この対戦の結果が今後にどんな影響を与えるのか、みんな分かっているのだ。

　そして、その大事な一戦にどちらの国も音楽院上がりのルーキーを出場させている。その事に対する戸惑いもあるのだろう。

　宝石歌姫ビジユカンタトリスが出てこないことに対する肩透かし感と、ルーキーに対する期待感。その他もろもろ、なんとも言えない不思議な雰囲気が会場を支配していた。

「おっし、いっちょ僕達の力をみんなに見せつけてやろう」

「はいです！　全力全開、新曲でいきますので、きっと皆さん度肝を抜かれると思いますよ」

「うん、そうだね。きっと色んな意味で度肝抜かれるね」

「い、色んな意味ってどんな意味ですか？」

「まずは何と言ってもあのビジュアル。さすがにあそこまで生々しいのは誰だれも想像してないだろうし」

「うぅ、そ、それを思い出させないでくださいよー」

「しかもこれって全世界テレビ中継されてるんだよな。放送倫理的に大丈夫なのか？」

「だ、大丈夫です！　っていうか、ただの植物ですから！　た、タケルさんは色々と創造の過程を知っているからエッチに感じるかもしれませんけど、他の人には普通に植物にしか見えませんから！」

「う、うん、そうだね」

　いや、確実にあのエロさは皆に伝わると思うけど。

「そ、それよりも、そろそろ調律をしないと」

　花か穂ほが上目遣いで僕のことを見つめる。

　ステージの反対側ではすでに調律を終えたアーシアとマイルズがこっちを見ていた。

　あいつらの場合、頰ほおに軽くキスだからな。気も楽だよな。

　僕たちは唇に──っていうか、今回からは更にその上をしないといけないわけで。

　花穂の恥ずかしさを取り除くための秘策。それがまさに新しい調律なのだから。

「お、お願いします、タケルさん……」

　瞳ひとみを潤ませて、太ももをもじもじとこすり合わせながら花穂が呟つぶやく。

「お、おう」

　とは言いつつも、ちょっと気が重い。この後に返ってくる観客の反応と、この試合が終わった後の明あ日す香かのリアクションを考えると。

　けど、やらなければいけないわけで。

　この試合、絶対に負けるわけにはいかないのだからっ！　そう自分を奮いたたせる。

「じゃ、じゃあ、調律をするぞ？」

「は、はいっ！」

　そして花穂が静かに瞳を閉じた。顎あごを上げて唇を少し突き出すようにする。

　僕は花穂に近づくと腰に手を回しそっと抱き寄せた。

　ピトッと花穂の身体が僕に触れ、体重を預けてくる。ステージ上で密着する二人。

　唇で調律をするコンビはそれなりに存在するけど、それはあくまで調律であり、こんな風にまるで恋人同士のように抱き合うことはまず無い。

　ざわっ、と会場中が軽くざわついた。

　──ああ、やっぱり恥ずかしいな、これ。めちゃくちゃ注目を集めてるし。けど、これはまだまだ序の口で。

　ゴクリと生なま唾つばを飲み込む。視界に入るのは花穂のぷっくり艶あでやかな薄桃色の唇。

　そこに僕はゆっくりと自分の唇を近づけていく。

　おおぉ、とざわめきが少し大きくなる。そして、僕の唇と花穂の唇が、

「んんっ」

　マシュマロのような柔らかくて魅惑的な感触を伴って触れ合った。花か穂ほの鼻から漏れた甘い息が頰ほおに触れてくすぐったい。

　わ───────!!　という大歓声。そこに混じるブーイング。

　これで調律は完了だ。

　けど、僕達の調律はこれで終わりでは無い。

　もっと深く、もっとトロけるように、花穂の理性を溶かして、周囲の視線などまったく気にならなくなってしまうトランス状態に誘うまで深く混じりあう。

　花穂の唇を舌で割って、更にその先へと侵入する。

「ん、ふぁ……んんっ」

　花穂の吐息が漏れ、僕の舌に熱くぬめっとしたものが絡みついてきた。花穂の口内でぴちゃぴちゃと小さな水音が立つ。

　花穂はしがみつくようにして、更に僕にその身体を押し付けてきた。

　花穂の身体から立ち昇る、近くを飛ぶ虫を吸い寄せる花の蜜みつのような甘く魅惑的な香り。

　たわわに実った果実を思わせる弾力のある双丘。

「はぁ、はぁ……ん、ふぁ……」

　熱にうかされたように浅い吐息に、混じりあった唾だ液えきをコクリと音を立てて咽えん下かする花穂の喉のど。















　ふたりの感覚が、意識が、世界が混じりあい、融とけ合い、ゆらゆら揺れて、そしてどちらからともなく静かに唇を離す。

（花か穂ほ？）

　僕の脳内での問い掛けに、花穂の閉じていた瞳ひとみがゆっくりと開いていく。

　それは膨らんだ蕾つぼみがゆっくりと花開くように。新しい生を受けるように。

　どこかぼんやりとした瞳が僕を捉とらえた。

　口端がゆっくりと上がっていく。妖よう艶えんな笑み。その端から、つーっと一筋、唾液が糸を引いた。

　どうやら上う手まくいったようだ。

　花穂の興奮値を一定以上まで上げることによって入ることが出来るトランスモード。

　なんだけど、やっぱエロいな、このモードの花穂は。

　元々は清純そうで無邪気さのある童顔。そこに何とも言えない妖艶さが混ざって醸し出すアンバランスさがどうしようもなく男心をくすぐってくるのだ。

（準備はＯＫ？）

（いつでも大丈夫です～。私の身体をもっと熱くしてください～）

「よしっ！」

　気合いを入れなおしてアーシア達の方を向いたところで、




　──Ｂｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！！！！！！！！！！！




　ものすごいブーイングを受けていることに気がついた。

　アーシアたちは「うわ、この人ひと達、公衆の面前でなんてことしちゃってるんですかー。変態？　もしかしてそっち系の趣味の人？」という顔をしていた。

　いや、まあ、端から見たらそう見えるかもしれないけど、こっちにしてみれば非常に重要なミッションなんだって。

「で、始めていいかしら？」

　少し呆あきれ気味の表情で審判員が訊きいてくる。

「は、はい！　お願いします！」




「──それでは本日の大会の最終戦。フィフスジャッジメント第五トーナメント決勝戦、日に本ほんＶＳイタリア、来武ライブ開始ッ！！！！！！！！！！！！！！」




　こうして、僕達の戦いの幕が切って落とされた。





　　◇◇◇






（Shino's view）




「いよいよ始まりますよ、お姉さま」

「ようやくねー。まさか最終戦まで出し惜しみされるとは思ってなかったわよ」

　会場三階にあるＶＩＰルームの座席からステージを見下ろすふたつの影があった。

　ひとりは明るい栗くり色いろの髪に深いブルーの瞳ひとみが印象的な隻腕の女性──姫ひめ咲さきヒミコ。

　そしてもうひとりは艶あでやかな黒髪に漆黒の仮面の宝石歌姫ビジユカンタトリス──東雲しののめ詩し乃のだ。

「おらー、タケルー！　気合い入れていきなさいよー！　こんなルーキー相手に負けるんじゃないわよー！」

　そうステージ上のタケルに向かって声援を送るヒミコの顔は完全に母親のものだった。

「お姉さま、いくらご子息とは言え、堂々と敵のことを応援するのはさすがに良くないかと思いますよ」

　詩乃が呆あきれつつ諌いさめるも、

「いいのよいいのよ。今日は四つも勝ってんだから、ひとつくらい負けても問題ナッシング。っていうか、ひとつくらい負けておいた方がバランス的には丁度いいのよねー」

　まったく意に介さないヒミコ。

「それに母親ってのは無条件で子供のことを応援するもんよ。大体あんただって本当はタケルのこと応援したいんでしょ？」

「そ、そういう気持ちは無くも無いですけど、しかしアーシアとマイルズも私の可愛かわいい生徒たちですから贔屓ひいきは──ってそうじゃなくてですね！　私たちが敵方を応援している姿を誰だれかに、特に七人会議に与くみする連中に見られでもしたら色々とまずいと私は言ってるんですっ！」

「大丈夫よ、大丈夫ー。ここ、セキュリティ万全だから。あんたとあたし以外は入れないし、ここでの会話は絶対に外に漏れない。だから、あんたも安心してあたしの息子のことを応援しなさいな。なんだったらその仮面を外しちゃってもいいし」

　ヒラヒラと手を振りながら気楽に言うヒミコに詩乃はため息をこぼした。

　相変わらずというか、昔っからこの人の思考だけは摑つかめない。真剣かと思えば茶化して、フザケてるのかと思えば真剣で。

　何も考えてないようで綿密に計画を立てており、計算通りに進めているのかと思えば行き当たりばったりだったり。

　それでいて、本人の望む最良の結果を導き出す。

　ほんと敵に回しても味方にしても厄介な存在だ。

「ええと、お姉さま、念の為ために確認しておきますがこの革命、本気で成功させようと思ってるんですよね？」

「ん？　そんなの当然でしょ。でなきゃ、あんな危ない橋を渡ってまであんたをスカウトしに行ったりしないわよ。実際、腕の一本を取られちゃってるわけだしさ。こんだけのリスクと犠牲を払ってまで手に入れた状況なんだから本気に決まってんじゃん？」

　そしてヒミコはニヤリと壮絶な笑みを浮かべた。

「つうか、本気でやらなければ動かすことは出来ないしね。世界ってやつは」

　そのまま背もたれに体重を預け天井を仰ぎ見る。その視線は天井を射ぬかんばかりに鋭かった。

「動きますかね？　あいつらは」

「動くでしょ。結果がどっちに転んだとしても間違いなく。その為に、あたしは叩たたき起おこされたんだから」

「で、お姉さまはどっちに転がることを望んでいるんですか？」

「さっきも言ったでしょ。あたしはあたし達が勝利することに本気だって。あたしがあたしの言葉で世界に語ったことは全部本音だし、それをやり遂げる自信もある」















「けど、ご子息のことは応援すると」

「タケルだけじゃなくて明あ日す香かのことも応援するわよ。いや、ほんとさ、ウチの子供たちマジで可愛かわいいでしょ？　やばくない？　めちゃめちゃ優秀だし！」

「はいはい、親バカ親バカ」

　まったく、真剣に相手をするのが馬ば鹿からしくなってくる。そう肩をすくめた詩し乃のに、

「ちなみにあんたもその中に入ってるからね。あたしの大切な家族の中に。やっぱ妹ってのはちょっと無理がありすぎるから、長女ってところかな？」

「なっ！」

　それはまさに不意打ちだった。

　瞬間的に詩乃の顔が沸騰した。

「い、いきなりそんな変なことを言わないでくださいっ！」

「あはは、相変わらず可愛いねー、あんたは。ほれ、頭撫なでてあげるから、もっと近くに来なさいな」

「わ、私はもう子供じゃありませんっ」

「そう言いつつも素直に頭出してんじゃん。このツンデレ娘がー」

　そして詩乃の頭をワシャワシャと撫でるヒミコの手。

　相変わらず力強くて、大きくて、温かい。

　ただ頭を撫でられているだけなのに、それだけで不安なことなんて全すべて消し飛んでしまうくらいに力強くて、大きくて、温かかった。

「ま、だからさ、もうちょっとの間、あたしに力を貸して頂ちよう戴だいな。あたしの目的を果たす為ためにはあんたの力が絶対に必要だからさ」

　そのヒミコの真しん摯しな言葉に、

「わかりました。そのお願い、喜んでお受けします」

　いつものように、そしていつかのように、詩乃はそう答えたのだった。





　　◇◇◇






　エフェクターによって思いっきり歪ひずんだギターサウンドがものすごい圧力で襲い掛かってくる。

　単純明快なスリーコードパンクロック。

　直情的で情熱的なオルタネイトストローク。

　なんだか、懐かしいな。こうしてマイルズの奏でるギターの音を聞いていると。

　アーシア＆マイルズペア。カンタトリス音楽院での初めての来武ライブ演習の時に顔を合わせ、それから何回も演習で対戦した。

　そして、当然ながら勝利したことは一度も無い。

　僕達にとって、このふたりは一番最初に乗り越えていくべき壁なのかもしれない。

　そう考えると、この場で再びこのふたりと対戦することになったのは必然で、運命的なものを感じていた。

　マイルズのギターにノって、アーシアが熱くシャウトする。

　少し癖のあるショートカットの真紅の髪の前髪を横に持ち上げてピンで留めている。その額には汗がキラキラと輝いていた。

　髪と同じく炎を思わせる赤の瞳ひとみは爛らん々らんと燃え、僕達を睨にらみつけている。

　口元に浮かぶは好戦的な笑み。

　その姿はさながら幼き日のモニカ・フェリッリ。

　事実モニカさんとアーシアのスタイルはよく似ている。感情むき出しの歌唱スタイル、単調だからこそ強烈で苛か烈れつな攻撃スタイル。

　それは決して偶然では無く、アーシアのモニカさんに対する憧あこがれの影響が強く出ているのだろう。

　歌姫カンタトリスは女の子の憧れである。その中でも特別な存在である宝石歌姫ビジユカンタトリス、さらには自分の国の宝石歌姫ともなれば絶対的なアイドルなのだ。

「悪いけど、今回もサクっと勝たせてもらっちゃうからね、先輩たちっ！」

　アーシアが咆ほえた。それに呼応するマイルズのギター。

　ステージ上の空気がパチパチと音を立てながらその温度を上昇させていく。至る所で飛び散る火花。

　やがてアーシアの頭上に炎の雲が出来上がった。炎により空気が熱されて、アーシアの身体がゆらゆらと陽炎かげろうで揺らめく。

（花か穂ほ、アーシアたちもかなりレベルアップしてるみたいだぞ。創つくり出だす炎の威圧感が学校演習の時とは段違いだ）

　僕たちが今、この決勝のステージに立っているように、アーシアたちにもこの場に立っているだけの理わ由けがある。

　わかってはいたけど、やっぱり簡単には勝たせてもらえそうには無いな。けど、

（大丈夫ですよ、タケルさん。あの程度の炎なら、なんの問題もないです）

　僕の脳内に返ってきた花穂の声は落ち着いたものだった。

　振り返って花穂の姿を確認する。

　花穂は片手を地面につき、足を大きく開き、少し四よつん這ばいに近いような恰かつ好こうで腰を落とし、アーシアのことを見つめている。

　その姿はどことなく蜘く蛛もを思わせた。

　女郎蜘ぐ蛛も──妖よう艶えんな色香を振りまき獲物を絡めとる、そんな花か穂ほの雰囲気になんとも言えない淫いん靡びさと悪寒を感じた。

（一曲目で、一分半以内で決着をつけます。タケルさんは演奏に集中してください。そのギターを私の身体だと思って、弾いて、撫なでて、摘んで、弄もてあそんで、私のことを悦よろこばせてください）

　うぅ……、このモードの時の花穂は本当にエロい。

　ぞわりとする感覚と、膨れ上がってしまう欲望と、こみ上げてくる様々な誘惑を解消するように、というかぶつけるようにして僕はギターの弦を弾く。

　マイルズのギターとはどこまでも対照的。

　クリーントーンのアルペジオにディレイやコーラスなどのエフェクター使って創つくり上げる、ゆらゆらと揺れる幻想的な雰囲気の中にどこか機械的印象も含んだ旋律。

　甘美で、耽たん美びで、艶えん美びで、堕落的な、聴くものの精神を絡めとるような、魅惑の世界。

　そこに絡みつくような、花穂の甘く鼻にかかったウィスパーなボーカル。

　脳が揺れる。身体も揺れる。全身に漂う酩めい酊てい感のような快楽。

　その揺らぎに身を任せながら、僕はギターを弾き続ける。

　花穂の言うとおり、このギターを花穂そのものだとイメージして。

　花穂の身体を撫で回すように、花穂の気持ちいいところを責め、焦じらし、喘がすように、ギターの音色を紡ぎだす。

　そして、花穂の根源たる想像がこの世界に姿を現した。その瞬間、ムワッと湿度が上昇したように感じられた。

　花穂の背後に現あらわれたのは巨大で肉厚な花はな弁びら。艶あでやかなピンク色の花びらが脈打つ。

　美しくて、毒々しい。現実の花でたとえるならラフレシア。

　男を誘う甘い香りが周囲に漂い、ざわざわっ、と会場中がざわめいた。

「うっわあ、さっすが花穂、こんなの確実に十八禁じゃんっ！」

　アーシアがそれを見て、軽く引いていた。その気持ち、わからなくもない。

　僕だって初めて見た時は引いたからなあ。

　けど、これはまだまだ序の口なんだ。ここからが花穂の真骨頂だから。

「さすがにこんなエロエロなもんを衆人環視の中に置いておくわけにはいかないよね。子供の教育にも良くないから、跡形もなく全部燃やしてあげるっ！」

　アーシアが右の拳こぶしを突き上げ歌詞を紡ぐ。

　頭上の炎の雲は渦を巻きながら会場の天井近くまで舞い上がり、弾はじけた。

　弾けた雲は無数の極小の火の粒となり僕達の頭上へと降り注ぐ。

　それは土砂降りの炎の雨。避けようにも範囲が広く、弾き返すにはひとつひとつの粒が小さく、数が多すぎる。

　雨は周囲の空気を焦がしながら僕達を包み込もうと迫り来る。

（花か穂ほっ！）

（はい、第二段階、発動します！）

　花穂は両膝ひざを地面につき、両手を上空へと広げた。抑圧されていた声が一気に解放される。

　それに合わせて、僕も一気にギターをかき鳴らした。

　甘く耳元で愛を囁ささやき焦じらし合うＡメロから、一気に激しく愛を打ち付けあい、高みに昇り詰めるサビへと。

　僕と花穂、ふたりの生み出す音が混じりあい、そして花穂の創つくりし花はな弁びらの中央から四本の花糸が降り注ぐ炎の雨に向かって飛び出した。

「んにゃにゃっ！　ただでさえヒドいのがますますヒドくなったあっ！！！　なんでお花の中央から触手が生えてくんのよー！」

「触手じゃないです花糸です！　ちゃんとしたお花の器官です！」

　うん、まあその通りなんだけど、この見た目はやっぱり触手、だよなあ。色的にも、ヌメヌメな質感的にも。

「んまあ、花糸だかなんだかわからないけど、そいつもどうせ植物。あたしの火との相性は最悪！　だったら全部燃やしてあげるわよ！」

　その声と共に４本の花糸は瞬く間に炎の雨に飲み込まれた。

　ジュッ！　と水分の蒸発する音が響いて、焦げ臭い匂においが辺りに充満する。

「こんな感じでねっ！」

　勝ち誇るアーシアの表情。だけど、その表情はすぐに驚きに変わった。

　炎に包まれ、すぐにでも焼き尽くされそうに見えた四本の花糸。しかし、それは燃え尽きること無く、花穂の動きに合わせるように大きな回転を始めた。

　僕達の頭上で高速回転する四つの花糸は、その残像で大きな傘を作り上げる。

　降り注ぐ炎の雨粒はことごとくその傘に進路を塞がれ、空気中へと霧散した。

「な、なんで燃え尽きないのよっ！」

「確かに植物は火に強くないかもしれません。けど、火も水には弱いです。そして植物は多くの水を蓄えている場合もあるんです」

　大きく息を吸い込んで、

「特に私のお花は濡ぬれ濡れなのですっ！」

　花穂はキメ顔でそう宣言した。

　アーシアの創りだしたすべての炎は花穂の生み出した花の蜜みつによって消火され、花糸はその回転を止めて、ウネウネとその身をくねらせる。

　僕達の身を守る蛇のように、アーシアたちに睨にらみをきかせる。

「なるほどね、中々やるじゃん。けど、この程度の攻撃は防いで貰もらわないと面白くないし。あと、あんたのさっきの発言、やばすぎるから！」

　その意見には非常に同意だけど、

「やばいのはアーシアちゃんの方です！　私の魔法はこれからが本番なんですから！」

　こっちの意見にも同意だ。

　そう、これでもまだ第二段階。あくまで防御主体の準備段階なのだ。本番はこれから。

（タケルさん、最終段階、イキますよ！）

（おうっ！）

　弾はじけるように花か穂ほが跳ねる。

　右手をアーシアたちの方に突き出し吼ほえるようなシャウト。

　花穂にしては珍しい、本能むき出しの感情表現。だからこその最終段階。

　僕もディストーションのエフェクターをかまして一気に音を歪ひずませた。そしてピックを弦に叩たたきつけるように16ビートを刻む。

　その爆音に叩き起おこされたように、花穂の花はな弁びらの中央から七つの漏斗の形状をした花冠が飛び出した。

　実在の植物で言うならウツボカズラによく似たその花冠は、それぞれが自らの意思を持つように自由奔放な軌道を描きながらアーシアたちに襲いかかる。

「はんっ！　こんな貧弱な攻撃、あたしたちには通用しないって！　マイルズ！」

「ＯＫッ！」

　マイルズの奏でるギターの曲調が変わり、アーシアが思いっきりステージを踏み鳴らした。

　瞬間、アーシアを中心にして六つの火柱が激しく立ち上る。

「今度こそ全部焼き尽くしてあげるからっ！」

　火柱の中心でアーシアが舞い踊る。タタンッ、と足を踏み鳴らし、手拍子を混じえながらの熱唱。

　放たれた花冠に向かい、火柱が槍やりのように鋭く炎を伸ばす。

　しかし、花穂の操る七つの花冠は不規則に動きまわり、火柱からの一撃を躱かわし続ける。

「ああ、もうっ！　やっぱり操作系では花穂の方が一枚上手かっ！」

　アーシアが苛いら立だったように声を上げた。

　シンプルな放射型魔法が得意のアーシアと変則的な操作型の魔法が得意な花穂。

　単純な威力で言えばアーシアに軍配が上がるが、細かな制御で言えば花穂に分がある。

「でも、これだけびっしりと火柱に守られていたら、その卑ひ猥わいな飛び道具でも近づけないでしょ？」

「卑ひ猥わいじゃないです！　どちらかと言えば美麗です！　それに──」

　確かにアーシアの言うとおり、花冠そのものをこれ以上近づけるのは難しいと思う。安易に近づけばあの火柱に飲み込まれることになるだろう。

　花糸と違って花冠は大きさも小さく、逆に火柱は大きい。温度も火柱の方が圧倒的に高いだろう。飲み込まれたら一気に燃やされてしまうはずだ。けど、

「これ以上近づく必要もありません！」

　そう、あの花冠はあくまで兵器にすぎない。攻撃はあそこから行われる。

「アーシアちゃん、これで終わりですっ！」

　花か穂ほが両手を合わせ人差し指を伸ばし銃のような形にして前方に突き出した。

「──Ｂａｎｇ！　Ｂａｎｇ！　Ｂａｎｇ！」

　そして、上下左右、アーシアを中心に捉とらえ３６０°オールレンジに位置した花冠が一斉に白色の液体を高速で放射する。それはまるでビームの一斉放射。

　攻撃を放つと同時に各おの々おのの花冠は瞬時に位置を変え、再び液体を放射する。

「なっ！」

　アーシアの表情に焦りが浮かんだ。

　あらゆる角度から高速で飛来してくる花穂の攻撃を何とか火柱で防ぐ。

　が、花冠は正面から、左右から、真上から、斜め後方から、背後から、攻撃をしては瞬間的に位置を変え、即座に再攻撃をする。

　火柱で花冠自体を撃ち落とそうにも、変則的でありながら正確に動きまわるその姿を捉えきることが出来ない。

　やがて、火柱の合間を縫って通り抜けた液体がアーシアの身体にヒットした。

「あぐっ！」

　衝撃から片膝をつく。すぐさま迫り来る次の攻撃。

「んんっ──って、なにこれっ!?」

　慌てて飛とび退のこうとしたアーシアの顔が驚きよう愕がくで歪ひずむ。

　液体を被り濡ぬれた膝ひざが床に密着して動かなかったのだ。

「うわっ、すっごいベトベトするー、この白い液体っ！」

　アーシアは指先で液体を弄いじって顔を顰しかめた。

「植物の中には獲物を捕らえるために粘度の高い液体を分泌するものがあるんです。そして一度獲物を捕らえたら、二度と逃がすことはありません」

　粘液で動くことの出来ないアーシアに、二発、三発、四発と叩たたきこむ。

「──んくっ!!」

　粘液の直接的な攻撃力自体はあまり高くない。けど、一度食らってしまえばその動きを著しく制限されてしまう。

　ただでさえ防ぐことの難しい遠距離高速オールレンジ攻撃。結果、続けざまに攻撃を受け続け、その全すべてを封じられることになる。

「あーもう、屈辱的すぎるよ、この恰かつ好こう～！」

　全身が白濁の粘液にまみれ、床にべたりと張り付いたままの身体を動かせないアーシアがそこに居た。

　無茶な体勢になっているので、まともに歌うことも出来ず、アーシアの魔法はすでに消失している。

「ちなみにアーシアちゃん。その液体、消化液の効果もあるから、あまり長い時間放置しておくと服とか溶けちゃうよ？」

　にっこりと笑う花か穂ほに、

「参った。完敗です」

　アーシアは白旗を上げたのだった。





　　◇◇◇

















「なんか、勝っちゃいましたね、私たち」

　フィフスジャッジメントからの帰り道。僕と花か穂ほは星が綺き麗れいに瞬く夜空を見上げた。

　十一月も終わりになればもう大分寒い。特に今日は冷え込みが厳しく、吐き出す息が白く色づいていた。

「ああ。コンビを結成してから八ヶ月、待ちに待った念願の初勝利だ。けど、もっとこう、色々とこみ上げてくるものがあると思ったんだけど、意外と普通な感じだったな」

「あはは、そうですね」

　もちろんめちゃくちゃ嬉うれしいし、興奮もしている。

　なんせＩＣＣ主催グランプリシリーズの決勝で、しかも結びの一番、さらには絶対に負けられない重要な試合というプレッシャーの掛かる中で結果を残したのだ。

　誇らしい気持ちや、皆を見返してやったって気持ちもある。

　けど、その気持ちと同じくらいに冷静な感情もあったりするのだ。

「まあ、明あ日す香かさんの力を借りてですけど、一応来武ライブで勝った経験がありますからね。慣れ、みたいなものが少しあったかもしれません」

「それはまあ、ちょっとはあったかもしれないな」

「それに、タケルさんはすでにそのレベルではないってことですよ」

「そのレベルではないって？」

「初勝利に喜んでいるようなレベルじゃないってことです。なんせタケルさんは今や世界中が注目している奏士トルヴエールのひとりで、明日香さんだったりメアリーさんだったりと複数の宝石歌姫ビジユカンタトリスの演奏を経験したりもしています。タケルさんの経験、意識はすでにそのレベルまで達しているってことですよ」

　そう言って花穂は少しだけ淋さびしげに微笑ほほえんだ。その表情に胸が締め付けられるように痛んだ。

「べ、別にそんなことないと思うぞ。僕は僕で必死にやってるだけだし、花穂の新曲だって弾けるようになるまでかなり苦労したし。全然まだまだだよ。普通のルーキーだって」

「そんなことあるんですよー、まったく。謙虚なのは良いことだと思いますけど、自覚はきちんと持ちましょう。確かにタケルさんの演奏技術はへっぽこでお世辞にも高いとは言えませんが──」

　花穂はそこでいたずらっぽく笑みを浮かべたあと、何かを決意するように表情を引き締めた。

　ぎゅっと唇を嚙かんで、その瞳ひとみは少し揺れているように見えたけど、

「歌姫カンタトリスの力を引き出すという面においては非常に特別な才能を持っています。それは間違いありません。だから……だから──」

　花穂は親指と人差し指で自分の髪の先を摘むように弄いじりながら、でもまっすぐに僕のことを見て、




「──私たちのコンビはこれで解散ですね」




　にっこりと、花か穂ほは微笑ほほえんでそう言った。

「タケルさんはその才能をもっと高いレベルで発揮するべきなんです」

　冷たくて静かな夜の空気の中に、花穂の澄んだ声が響き渡った。

「い、いやいやいや、だったら花穂だって十分に高いレベルにあるって！　今日の来武ライブを見て、そういう印象を持った人だってたくさんいると思うし、政府の偉い人たちも褒めてたし」

　それは事実だった。今日の花穂の来武を見て、非常に高い評価をしていた人はたくさんいた。けど、

「あはは、そう言って貰もらえるのは嬉うれしいんですけど、自分のことは自分でちゃんとわかってます。まあ、自分でも今日の出来は悪くなかったと思いますし、それなりのレベルまではいけると思います。けど、それはやっぱりそれなりどまりで、明あ日す香かさんとか、他の宝石歌姫ビジユカンタトリスさんたちと比べると勝ち目はないなと」

　そう言葉にする花穂の表情には悔しさも悲しみも無く、いや、実際にはあるんだろうけど、それ以上の気持ちを持って、

「とは言っても、それは来武に限ったことですけどね。私の得意分野では誰だれにも負けません」

　そう胸を張ってみせた。

　それは花穂の意地だろうか。もう一度、

「得意分野では誰にも負けません！」

　そうしっかりと言葉にした。

　だから、タケルさんもそれを受け入れるべきですと。自分の立つべきフィールドにしっかり立ってくださいと、そう僕に伝えるように。しんみりとした僕の背中を押すように。

　まったく、なんて言うか、自分が情けなくなる。結局最初から最後まで花穂にお世話になりっぱなしで。

　だから、僕は花穂に笑ってみせた。

「花穂の得意分野って、ええと、エロさとか？」

「なんでそうなるですかー！　せっかくの良いシーンなのにー！」

　ぽかっ、と花穂が僕の胸を叩たたいてくる。

「いや、花穂の得意分野って言ったらそれしか思いつかなくて──って、準備運動は止めような。屈伸とかしなくていいから。せっかくの良いシーンが台無しになるぞ」

「もう、誰だれのせいですか、誰のー」

　ぽかぽかぽか、と僕の胸を数回叩いてから、仕切りなおすように花か穂ほがこほんと咳せき払ばらいをした。

「私の得意分野は回復系です。今後はそっち系の研究や強化に力を入れていこうと思ってます」

「ああ、そう言えばそうだったな」

　花穂が歌姫カンタトリスを目指した最初の理由。そして親友との約束。

　花穂の優しい性格からもそっちの方面に力を入れていくのは正しいことだろう。実際、花穂の治癒魔法の能力は現時点でもかなりのものだ。

「もちろん私も日に本ほん所属の歌姫ですので、国からの要請があれば来武ライブに出場しますし、その際、タケルさんとパートナーを組めるチャンスがあるのでしたら遠慮無く組みたいと思います。私の力を一番引き出してくれるのはタケルさんですから。だから、これで最後ってわけではないですけど」

　もう一度、真まっ直すぐな瞳ひとみを僕に向けて、

「私とタケルさんのコンビは、これでひとまず解散です！　八ヶ月間、ありがとうございましたー！」

　勢い良く頭を下げた。

　たくさんの思い出がある。振り返ってみればあっという間の八ヶ月だったのかもしれない。

　けどその八ヶ月間は本当に色んなことがあって、様々なことが劇的に変化して、それを乗り越えてこれたのは間違いなく花穂が隣に居てくれたからだ。

「こちらこそありがとう。僕が頑張ってこれたのは花穂のお陰だよ。花穂が僕をパートナーに誘ってくれたこと、本当に感謝してる」

　僕も頭を下げた。

「じゃあ、最後にひとつだけご褒美貰もらってもいいですか？」

「ご褒美？　別にいいけど、でもあまり高いものとかは買ってやれないぞ？」

「別に高いものを買って貰おうなんて思ってませんよ。っていうか、そもそも物を貰おうなんて思ってませんし」

　そう言って、花穂が一歩僕との距離を縮める。

「じゃあ、ご褒美って何を？」

「これです」

　そして花穂が背伸びをして、顔がゆっくりと僕の顔に近づいてきて、

　──ちゅっ。

　唇と唇が触れ合った。調律の時とは違う触れ合うだけの軽い口づけ。

　なのに、唇が離れて、顔と顔が少し遠ざかって、そして照れたように視線を逸そらしながら少し嬉うれしそうに、

「ご、ご褒美、確かにいただきました。そ、それでは山やまの辺べ花か穂ほ。今日はこの辺で帰りますね。では」

　そんな言葉とリップの甘い香りを残して、パタパタと駆けていき、そして途中で立ち止まって振り返った。

「それとー、パートナーは解散しましたけどー、全部を諦あきらめたわけではありませんからー。私ー、本当はとっても諦めの悪い女の子ですのでー！」

　僕に向かってそう叫んだ。そしてぺこりとお辞儀をして、再びトトトと駆けて行く。

　月明かりの下で、徐々に小さくなっていく花穂の背中。その後ろ姿を見つめていると、なぜか僕の心臓は調律の時以上に激しく跳ねていたのだった。





　　◇◇◇






　マンションに戻るとそこには鬼が居た。

　っていうか、完全に忘れてたよ！　明あ日す香かにあの調律を見られていたことを！

「で、兄はいつまでそんなところに立ってるつもり？　座ったら？」

　表情は笑顔だったけど目はまったく笑っていない。っていうか、発せられるオーラが怖すぎるから！　怒り指数で言えば今までの最高値を更新しているかもしれない。

「は、はい！」

　僕は素直に明日香の言葉に従って正座した。明日香の目の前で。

「ふ～ん、わたしはただ座ったら？　って言っただけなのに、兄さんはどうして正座してるのかしら～？　なんでだろ～？」

　そんなことを言いながら明日香は僕の前でしゃがみこんで、視線を同じ高さに合わせてくる。

「おい、なんで正座？」

「ええと、明日香が怒ってるんじゃないかなって思って？」

「兄はわたしがどうして怒ってると思ったのかな？」

　にっこりと笑みを浮かべて小首を傾かしげる。こういう時って、ストレートに怒りを表現されるよりも、こういう遠回しな表現の方が何十倍も怖いよな。

　しかも明日香さん、罪状をすべて僕の口から言わせようとしてるしっ！

「どうして？　どうして兄さんが、わたしが怒ってるんじゃないかなって思ったのか、その理由を聞かせてほしいな？」

「そ、その、今日の花か穂ほとの調律のことで、周りから見たらちょっと行き過ぎに見えてしまう部分もあったのかなあ、とか」

「ちょっと行き過ぎですか？　へえ、で、どのあたりが行き過ぎだと思ってるのですか、兄さんは」

　ぐっと明あ日す香かの顔が前に突き出される。当然、僕の顔との距離は縮まる。

　その距離、およそ二十センチほど。妹に間近で真顔でこの内容を詰問されるのはさすがにキツイ。

「まず、どのような行為があったか、具体的にその辺のことを説明してください」

「え、ええと、最初に花穂の身体を抱き寄せました」

「はい、そうでしたね。見ててびっくりしましたよ。いきなり兄さんがへなぽ娘の身体を思いっきり抱きしめた時は。調律であんな風に密着するコンビなんて今まで存在しませんでしたからね」

　棘とげが、明日香の言葉から発射されてくる棘がグイグイ突き刺さってくるよ！

「で、その後は何をしました？」

「唇と唇で調律をしました」

「はい。で？」

「その際に舌を入れました」

「ふ、ふ、ふ～ん。や、や、やっぱり入れてたんだ。し、舌を、入れてたんだっ!?　へ、へ、へえ～っ！」

　冷静さを装おうとしつつも、それを装いきれずに溢あふれだしてる怒りがすごく怖いんですけど！

　全身がぷるぷると小刻みに震えているし。

「わ、わ、わたしでさえ唇はむはむで我慢していたというのに、し、し、舌ねえ！　堂々と、ベロチューねえ！」

「ち、違うから！　あくまで調律だから！　ベロチューちゃいます！」

「調律だったらわざわざ舌入れる必要ないでしょ！」

　思わず関西人のようなリアクションになってしまった僕を明日香が一喝する。

「いや、それが秘策なんだよ。花穂の羞しゆう恥ち心しんを消すためには舌を入れる必要があったんだって！」

「はあ？」

　なに言ってんだコイツ？　という顔を明日香がする。いや、気持ちはわかるけど。

「花穂はある一定以上の性的興奮状態になると軽いトランス状態になるんだよ。そうなると羞恥心とかが消えてよりエロエロモードになるって言うか」

「で、そのトランス状態になるための下準備が密着ハグだったりベロチューだったりすると」

「う、うん」

「…………」

　明あ日す香かは神さえも射殺しそうなくらいに鋭い視線で僕の顔をじっくりと見つめた後、小さく息を吐いた。

「ま、噓うそはついてないみたいね」

「だ、だれも噓なんてつかないって！　これでわかって貰えただろ？　あれは来武ライブで勝つために大切なことだったんだって。むしろ明日香の期待に応こたえるために僕も花か穂ほも頑張った結果なんだよ」

「ふ～ん、わたしの期待に応えるためねえ」

「おう。で、実際に勝利して期待に応えただろ？」

「ま、それは認めるわ。なかなかやるじゃないって素直に思った部分もあったし」

「だろ？　ってことで、この件に関してはこれで──」

「終了じゃないわよ？　今の兄さんの説明を聞いて、新しい疑問が出てきたから」

　そう言って明日香は口角をつり上げた。

　な、なんだろう？　明日香から発せられるオーラが最初の時よりも更に強くなっているような気がするけど……。

「へなぽ娘はある一定以上の性的興奮状態になると軽いトランス状態になると」

「う、うん」

「で、兄さんはその事をどうやって知ったのかしら？」

「へ？」

「だ・か・ら、兄さんはどうやって、へなぽ娘が一定以上の性的興奮状態になるとトランス状態になるって知ったのかを説明して欲しいとわたしは言ってるのです」

　ジト目のまま、さらにずずずと明日香の顔が近づけられる。

　ただ睨にらまれているだけなのに、僕の身体は一ミリたりとも動かすことが出来なかった。

　まさに蛇に睨まれた蛙かえる状態。

「え、え、え～と」

　そ、そうだったー！　その条件を知っているってことは、その条件に至るための実験を事前に繰り返しているわけで。

　ひ、冷や汗が止まらない。ど、どうやってこの窮地を切り抜ける!?

「ね、兄さん。余計なことは考えないで、事実を素直に話したほうが良いとわたしは思うんだな」

「う、うん、そうだよね」

　こんな状態でいくら考えたところで、良いアイディアは出てきそうにないし。

　誤魔化そうとすればするだけ、この地獄が長引くだけだ。

「そそそその、それも特訓の一環って言うか、特訓を続けていく内に偶然わかったことなんだけど……」

「特訓？　性的興奮状態になる？」

「その、夜に布団の中で抱き合いながら作曲をした話はしたよな？」

「うん。背中撫なでたり、頭ぽんぽんしたりね」

　微妙に棘とげのある声で明あ日す香かがそう言う。

「で、花か穂ほが作曲をするのにより深い妄想の世界に入っていけるようにもっとぎゅっとしてください、とか、ほっぺにチューをしてくださいとか色々とリクエストされるようになってだな──」

「もしかして最後までいたしたかっ!?」

「さすがにそれはしてない！　っていうか、想像が飛躍しすぎだから！」

「ホントに？　もしそれが噓うそだったら世界が大変なことになるからね！」

「噓じゃないって！　あと世界を人質に取るな！」

　明日香の場合、それが冗談では済まないから怖い。

「ただスキンシップを多めにするようにしていったら、ある日、急に花穂の雰囲気が変わる瞬間があって、それでわかったんだよ。一定の興奮状態になると本性が表に出てくるモードになるって」

「スキンシップ多めねー。で、それがどうしてベロチューになった？」

「普通にスキンシップを続けるだけじゃトランスモードに入るのに三十分くらい掛かってしまうから流石さすがにそれはマズイだろうってことで、瞬間的にそうなれる手段が無いかを探した結果、それが一番効率的だったから」

　なんて言うか、改めてこう振り返ってみるとかなりアレな感じだな、この特訓。

　もちろん、それ以外にもちゃんと楽器の練習とか、筋力や持久力強化のトレーニングもきちんとやっていたんだけど、特殊なところだけをピックアップしていくと酷ひどい有様だった。

「そっか。ただ抱き合って添い寝をしていただけではなく、特訓と称してそんなことまでしてたんだ、この兄とへなぽ娘は」

「う、うん。でも、特訓の効果は抜群だったろ？　花穂の新魔法、凄かっただろ？　特訓大成功だっただろ？」

　心のなかで情状酌量の余地をー、と叫びながら僕は畳み掛ける。

「ええ。色んな意味で凄すごかったわ。ま、当然よね。あのムッツリと一緒にそんな淫みだらな行為ばっかりしてたら、あんなド変態魔法が出来上がるのも納得だわ」

　ガシッと僕の両肩が摑つかまれる。万力のような力だった。そして、そのまま強制的に立ち上がらさせられた。

「兄さんの話はよ～くわかりました。とても参考になりました。ってことで、さっそく始めましょうか」

　そう言って明あ日す香かは満面の笑みを浮かべた。

「は、始めるって何を？」

「特訓に決まってるじゃない。わたしにもきっと色んなモードが隠されてると思うんだー。兄さんと一緒だったらへなぽ娘以上に凄いモードを見つけることが出で来きそう。楽しみだね、兄さん」

「い、いや、だから、明日香はすでに凄いから！　今の時点で非の打ち所ないから！　だから別に新しいモードとか探さなくても！」

　という僕の心からの叫びは、

「兄さん、ちょっと、だ・ま・れ♪」

　の一言で黙殺され、そして、長い夜が幕を開けたのだった。






３章　─母の背中と僕の使命─









「いやあ、よく来てくれたね～、総理感激だよー」

　フィフスジャッジメントの翌日、僕と明日香は再び総理官邸へと呼び出されていた。

「忙しいところ悪いねー、ソーリー、ソーリー、アイムソーリー」

　ってくらいにウザくて、普段の明日香だったら確実に舌打ちのひとつはするであろう総理ジョークに対して、

「いやいや、別に構いませんよ。これも大切なお仕事ですし～」

　って笑って応こたえるくらいに明日香は上機嫌だった。

　そして僕は非常に寝不足な上に、なぜか唇が腫はれて痛かった。舌も妙にだるい。そこの因果関係についてはノーコメントってことにしておこう。

「で、今日の要件はなんです？」

「それは～、暁あかつきちゃん説明してあげて」

「はいはい、了解しました」

　総理に促されて暁あかつきさんがその後を引き継ぐ。

　学院長の実のお兄さん。そう言われて改めてよく見てみると、確かに似ている部分はたくさんあるんだよな。

　懐かしい気持ちが湧わき上がってくると同時に、胸に鋭い痛みが走った。

　学院長は今、どうなっているのだろうか？

　学院占拠翌日のテレビ放送以来、学院長は公の場に姿を現していない。

　フィフスジャッジメントにも出場してこなかった。

　普通に考えれば学院長は現在のＩＣＣランキングのトップ、つまりＣＳＵ側にとってのエースと言える存在。

　特権の獲得を目的とするのであれば、学院長も出場してきて当然のはずだ。

　それが出て来なかったとなると、出て来れない特別な理由が何かあるのか。

　それにあの時、学院長が被っていた仮面。ナスターシャの仮面。あの仮面に何か意味があるのか。

　わからないことだらけだった。ただ、学院長が自分の意志で敵側に付いた、ってのだけはやっぱり想像したくないよなあ。

「さてと、説明を始めてもいいかな？　神かん凪なぎタケルくん」

「あっ、はい、どうぞ。すみませんっ」

　って思考に耽ふけっている場合じゃない。暁さんの説明を聞かないと。

「まず最初に昨日のトーナメントでの優勝おめでとう。そして結果を出してくれたことに感謝する。キミたちが特権を獲得してくれたことは今後の展開において非常に大きな意味を持つことになる。そして、今日キミたちに来てもらったのも、そこに関係があることなんだ」

　そして暁さんはテーブルの上にいくつかの資料を広げた。

「まず現時点での所有特権数の確認をしてみよう。我々反ＣＳＵ側の持っているポイントはアメリカが９、イギリスが５、日に本ほんが５、フランスが２で合計21。一方ＣＳＵ側は神楽かぐら特とつ区くが７、中ちゆう国ごくが５、ロシアが５、イタリアが２、ドイツが１で合計20。つまり、我々が１ポイントのリードをしていることになる。しかし、九月のセプテンバーエリミネーション終了時点での数字を見てみると反ＣＳＵ側が20ポイントを所持していたのに対し、反ＣＳＵ側は11ポイントしか所持していなかった。つまり、十月、十一月のたった二大会だけで８ポイントの差を縮められたことになる。この勢いの差は圧倒的だ」

　言われるまでもなく、その事は理解していた。

　母さんと、多分学院長を中心にしてきちんと纏まとまりを見せているＣＳＵ側。一方、てんでバラバラの僕達。

　士気という面においては圧倒的に下回っている。

「ま、昨日の結果を受けてユナイテッドの連中もＵＫの連中もある程度意識を改めたみたいだけど、このまま何の策も弄ろうせずに祭典を迎えてしまうのは些いささか不安でね」

「そうでしょうね。祭典での結果が今回と同じであれば逆転、向こうの三勝二敗でも同ポイントで並ぶ。相手の提案を却下するには相手よりもひとつでも多くのポイントが必要になる。つまり同ポイントでは事実上負けってことになりますからね」

　明あ日す香かのその言葉に暁あかつきさんは頷うなずいた。

「そう、つまり我々は『祭典』で何が何でも三ポイント以上を獲得する必要があるってわけだ。でも、正直に言えばそれを達成できる確率は決して高くないと俺は見ている。と言うのも──」

　そして暁さんは次の資料を開いた。

「タケルくん、君は祭典の試合方式を知っているかい？」

「はい、もちろん」

　なんせＩＣＣグランプリシリーズの中でも一番華やかで盛り上がる大会だ。

「宝石歌姫ビジユカンタトリス九名プラス予選トーナメントを勝ち抜いたワイルドカード一名の十人によるシングルマッチ五試合ですよね」

　複雑なルールは一切無し。世界トップレベルの歌姫カンタトリス同士がくじ引き抽選で対戦相手を決めシングルマッチでガチンコ勝負をするわかりやすいルール。

「そう。そこで一つ目の問題点。宝石歌姫の無条件出場となっているため、敵側五人に対し、こちらは四人という数的不利がある」

「それは、そうですね」

「そして二つ目。さらに予選トーナメントからのワイルドカードだけど、これも確実にＣＳＵ側に取られると俺は考えている」

「え？　どうしてですか？　こっち側にもトーナメントに勝ち残れる可能性のある歌姫は居ると思いますけど？」

　日に本ほんならナンバー２の瑞みず穂ほさんや、それに花か穂ほにだって可能性はあるだろうし、モニカさん相手に善戦してみせたシルヴィさんだって有力候補にあがるだろう。

　当然アメリカ、イギリスにも実力者は多い。

　けど、そんな僕の考えは暁さんの次の一言で粉々に打ち砕かれた。

「敵側は姫ひめ咲さきヒミコが出場するからな。あの人の相手は宝石歌姫だって簡単じゃない」

「母さんが、出てくるんですか？」

「ああ、まず間違い無いだろう」

　それが事実だとすると、確かに暁さんの言うとおりほぼ百パーセント母さんがワイルドカードを獲得するだろう。

「十の出場枠の中に相手側が六人。つまり、すでにこの段階で向こうに特権ひとつを取られてるってわけか」

　明あ日す香かが形の良い眉まゆを顰しかめる。

　どんな抽選結果になるかはわからない。仮にＣＳＵと反ＣＳＵがぶつかり合う形に調整したとしても、確実にＣＳＵ同士の組み合わせがひとつ出来てしまう。

「これは圧倒的に不利ですね」

「そういうことだ。そこで昨日、君たちが取ってくれた特権が活きてくるってわけさ」

「どういうことです？」

「今週末のＩＣＣ会議で特権を使用して、祭典の試合形式変更を提案しようと思っている」

「それは、夏にイタリアがタッグマッチの導入を提案したような感じでですか？」

「うん、そうなるね」

　無精ひげの残る顎あごをさすりながら暁あかつきさんが頷うなずいた。

「で、どんな試合形式を提案するつもり？」

「簡単に言えば国の枠組みを超えたドリームチーム同士による団体戦。ＣＳＵと反ＣＳＵの両陣営に分かれてお互い五人を代表を選出。広大なフィールドをステージにしたバトルロイヤル形式って感じかな。サバイバルゲームみたいな。相手の歌姫カンタトリスをひとり撃破する毎ごとに特権を１ポイント獲得出来る。つまり、全部で五人の歌姫がリタイアした時点で来武ライブ終了って感じさ」

「へえ、十人の歌姫が入り乱れての来武か。それはなかなか面白そうね。戦略レベルでの駆け引きも楽しめそうだし」

　明日香はその提案が気に入ったのか、楽しそうな声を出した。

「けど、相手側はその提案を受け入れてくれますかね？」

　数的優位は相手側だって気づいていることだろう。だったら、わざわざ五対五の新ルールを受け入れる必要性はまるでない。

「受け入れないなら受け入れないでそれでいいのさ。それで十分にこっちの目的は果たされているのだから」

　暁さんは涼しい顔をしてそう言った。

「え？　どういうことです？」

「こっちが特権を使用して提案したものを却下する場合、それよりも多い数の特権が必要になる。つまり──」

「相手にこっちよりも１ポイント多く特権を消費させることが出来るってわけね。相手が拒否してくれれば、祭典前に特権の差は２ポイントになる。そうすれば二勝三敗でも最終的にはこっちが特権数で上回れると」

「そういうこと」

　暁さんが頷いた。

「なるほど、そんな駆け引きも出来るんですね」

「というか、大体そんな感じの駆け引きに使われるものなのさ、特権っていうものは。今回はＣＳＵと反ＣＳＵ、二陣営の駆け引きだから非常にシンプルな構造だけど、普段はたくさんの国がそれぞれの思惑で動き、さらに神楽特区ウチの妹がバランス調整に回ったりしてたからほんと複雑な駆け引きがあってね──って今はどうでも良いか、そんなことは」

「作戦の概要は理解しました。で、ふたつほど質問してもいいですか？」

「いくらでもどうぞ」

　明あ日す香かの問いかけに暁あかつきさんが笑みを浮かべたまま頷うなずく。

「まず、この提案自体、テーブルに載りますか？　第三者委員会で突っぱねられる可能性は？」

「まあ大丈夫だろうと見ている。両陣営のどちらかが極端に有利になるようなルールではないし、試合形式自体も観客のウケを大きく取れる内容だと俺は思っている。逆に第三者委員会がテーブルに載せることを拒否するための理由を作るほうが難しいと思うよ」

「あ、あの、すみません。その、第三者委員会ってなんですか？」

　いきなり知らない単語が出てきたので、ちょっと混乱だ。

「ああ、タケルくんはまだその辺のことは知らないのか。ええと、特権を使えば基本的にはどんな内容のものでも交渉のテーブルに上げようとすることは可能だ。けど、あまりにも一方的で理不尽であったり常識を逸していたり、みたいな内容の提案が上がってしまうとこのシステム自体が成り立たなくなってしまう可能性があるんだ。だから、提案をまず交渉のテーブルに上げるかどうかを公平に判断をするための機関があって、それを第三者委員会と呼んでいるんだ」

「へえ、特権を使用しようとしても、その前で弾かれてしまうこともあるんですね」

「うん。意外と多いんだよ、そういうことも。そうだな、何か簡単な例をあげられるといいんだけど──」

　暁さんは少し考えるように視線を彷徨さまよわせた後、

「たとえば領土問題で争っているふたつの国があるとして、一方が特権を使ってその問題を自国に有利なように強制的解決をしようとした場合、大体の場合は第三者委員会で跳ねられることになる」

「なるほど」

「けど、そこに特権を十使うといえば第三者委員会を通るだろう。特権は重ねれば重ねるほど無茶が通るようになる」

「それじゃあ、特権を多くとれる国が無茶を言いたい放題になってしまうんじゃ？」

「ところが中々そうはならないんだ。特権十の提案を拒否するには特権十一が必要になる。それを一国でどうにかしようと考えれば不可能に近い話だが、反対する国が十一あればそれぞれの国が使う特権はひとつで済む。提案した国は特権を十使った上に何も手にすることは出来ず、下手をすれば今度は逆襲され、それを防ぐための特権がもう無い、なんて最悪の事態に陥る可能性もあるわけだ。無茶な提案ほどそれに反対する国も多くなる。反発も大きくなる。それに、最も多くの特権を稼ぐ詩し乃のが常に中立の立場でバランスを取っていたからなあ──って話が大きく逸それてしまったけど、ま、第三者委員会ってのはそんな感じで提案のフィルタリングをする機関で、今回の提案に関しては問題なく通るだろうというのが俺たちの見解ってことさ」

　暁あかつきさんの回答に納得はいったのだろう。明あ日す香かは小さく頷うなずいてから言葉を続ける。

「で、二つ目の質問。この提案が通ったとして、わたしたちの勝つ可能性をどのくらいで計算しているのかしら？」

　単純に考えれば五対五のバトルなのだから条件は互角。

　しかし、相手が五人すべてを宝石歌姫ビジユカンタトリスで占めることが出来るのに対して、こちら側が宝石歌姫以外の歌姫カンタトリスをひとり入れる必要がある。

　戦力面で言えばやはり少し不利な状況だろう。

　けど、暁さんは自信に溢あふれる笑みを浮かべていた。

「パーセンテージで答えるのは難しいが、断然こちらの方が有利と考えている。その為ためのこの提案なわけだし。というか、提案の中の大切な要素──この提案の一番の肝を伝えるのを忘れていたみたいだ」

　そして、僕の方へと視線を移してきて、にやりと笑う。

　ええと、なんだろう？　なんか、とてつもなく嫌な予感がするぞ。

「今回の提案、五対五のバトルロイヤル形式だが出場できる奏士トルヴエールの数はひとりとしている。つまりタケルくん、君の同時演奏が我々の持つ最大の武器ってわけだ」

「え、ええ──！！！」

「この作戦に関してはすでにアメリカ、イギリス、フランスの政府連中にも話し承諾を得ている。皆、君に期待していると言っていたよ」

「ちょ、ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　い、いきなりそんな重要過ぎる役目を与えられても荷が重いですよ。それに演奏するにも僕は明日香の幻創曲レチタテイーヴオしか知りませんし」

　メアリーさんの曲も一曲だけなら弾ひけるけど、リアーナさんやクレアさんに関してはまったくだ。

「曲に関しては頑張って覚えてもらうしか無いな。リアーナ、クレア、メアリーの幻創曲の楽譜スコアはすでに用意してある」

　そう言いながら、机の上にドサッと紙束を積み上げた。

　ってこれ、何曲分あるんだよ!?

「はぁ～、まあそんな事だろうとは最初から思っていたけど、あんた達、わたしの兄さんを便利に使いすぎよ」

「けど、作戦としては悪くはないだろう？　自分たちの持てるコマを最大限有効活用して、最も勝率の高くなる可能性を探った結果なんだから」

　それは、そうなのかもしれないけど、

「でも僕の同時演奏はすべての歌姫カンタトリスに効果があるとは限りませんよ。それに、同時に演奏できる楽曲があるかどうかの問題もありますし」

「もちろんそれは理解しているよ。けど、もしリアーナ、クレアを含めた同時演奏が不可能だったとしても、明あ日す香かくんやメアリーとの演奏に関しては問題ない。五人目の候補を山やまの辺べくんや、フランスのシルヴィにする方針だってある。彼女たちであれば君も安心して演奏することが出来るだろう？」

「それは、そうですけど」

「もちろんベストはリアーナ、クレアの曲も演奏でき、さらにふたりを含めた複数人での同時演奏を成功させることだ。そこで神かん凪なぎタケルくん、君にひとつ重大な任務を与えたいと思う」

　これはもう、断ることとかは出来ないんだろうな、多分。

　もちろん、そこまで期待してもらえるってことは素直に嬉しいんだけど、やっぱりプレッシャーも大きいわけで。

「その重大な任務ってのは何なんですか？」

「今更俺が言うまでもないけど、歌姫を気持ちよく歌わせてその力を引き上げるには、歌姫と奏士トルヴエール、互いがよく理解し合い信頼関係を築くことが重要になってくる。そこで、祭典までの一ヶ月の間にアメリカの宝石歌姫ビジユカンタトリスリアーナ・ライムス、イギリスの宝石歌姫クレア・ワイズと交流を重ね、親交を深めて欲しい。ま、簡単に言えばふたりをたらしこんでこいって事だ。ちなみにこれ、日に本ほん、アメリカ、イギリス政府連名の至上命令で拒否権はナシな」

「えええ─────────！」

　という僕の驚きの声を、

「えええええええええええええ───────────────！！！！！！！」

　明日香の絶叫が上書きしたのだった。





　　◇◇◇






『何を言ったところでこの決定が覆らないことは分かっているけど、腹の虫が納まらないから総理と東雲しののめ暁あかつきに文句を言いまくってくる！　兄さんに他の女をたらしこめとか！　あーもう！　兄さんは先に家に帰ってて！』

　という明あ日す香かと別れて、僕は総理官邸を後にした。

　せっかくだし、少しブラブラしてみようかな？

　どうせだったら帰りは丸ノ内線一本で帰れる赤あか坂さか見み附つけの駅の方に行ってみよう、ってことで歩き出したところ、肩をポンポン、と叩たたかれた。

　また誰だれか知り合いかな？　と思い振り返ったところで、僕のすべての動きがフリーズした。だってそこに立っていたのは、

「やっほー我が息子ー。元気ー？」

「って、か、か、か、母……さんっ!?」

「おう！　お前の母さんだぞ。久しぶり過ぎて顔忘れたか？」

　その態度はあまりにも気さくすぎて、頭が痛くなった。

「わ、忘れるわけないだろ！　って、そうじゃなくて、なんで母さんがこんなところに居るんだよっ!?」

「なによぉ。久しぶりに愛しの息子に会いに来たってのに、タケルは母さんに向かってそんなこと言っちゃうんだ？　これが反抗期ってヤツ？　母さん、悲しいわぁ」

「そういう話じゃなくて、今の母さんはその、つまり、僕たちの敵、だろ？　それも敵のボス的な」

「うん、そうだよ。でも、それはそれ。母親が息子に会いたいって気持ちとは別問題じゃん？」

　そしてニカッと晴れやかに笑う。

「いやいやいや、普通に考えればそこは別問題じゃないでしょうに！」

　しかもここは敵国の中心とも言える場所なわけだし。

　けど、母さんは不満そうに唇を尖とがらせて、

「なによぉ～、タケルは母さんに会いたくなかったのぉ～！　せっかく母さんが会いに来たのに嬉うれしくないって言うのぉ？」

　駄々っ子みたいにそんなことを言った。

　ああもう、そうだった。母さんはこういう人だった。母さん相手に普通の常識を語っても何の意味もないんだ。

「どうなの？　嬉しくないの？　タケルは母さんなんかともう二度と会いたくないって思っているの？」

「そんなはずないだろ。母さんに会えて嬉しいよ。そんなの嬉しいに決まってるだろ？」

「じゃあさ、母さん愛してるって言ってみて！　ほら、早く！　母さん愛してるって」

　目をキラキラさせながら僕ににじり寄ってくる母さん。

　なんだかなあ、ますます頭が痛くなってきた……。ほんと緊張感ゼロなんだもんな。

　ＲＰＧで言えば最初の城下町でいきなり魔王がフレンドリーに話しかけてくるようなものだ。

　そして改めて思う。明あ日す香かって完かん璧ぺきなまでにこの人の血を受け継いでいるなあと。

「ほら、ほら、ほら！　愛してる！　母さん愛してる！　って！」

　そして、これは言うまで絶対に解放してくれないパターンだった。僕はため息をつきながらその言葉を口にした。

「母さん、愛してるよ」

「うん、あたしも愛してるよー」

　ガシッと抱きしめられる。

　もう二度と触れ合えないと思っていた感触。

　もう二度と感じられないと思っていた体温。

　もう二度と嗅かぐことのないと思っていた匂におい。

　懐かしさと、温かさと、ずっと抱えてきた後悔の気持ちと、苦しみと、色んな感情がごちゃまぜになって体中を駆け巡った。

「ほんと、大おっきくなったねえ。最後があんなんだったからさ、さすがにちょっと心配してたんだよ。ちゃんと真まっ直すぐに育ってくれるかなって」

　ワシャワシャと僕の頭を撫なでながら、母さんがそう呟つぶやく。

「まあ、ちょっとひねくれていた時期もあったけど、周りに良い人がいっぱい居たから何とかね」

「そっか。んじゃあ、その辺の積もる話もあるだろうし、ちょっとご飯でも付き合わない？」







　そして、母さんになんかやたらと高級そうな個室の焼肉屋さんへと連れてこられた。

　目の前に並べられる肉、肉、肉。そのどれもに素晴らしいサシが入っていて、味を想像しただけで涎よだれが出てくる。

「やっぱ男の子は肉よねー。ほれ、ジャンジャン食べなさいジャンジャン。好きなだけお代わりしていいからね」

　そう言って肉を焼いては僕の皿に載せてくる母さんは、これ以上に無いくらいにご機嫌だった。

　なんか、こうして一緒にご飯を食べていると昔に戻ったみたいで、世界を巻き込んだ対立関係にあるなんて噓うそみたいで、それがすごく嬉うれしくて、嬉しいからこそ湧わき上がってくる怒りもあった。

「どうして……」

「ん？」

「どうして母さんはあんなことをしたのさ」

「あんなことってのは、世界征服宣言のこと？」

　まるで世間話をするような感じで母さんがそう言う。

「そうだよ」

「んー、どうしてって言われても、それをすることが正しいと思ったからとしか言い様が無いわね」

「あんなことが正しいって本気で思ってるの？」

「思ってなきゃやらないよ。あたしは自分が正しいと思えないことはどんなに脅されてもやらない。逆に正しいと思えばそれがどんなにしんどいことでも実行する。それはタケルもよく知ってることだろ？」

　昔とまるで変わらない自信と活力に溢あふれた顔。

　そんなの言われるまでもなく分かっていた。母さんが行動を起こしたってことは、そこに母さんなりの信念があるからなんだって。

「たくさんの反発があることはわかっていた。だから、まあ、なるべく皆が納得出来る形でってことで特権制度を利用させて貰もらったわけだけど、それでも多くの反発は出続けるだろうし、あたしのことを恨む奴やつ、憎む奴、殺したい奴、いっぱい出てくると思う。場合によっちゃあ世紀の大悪人として教科書に載るかもしれないしね。けどまあ、そんなことはどうでもいいんだよ。心の底からどうでもいい」

　ぐびっとビールを飲み干して、ジョッキをテーブルの上に叩たたきつける。

「あたしは皆に幸せになってほしい。大好きな人ひと達に笑っていて欲しい。景気の悪い暗いニュースなんてあまり聞きたくないし、昔は良かったなんて思い出話に花を咲かせるよりも未来に希望をいだいて夢を語って生きていきたい。今回の行動がそれを実現するための第一歩だと信じている。けどまあ、あれだ」

　そこで母さんは少し嬉うれしそうな顔をして、

「あんたにはあんたの信じる正義があるんだろう？　だったら自信を持ってそれを貫き通してみせなさいな。昔言ったようにあんたの信じる正義にあたしの存在が邪魔になるようだったら、そん時は思いっきりぶん殴りに来なさいってことだ。来月の祭典、あんたも出場するんだろ？」

「うん、まあ、そんな感じになりそうだけど」

「当然、あたしも出る。なんかイイねえ、親の背中を追い越そうと必死にあがく息子と、そうはさせるかと立たち塞ふさがる母親。う～んドラマチックだねえ」

　まったく、緊張感の欠片かけらもないな、この人は。

　それでいて、全部本気。正真正銘の命がけの行動なんだから手に負えない。

「僕は母さんの目指している理想は間違っていないと思う。言ってることは分かるし、母さんならそれを上手にやれるんじゃないかって気もしている。母さんのこと尊敬してるし。でも、やっぱりやり方は間違っていると思うんだ」

　歌姫カンタトリスは特別な存在である。それは紛れも無い事実で。特別な存在であるからこそ母さんのやり方では反発が大きくなりすぎる。

　余計な混乱、衝突を招く可能性が大きすぎる。だから──、

「だから、来月の祭典で必ず母さんのことをぶっ潰つぶす！」

「おお、イイね！　それでこそあたしの息子だよ。よし、乾杯しよう。ビールでいい？」

「って、実の親がしれっと未成年にアルコールを勧めるな！」

「えー、いいじゃんいいじゃん！　親に向かって啖たん呵かきれるようになったらもう十分大人おとなだって～」

「そういう問題じゃないってば！　未成年の飲酒は法律で禁止されてるんだから！」

「ぶぅ～。相変わらずタケルは真面目まじめちゃんなんだから。つまんないのー」

　頰ほおを膨らませて拗すねる母さん。

　この人はほんとにもう！　これでカリスマなんだからなあ。そのギャップにびっくりだ。

　ってギャップって言えば、もうひとつ気になることがあった。

「その、学院長は元気なの？」

　あの日以来、ずっと気になっていたこと。

　どうして学院長がＣＳＵ側についたのか？　それは本人の意思なのか？

　そしてあの仮面。どうしてあの仮面をつけていたのか？

　知りたいことがたくさんあって、何よりも心配だった。

「学院長？　って、ああ、詩し乃のね。元気元気、もう毎晩のようにあたしの部屋に遊びに来てはＢＬ談義してるわよ。この前なんてカプの方向違いで朝まで大バトルしちゃったし」

「この一大事に何をしてるんだよ、あんたらは！」

　真面目に心配して損したわ！

「つーか、なんで母さんがＢＬ談義なんてできるんだよ！」

「なんでって、詩乃をこっちの世界に引き込んだの、あたしだし。当たり前じゃない」

「ええ────！」

　衝撃の事実だった！　っていうか、まったくもって知る必要のない衝撃の事実だった！

「あ、なんだったら詩乃も呼ぶ？　あの子も真面目ちゃんだから普通に呼んでも来ないと思うけど、タケルも交えてのＢＬ談義をするって言えば飛んで来ると思うわ」

「やめてくれー！　目の前で実の母親の腐った趣味の話なんて聞きたくないわ！」

　どんな拷問だよ、それ！

「そう？　残念ね。なんだったらタケルもこっち側の世界に引き込んであげようかと思ってたのに」

「実の母親が息子を誤った道に導こうとするな！」

　本当にシリアスな展開が続かないなあ、この人との会話は。

「で、一応訊きいておくけど、学院長は自分の意志でそっち側に協力してるんだよね？」

「うん、まあ、そういうことになるかな。あの子はあたしの目的には賛同してくれているから」

「そっか。じゃあ、やっぱり学院長も敵だ」

　そう言葉にして、キリリと胸が痛んだ。やっぱり、嫌だよなあ、あの人とも戦わないといけないなんて。

「けど、あの子の名誉のために言っておくけど、あの子は今でも学院の生徒たちのことを誰だれよりも大切に思っているわよ。あんたたちの気持ちを、あの子はひとつも裏切っちゃいない。それは覚えといてね」

　おちゃらけた表情の中で、その瞳ひとみに真剣な色が宿る。

「そして、あたしも自分の息子のことを誰よりも大切に思ってるわ。ってことで、はい、タケルにプレゼント」

　母さんはカバンから分厚い封筒を取り出すと、僕に渡してきた。

　ずしっとした重み。封筒の中にはかなりの紙束が入っているようだ。

「これは？」

「幻創曲の楽譜スコアよ。あたしと詩し乃のにモニカ、アナスタシア、ナスターシャに貂ちよう蟬せん、こっちの主力メンバーの楽譜を一揃そろえ。凄すごいプレゼントでしょ？」

「凄いっていうかどうしてこんなものを？」

　楽譜を貰もらったからって他の歌姫カンタトリスがその魔法を使えるようになるわけではない。

　けど、その楽譜から読み取れる情報だって少なくはないのだ。

　歌姫にとって幻創曲の楽譜は大切なものだし、それが各国の宝石歌姫ビジユカンタトリスのものともなれば相当貴重なものだ。

　それを、どうしてこのタイミングで敵である僕に渡してくるんだ？

「まあ、ハンデよハンデ。可愛かわいい息子が少しでもあたしたちを相手に善戦できるようにって親心。まあ、受け取るかどうかの判断はあんたに任せるけど」

　そう言ってニヤリと意地の悪そうな笑みを浮かべる。

　一体、何を考えているんだろう、この人は。ほんとに思考も行動も読めなさすぎる。

　何かの罠わな？　とも思うけど、そもそも母さんはそういう搦からめ手てを使ったりしないからなあ。

　となると、ここは素直に貰っておいた方がいいか。貰っておいて損になるような事はないだろう。

「じゃあ、遠慮なく受け取っておくよ。母さんが何を考えているのかはわからないけど」

　そんな僕の言葉に母さんは、

「いつだって親が一番に考えているのは子供の幸せのことだよ」

　なんのてらいもなくそんな事を言ったのだった。





　　◇◇◇






『タケルくんは何か私に話すべきことがあると思う』

　翌日、僕はメアリーさんからの電話で目を覚ました。シルヴィさんではなくメアリーさんからの電話なんて珍しいなと思って出ると、少し不機嫌そうな声でメアリーさんがそんなことを言ったのだった。

「僕がメアリーさんに話すこと、ですか？」

『うん。話さないといけないことがきっとあると思う』

　強い調子で断言する。けどなあ、そう言われても特に思い当たることは無かった。しかも、声音はあまり変わらないけど、ちょっと怒ってるようにも聞こえるし。

「あの、すみません。何も思いつかないんですけど」

『…………』

　素直に答えると、受話器の向こうでメアリーさんがひとつ息を吐いた。

『タケルくんの相変わらずの鈍さには頭がクラクラする。しかたない、特別にヒントをあげる』

「あ、はい、お願いします」

　そんなに鈍いかなあと思いつつも、素直にお願いすると、

『昨日の会談。そして来月の祭典でのルール変更。これだけ言えばわかると思う』

　やれやれと言った感じでメアリーさんはそう言った。

「昨日の──って、メアリーさんも聞いたんですか、あの話」

『当然。そういう作戦でいきたいってアメリカとイギリスはもちろん、うちにも事前確認がきていた』

「ああ、それもそうですね」

　なんせ国の枠を越えて各国の宝石歌姫ビジユカンタトリスがひとつのチームを作るというのだ。事前に確認があるのは当たり前か。

『で、タケルくん、私に言うべきことは？』

「ええと、一緒に頑張りましょう、ですか？」

　僕がそう言うと、受話器の向こう側では再び息が漏れた。

『それは確かに言うことのひとつかもしれないけど、それじゃない。もっと大切なこと』

「大切なこと、ですか？」

　大切なこと、大切なこと。あの作戦に関かかわることで、僕がメアリーさんに言うべきこと？

　どんなに考えてもまったく答えの出てくる予感がなかった。

　そんな僕の様子に気がついてか、メアリーさんが二つ目のヒントを出してくれる。

『リアーナとクレアにタケルくんは何をする？　どんな命令をされた？』

「え、ええと、交流を重ねて、親交を深めて欲しいと」

『具体的にはどんなこと？』

「多分ですけど、会って話をしたり、一緒に遊んだりご飯を食べたり、あとは演奏をしてみたり、ですかね？」

　具体的な内容までは聞いてないけど、多分そんな感じで親交を深めろってことだと思う。

『うん。そして、タケルくんと一緒にチームを組む宝石歌姫ビジユカンタトリスは他にも居ると思う』

「はい。メアリーさんも一緒です。当然、明あ日す香かもですけど」

『リアーナとクレアとは親交を深める。宝石歌姫は他にも居る。明日香はいつも一緒に居るから良いけど、誰だれかが仲間はずれになってると思う』

　ちょっと拗すねたような声が受話器から聞こえてきた。

「え、ええと、もしかしてですけど、親交を深めるメンバーの中にメアリーさんが入ってないのが不満ってことですか？」

『仲間はずれはズルいと思う』

　すぐさまそんな声が返ってきて、受話器の向こう側で唇を尖とがらせてるメアリーさんの姿が思い浮かんだ。

「でも、リアーナさんとクレアさんはまだ面識も無いから少しでも親密度を上げるためで、メアリーさんはもう結構仲良くしてもらっているから」

『でも、ふたりだけタケルくんと遊んで、私だけ仲間はずれはズルいと思う。私だってタケルくんと遊びたい』

　まるで子供みたいにそんな事を言った。もしくは、まるでシルヴィさんみたいに。まあ意味的にはほとんど同じだけど──ってそんなことを考えたことがシルヴィさんにバレたら何を言われるかわからないな。

『私だってタケルくんと遊ぶことでもっと信頼関係が築けるしコンビネーションを高めることが出来ると思う。逆にリアーナとクレアだけ贔屓ひいきしたら信頼関係にヒビが入るのも否めないと思う』

　そんな風に可愛かわいらしく脅された。僕は自然と頰ほおが緩んでしまった。

　寂しがりやで子供っぽい性格はどうやらマルソー家共通らしい。

「わかりました。ではメアリーさんの都合のいい時に一緒に遊びましょう。僕もメアリーさんとの信頼関係にヒビが入るのは嫌ですから」

　僕がそう言うと、メアリーさんは平へい坦たんな声音の中に嬉うれしそうな色を覗のぞかせて、

『わかった。じゃあ、スケジュールの調整をしてまた連絡する』

　満足そうにそう言ったのだった。






outro　─光帝と獅子姫─









「ついにこの日がやってきてしまったか」

　フィフスジャッジメントから一週間、迎えた日曜日。

　僕は憂ゆう鬱うつな気分で目を覚ました。

　総理官邸で至上命令として僕に課せられたミッション。

　アメリカの宝石歌姫ビジユカンタトリスリアーナさん、イギリスの宝石歌姫クレアさんと親交を深めよう作戦のファーストコンタクトが本日決行なのだ。

「暁あかつきさんの話だと午前十時にいけふくろうに集合だったよな」

　時計を見ると八時十五分。朝飯を食って風ふ呂ろに入って、準備して出かけるにはちょうどいい時間か。

　けど、なかなか身体を起こす気になれなかった。

　リアーナさんとクレアさん、宝石歌姫の中では特に難しい人たちって言われているんだよなあ。

　リアーナさんはめちゃめちゃ上から目線な上に色々と突拍子もなくて行動が読めない、クレアさんは超がつくほどの堅物でそもそも会話が成立しない。

　ひとりと親交を深めるってだけでも大変なのに、

『ごめんごめん、わかってると思うけど二人とも超売れっ子でね。スケジュールを押さえられる日がそこしか無かったんだ。次になるとまた一週間以上期間が空いちゃってさ。だから、悪いけどふたり同時に攻略を頼むよ。んじゃよろしく～』

　なんて軽く言われてしまったわけだ。

　無理だって！　宝石歌姫ビジユカンタトリスをふたり同時にだなんて、普通に相手をするだけでも無理だって！

　ついでに言えば、

「す～、す～、す～」

　と僕の身体をぎゅっと抱きしめたまま眠っている妹、明あ日す香かの機嫌がすこぶる悪い。

　今日が近づくにつれて日に日に悪くなっていくのが目に見えてわかった。

　どうせだったら毒を食らわば皿まで、

『そんなに気になるんだったら一緒に行くか？』

　と明日香に尋ねたところ、

『別に気になってないしー。ただの政府からのミッションだしー。宝石歌姫のわたしがそれを邪魔するわけないしー』

　と思いっきり仏頂面で言われてしまった。

　せめて明日香が一緒に来てくれれば多少は気が楽になったんだけどなあ。

　なんだかんだ言ってコミュ力高いし、同じ宝石歌姫同士、会話のきっかけを作りやすいだろうし。

「って、ここでグダグダ悩んでいても仕方ないか」

　今日会うってことはすでに決定事項なんだ。僕なんかと違ってリアーナさんもクレアさんも本当に忙しい身。

　そんな貴重な時間を割いてもらってるわけだから、最低限のホスト役は何とか務めないといけない。

　そう思って身体を起こそうとした所で、

「んぐ～、ぐ～、ぐ～」

　僕の起床を阻止するように明日香のホールドが強くなった。

「え、ええと、明日香さん？」

「す～、す～、す～」

　わざとらしい寝息を立てている。

「そろそろ起きて準備しないと間に合わなくなっちゃうんだけど？」

「す～、す～、す～」

「って、絶対に起きてるよね？」

「す～、す～、寝てるに～決まってるじゃない～、寝言だけど～」

　そして僕の胸に頰ほおずりしてくる。僕の身体を抱きまくらのようにがっちりホールドしたまま。

「いやいやいや、まじでそろそろ起きないとさ、まずいんだよ」

「す～、す～、何をすれば家にひとりぼっちでお留守番している妹が気持ちよく兄さんを送り出してあげられるか～、兄さんは考えればいいと思う～。寝言だけど～」

「何をすればいいかって」

　と明あ日す香かの顔を見ると、薄桃色の唇を少し突き出していた。

「…………。あ、あのな、明日香？」

「す～、す～、す～」

　明日香のホールドは弱まらない。つまり、キスをしない限り解放してくれないってことだ。

　まったく、おはようのキスとか、どこのラブラブ新婚カップルだよ。

　僕は諦あきらめて自分の唇を明日香の唇に重ねあわせた。

　グミのような弾力のある柔らかな感触が唇に伝わる。

「くふふ～」

　と重なりあった唇の隙すき間まから、明日香のご満悦そうな吐息が零こぼれた。と同時に、身体を抱きしめる力が緩む。

「んじゃ、行ってくるから」

「す～、す～、す～」

　明日香のわざとらしい寝息を背に、僕は外出の準備を始めたのだった。







　さてと、相手は宝石歌姫ビジユカンタトリス様ふたりだ。待たせるわけにはいかないよな。

　ってことで、十分に余裕を持ってマンションから出た所で携帯が鳴った。通話ボタンを押すと、

『おはよう、タケルくん。いい朝だねえ』

　耳に届いてきたのは暁あかつきさんの能天気な声だ。

「ええと、なんです？」

『念のためのモーニングコールだよ。タケルくんが現場に現れなかった、なんて事態になったら国際問題に発展しかねないからね』

「ああ、それなら大丈夫ですよ。もう準備も終わって、早めに待ち合わせ場所に行っておこうって家を出たところですから」

『おお、それは感心感心。いい心がけだね』

「では、そういうことで」

『ああっと、ちょっと待った！　それともうひとつ、タケルくんに連絡事項があるんだよ』

「連絡事項？　なんです？」

『昨日のＩＣＣ会議で我々が提案した祭典での対戦方式が正式に受諾されたよ。多分、今日の昼くらいには全世界に向けて正式なプレスリリースがされると思う』

「おお、ＣＳＵ側がすんなり提案を飲んだんですね」

「うん、そうなるかな。ただ、ちょっと気がかりなことがあってね」

　暁あかつきさんの声に鋭さが増す。

「何か問題でも発生したんですか？」

『どうやら敵さんに読まれていたみたいなんだよ、俺達の出方がさ。こっちが提案した時点でいきなり追加条件が出されたよ』

「追加条件？　ってどんなのですか？」

『歌姫カンタトリスの数を五対五ではなく六対六にすること。それと試合の会場はＣＳＵ側が指定し、無観客試合とすること。もちろん、会場自体は大会前に発表し、こちら側の事前視察もＯＫ。観客は入れないけどテレビ中継は従来通り、全世界生放送とする。その条件を受け入れるのであれば、祭典のルール変更を受け入れると』

　六対六に変更っていうのは、多分母さんも出場するためのものだろう。

　学院長、アナスタシア、貂ちよう蟬せん、モニカ、ナスターシャの宝石歌姫ビジユカンタトリス五人にプラスして母さん。

　対するこっちはリアーナさん、クレアさん、メアリーさん、明あ日す香かとそれ以外の歌姫をふたり。

　戦力差ってことで考えるとこれはこっちが不利になる条件だよな。

　けど、会場の指定と無観客試合にはどんな目もく論ろ見みがあるのだろう？

　事前視察ＯＫであればそれによる有利不利も無さそうだし、何かを仕込んでおくのも難しそうだ。

　さらに無観客試合なのでホーム、アウェイの有利不利も無いし。テレビでの生中継がされるのだからなにか情報の隠匿のための無観客ってわけでも無さそうだ。

「それで、その条件は受けたんですか？　って、受けたから正式に受諾されたのか」

『うん、そういうことだ。さすがに何か裏がありそうだったから少し考えたけどね。でも、それを突っぱねてこっちの提案を拒否されるよりは、それを受けた方が良いだろうという結論に至った』

「それは、その条件を飲んだとしても、このルールは僕達に有利であるって判断したってことですよね？」

『そうだね──って言ってしまうと、君にかかるプレッシャーが大きくなってしまうかもしれないけど。でも、俺達は本気でそう思ってる』

「はい、ありがとうございます」

　確かに、その有利さが宝石歌姫ビジユカンタトリスを差し置いて僕にかかっているって時点でかなりのプレッシャーではあるんだけど。

　それと同じくらいに誇らしくて、やってみせるぜって気持ちも湧わき上がってきた。

『まあ、最高の状態で祭典を迎えるためにも、とりあえずは今日のミッション、上う手まくこなしてくれよ。不安定だけど歌姫カンタトリスとしての才能で言えば俺は詩し乃のよりも高いと評価しているリアーナ、こと守ることに限れば歌姫一の能力を誇るクレア。ふたりの能力を引き出せれば相当に大きな戦力になるのは間違いないのだから』

「はい、精一杯の努力はしてみます」

『うん。それじゃあ健闘を祈る。良い報告を聞けるのを期待しているよ』







　という期待をうけて、待ち合わせ場所である池袋駅東口のいけふくろう像の前までたどり着いた所で僕は頭を抱えた。

　正直、いけふくろうに着く前の池袋ショッピングパークのレンガ通りを歩いている段階で嫌な予感はびんびんに感じていた。

　人の数がハンパなかったのだ。

　それも「さっきの、もしかしてリアーナじゃね？」とか「あのいけふくろうの横に居たのってイギリスのクレアだよな？」なんて言う声まで聞こえてきていたから。

　僕は人ひと混ごみを搔かきわけていけふくろう前まで急いだ。そして近づくにつれて予感が現実のものになったのだ。

　確かに暁あかつきさんから待ち合わせ場所は『池袋駅東口いけふくろう像』と聞いた。先方さんにも同じように伝えてあるんだろう。

　だから間違ってはいない。間違ってはいないんだけどさあ。

　このアメリカ人っ！

　お前はなんでふくろう像の上に立ってんるんだよっ！　しかも妙に自信満々な感じのどや顔でっ！　普通、像の前だろっ！　前って言われなくても前で待つだろっ！　もしくは周辺だろっ！　アホかっ！　アホなのかお前はっ！

　それとイギリス人っ！

　お前の立ち位置は良い。そうだよ、待ち合わせっていうのは目印となるモニュメントの周辺で待つものだよ。その点では像の上のアメリカ人より何倍もマシだ。常識的だ。けど、なんだよその手に持ってるのはっ！　その巨大な西洋風の剣は何なんだよっ！　っていうか日に本ほんではそれ禁止だからっ！　銃刀法違反だからっ！　どうやって持ってきたんだよここまでっ！　っていうか、なんであなたも微妙にどや顔っ!?

　──ち、近づきたくないっ。絶対におかしいよあのふたりっ！

　明あ日す香かも学院長もメアリーさんも分類するなら変人にカテゴライズされる人たちだけど、あのふたりはそんなレベルじゃない。

　初対面でのインパクトがおかし過ぎるって！

　しかもめちゃくちゃ目立ってるし！

　ただでさえ有名人過ぎるふたりがやたらと目立つ行動をしているのだ。そりゃあ、野次馬を集めるに決まっている。

　って、この衆人環視の中、話しかけないといけないんだよなあ、あのふたりに。

　帰りたい。今すぐ帰りたい。

　そもそも、なんでこんな早くに到着してるんだよ。まだ待ち合わせ時間の三十分前だぞ。

　わざわざ待たせない様にって早く来たのに、色々と台無しだった。僕が先に着いていればこんな事にはならなかったのに。

「はぁ……」

　ため息がこぼれ落ちる。近づきたくない……けど、そういう訳にもいかないし。

　僕は意を決して足を踏み出した。

　すると、まず上空から視線が降り注ぐ。

　鋭い眼光。黒いパンツ。って、無防備にふくろう像の上に立っているからパンツが丸見えだった。

　髪そのものが発光しているかのような見事なブロンドはドリルのように大きくウェーブし、光帝の名に恥じない威厳を醸し出している。

　大きな瞳ひとみに筋の通った高い鼻、厚く色気のある唇。圧倒的な胸のボリュームに見事な腰のくびれ。

　他の宝石歌姫ビジユカンタトリス同様、見た目は非の打ち所が無いんだよなあ。

　どや顔でパンツだけど。

「あなたが神かん凪なぎタケルね？　先週の来武ライブ、拝見させていただきましたわ。今日はあなたがどうしてもこの私にご奉仕したいという話を聞いて、特別に来てさし上げたわ。さあ、さっそく私の前に跪ひざまずいて足を舐なめなさい」

　そう言って右足の靴を脱ぎ、ストッキングに包まれたつま先を僕の鼻先へと突き出してくる。

　ええと、暁あかつきさん。一体、どんなオファーをしたんですかっ!?

　そして、そんな僕たちに注がれる冷たい視線。

　リアーナさんとはある意味真逆な、月の光を編んだような淡く優しいブロンドの髪をシニヨンにまとめ、知的で落ち着きのある瞳ひとみで僕のことをじっと見つめる清せい楚そな美女──クレアさん。

　こちらも、手に西洋の剣さえ持っていなければ色々と完かん璧ぺきなんだけどな。

　っていうか、ほんとあの剣、どんな意図で持ってきたのか？　という疑問は一秒後に解決した。

「あの、クレアさんで──うわっ！」

　瞬間、殺気を感じた。

　クレアさんの剣を持った右手が高速で動いた──のを確認すると同時に僕は身を沈めた。

　シュッ！　という風切り音が僕の頭上スレスレを通り過ぎ、ドガッと破壊音が響き渡る。

「って、な、な、な、何っ!?」

　尻しり餅もちを付いたまま振り返ると、クレアさんの剣がいけふくろう像にめり込んでいた。

　な、なにっ!?　ほんとなにっ!?　なんでいきなり僕斬きられそうになったのっ!?

　クレアさんを見ると左手を真っ赤になった頰ほおに当ててモジモジしてる。

「お、お、男がいきなり私の事を見つめながら話しかけないでくださいっ！　ド、ドキドキしすぎて貴方あなたの首を斬り落としてしまうところだったじゃないですかっ！」

　え、え────！　なにこれ、もしかして照れ隠し的な行動っ!?　ツンデレっ!?

　き、危険過ぎるよ！

　そして、剣のめり込んだ像の上ではリアーナさんが顔色ひとつ変えないまま、まだ僕に向かって足を突き出していた。

　その数センチ下を斬撃が通過していったと言うのに、まるでそれが視界に入っていないかのように、

「さあ、神かん凪なぎタケル。遠慮せずに私にご奉仕しなさい！」

　気持ちよさそうに僕を見下ろしていた。

「わ、わ、私に話しかける時はまず顔を合わせずにこれから話しかけますよと許可をとりなさい。そうすれば私の心の準備が出来ますから。わかりましたね！」

　こっちは恥ずかしそうに剣をぶるんぶるんしながらそう叫んだ。




　え、ええと、今日一日でこのふたりと親交を深め、信頼関係を築く？




　──暁あかつきさん、これはちょっと無理かもしれません……。












あとがき




　エッチな女の子は好きですか？　僕は大好きです。雨あめ野の智ち晴はれでございます。

　ということで、『詠う少女の創楽譜フルスコア』６巻、今回は花か穂ほさんメインのお話でした。

　強烈な個性を持ったヒロインが多い中、どうしても地味な印象の花穂さんを目立たせるためにどうしたらいいのか？　色々と考えた末、やっぱりその特性を最大限に活かすしかないよな！　ってことで、清純派な花穂さんならではの新魔法が完成したのでしたっ！

　ちなみに（編集さんにも見せていない）最初の原稿では、あまりにも花穂さんがはっちゃけ過ぎて色んな意味で大人の階段を上りすぎてしまっていたため、花穂さんの名誉と貞操のためにもこれはお墓まで持って行きたいと思います（笑）。

　そして次巻ではリアーナさん、クレアさんも本格参戦。ぶっとんだ性格をしているふたりは僕も書いていて楽しいので、皆さんにも気に入っていただけると嬉うれしいなあ、とか思いつつ、謝辞です。素敵なイラストと身を削ったネタを提供してくださるたにはらなつき先生。全力でガチャに立ち向かうその雄々しい姿にいつも心を震わされています。そして担当の神かみ長ながさま。全力でガチャに挑む以下略。その他、関係各位の皆様、読者の皆様。本当にありがとうごさいます。感謝感謝です！

　それでは、また次の巻でお会いできることを願いまして。









　著者

　雨野智晴（あめの・ちはれ）

　　㈱エデンズノーツ所属の雑用係。

　　主にＰＣゲームなどのディレクター、シナリオライターとして活動中。代表作はＤ．Ｃ．Ⅱシリーズなど。

　　最近のハマりものは戦国ＩＸＡ。毎週、戦争に明け暮れる日々です（笑）。




　イラストレーター

　たにはらなつき

　　やさしいおねーさんか、天然系幼馴染に優しくされたい、ゲーム原画家兼イラストレーターです。

　　最近は通院中の歯科助手のおねーさんが専らの癒し。

　　でも神経抜くのだけは勘弁な！

　　ＨＰ「densuke.」

　　http://natsuki-densuke.sakura.ne.jp/
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